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　中なか森もり理り沙さは、最低の気分で廊下を歩いていた。

　痛む頭を抑えながら、重い足取りで目指すのは保健室だ。

　理沙は毎月決まった時期になると体調を崩す。

　月のものが始まる二、三日ぐらい前になると、酷い頭痛と吐き気に悩まされるのだ。

　おかげで女子なら大抵の人が体験するであろううっかり下着を汚してしまう失敗とは無縁だが、この頭痛は耐え難いものがある。

　薬を飲めば症状は治まる。しかし、頭痛の徴候が始まると、急に立っていられなくなるほど辛くなり、薬が効くまで二時間程度の間、痛みと戦わなくてはいけなくなる。

「先生、寝かせて……」

　重い体を引きずって、なんとか保健室に辿たどり着いた理沙は、養護教諭の坂さか本もとに泣きついた。

　坂本は、五十代の気のいい女の先生である。

「中森さんじゃない。もしかしていつものやつ？」

　この高校に入学してから六ヶ月、毎月のようにお世話になっているので、坂本には顔を知られてしまっている。

「こっちのベッド、空いてるから使っていいよ。薬はちゃんと飲んだんだよね？」

　常連客なので話が早い。坂本教諭はてきぱきとベッドの準備をしてくれた。

「はい」

　理沙はふらつきながら、案内されたベッドに崩れ落ちるように倒れ込んだ。





　　　◆　◆　◆






　いつの間にか眠っていた理沙が目覚めたのは、誰かに覗のぞき込まれる気配がしたからだった。

（だれ？　せんせい……？）

　ぼんやりと目を開けると、カーテン越しに感じる外の光は赤みがさしていた。

　腕時計を確認すると、もう四時を回っている。

　十月に入って、お彼岸の頃の残暑が嘘のように涼しくなり、随分と過ごしやすくなった。しかし、日が暮れるのも少しずつくなっている。

　どこか遠くから、運動部のかけ声が聞こえてきた。

　……まさか、放課後まで眠ってしまうなんて。

　保健室にたどり着いたのは三時間目の授業中だったから、五時間近く眠っていたことになる。

　ぐっすり眠ったおかげで体はかなり楽になっていたが、昼すら食べずに寝入っていたことは単純にショックだった。

　幸い空腹感はないものの、お弁当を無む駄だにした事への罪悪感が湧く。

（先生、起こしてくれても良かったのに）

　理沙はため息をつくと、ゆっくりと体を起こそうとした。が──。

「ねぇ、ホントに大丈夫なのぉ？　隣、人居たんでしょ？」

「うん、でもぐっすり寝てたよ？　だからへーきへーき」

　隣のベッドから聞こえてきた男女の声に、理沙はびくりと身を竦すくませた。

「ちょっと、もし起きて見られたらどうすんの」

「そしたら見せつけてやればいいよ。なんなら混ざってもらってもいいんじゃないの？　隣、めっちゃ可愛い女の子だったし、俺としては歓迎」

「もう、青葉のバカ。さいってー」

　ベッドの間を仕切るカーテン越しに、二つの人影が見えた。男子と女子。女子の上には、男子が覆いかぶさっている。

（もしかして、さっき、男のほうに寝顔見られてた……？）

　理沙はさあっと青ざめると、体を縮こまらせ、音を立てないように気をつけながら隣に背を向けた。

　隣からは、衣擦れの音が聞こえてくる。

「もう、いきなりどこ触ってんのよ」

「だめ？　こんだけでかかったら触るだろ、ふつー。俺女の子のおっぱいだーい好き」

「んっ……、青あお葉ばぁ……」

　理沙は慌てて布団を頭から被った。

（青葉ってもしかしてあの青葉先輩？　ヤリチンって噂の）

　青葉という名前から理沙の頭の中に浮かんだのは、ひとつ上の学年にいる男子生徒だった。

　青葉ルイ。日仏ハーフだという噂の彼は、芸能人顔負けの非常に整った容貌の持ち主だ。

　彫りの深い顔立ちに茶色の髪と瞳、陶器のような白い肌は、フランス人だというお父さんから受け継いだものなのだろう。

　すらりとした長身でスタイルもいい。日本人離れした手足の長さの持ち主である。

　派手な見た目のため非常に目立つルイだが、その見た目以上に女癖が悪いことで有名だった。

　あの容姿だから女の子の方が寄ってくるのだと思うが、誰とも長続きせず、色々な女子の間を花の蜜を求める蝶のように渡り歩いているという評判である。

　外見がいいのは認めるが、理沙にとってはお近付きになりたくない人種だった。

　理沙の理想はもっと真面目で誠実な人だ。顔は普通でもいい。清潔感があって優しくて真面目な人だったら。

　将来は公務員か銀行員になりそうな印象の、堅実そうな男性が理沙のタイプだった。

　ちゃらちゃらふわふわとした青葉ルイは、鑑賞対象として遠くから眺めるくらいがちょうどいい。

　起きていることに気付かれたくなくて、理沙は布団の中で身を縮こめると、耳を塞いだ。

（早く終わってどっか行って！）

　隣でコトが始まったのが気配でわかった。

　養護教諭の坂本は一体どこに行ったんだろう。

　保健室の中にいないのは確実だと思う。彼女がいれば、ここでこんな不埒な事をさせるはずがないからだ。

　くらりと目眩めまいがした。一度は治まりかけていた吐き気がまた込み上げてきた。
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　一体どれくらいの時間が経ったのだろう。理沙は、ひたすら布団の中で時が過ぎるのを待っていた。

　唐突にがばりと布団がめくられた。

「あー、やっぱ目、覚ましてんじゃん」

　布団を剥いだのは、青葉ルイだった。隣のベッドにいた男は、やはり理沙が予想した人物だったのだ。

　ルイは制服のズボンだけを身につけた格好で、事後を連想させる退廃的な雰囲気を身にまとっていた。

「寝顔見た時にも思ったけど、やっぱかわいーね。ねぇ、名前、教えて？」

「い……いやです」

　理沙は身を震わせると、半身を起こしルイから距離を取ろうと後ずさった。

　自分でも可愛い方だとは自覚しているが、この男に言われてもちっとも嬉しくなかった。

「そんなこと言わずに、ねぇ、教えてよ」

　ルイが距離を詰めてきた。ルイは目線を理沙に合わせてくる。色素の薄い茶色の瞳だ。その瞳が、唐突に鮮血のような真紅に染まった。

（えっ……？）

　理沙は目を見開いた。ルビーのように光る赤い瞳から目が離せない。

「名前、教えて」

　ルイが追い討ちをかけてきた。

「なかもり、りさ」

　唇が、勝手に音を紡いでいた。それだけじゃない。体が自分の言う事を聞かない。まるで金縛りにあったようだ。

「リサちゃんかぁ。可愛い名前だね。俺はね、割と有名人だからもしかしたらもう知ってるかもしれないけど、ルイだよ。青葉ルイ。だから、ルイって呼んで」

「はい。ルイ、せんぱい」

「いい子。一年生なのかな？　ちゃんと先輩って呼んでくれて、偉いね」

　ルイは理沙の頭を一撫でしてから背中と膝裏に手を回して抱き上げた。お姫様抱っこと言うやつだ。

　細身に見えるルイは意外に力強く、軽々と理沙を抱えるとしっかりとした足取りで隣のベッドへと運んだ。

　そちらには、うつろな目で中空を眺める裸の女子生徒が既に横たわっていた。

　女子生徒の下半身は、明らかに事後とわかる状態だった。

　そんな経験なんてない理沙には、非常に刺激的で衝撃的な光景だ。

　とても正視に耐えないのに、体が言う事を聞かないせいで、目をそらすことも出来ない。

　青葉ルイ。こいつは一体何なんだろう。

　赤く変色して光る瞳なんて普通の人間じゃない。その瞳を見た瞬間、理沙の体はおかしくなった。

　うつろな瞳の女子生徒。その首筋には、よく見ると二つに並んだ小さな穴のような形状の傷があった。

　もしかして、彼は、

（吸血鬼……？）

　連想した言葉にぞくりと背筋が冷えた。

「ふふ、気付いちゃった？　そうだよ。俺は吸血鬼なんだよ」

　ルイは微笑みながら、理沙の体を女子生徒の隣に横たえた。

（やだ！　何考えてるのこの人！）

　青ざめる理沙と女子生徒を交互に眺め、ルイはにんまりと笑った。

「可愛い子が二人並んでるっていいね。大丈夫。怖くないよ。順番に可愛がってあげるからね」

（は？　意味わかんない。このクズヤリチン！）

　理沙は心の中で悪態をついた。発想が下衆過ぎてドン引きだ。自由に口が動いたら、思いつく限りの語彙を駆使して罵ば倒とうしてやるのに。

「さて、まずはごはんごはん。ちょっと物足りないなーって思ってたから、隣で寝てたのが可愛い女の子でラッキー。男の血なんて飲みたくないからね」

　上機嫌にそう言うと、ルイは理沙に覆いかぶさってきた。

　首筋にルイの唇が押し当てられる。

　つぷり。

　微かな痛みが走った。
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　気持ち悪い。

　理沙の首筋をルイの舌が這はっている。恐らく噛み付いた所から滲にじむ血液を舐なめとっているのだ。

（やだ……やめて、気持ち悪い……）

　無茶苦茶に抵抗して押し返したいのに、体は硬直して動かない。

　声も出せない。辛うじて動かせるのは表情だけだ。

　いくら美形が相手でも、好きでもない人間に触れられるのはとんでもなく苦痛だった。

　肌が嫌悪に粟あわ立つのを感じる。濡れた舌の感触がなめくじみたいだ。時折吸い付かれ、甘噛みされ、あまりの気持ち悪さに涙が浮かんでくる。

　どれだけの間耐えたのだろう。

　首筋の濡れた嫌な感触がようやく離れていった。

　満足したのだろうか。理沙の首から唇を離すと、ルイはほう、とため息をついた。

「なんかすごいね、君。こんなに甘くて美味しい血、俺初めて飲んだかも」

　そう言ってルイはぺろりと唇を舐めた。とろんとした真紅の瞳がいやに扇情的で、理沙は思わず恐怖を忘れて魅入ってしまった。

「ふふ、全身がイヤだって言ってる」

　鳥肌でブツブツになっている首筋に、するりと手が伸ばされた。

「これはちょっと離してあげられそうにないなぁ。可哀想だけど、君には俺のものになってもらうからね」

　ルイはそう言うと、理沙の頭を撫でた。愛しいものを見るように、目が細められる。

「こっちはもういらないや。邪魔」

　どん、とルイは、理沙の隣の女子生徒の体を押した。

　どさりと女子生徒はベッドの下に落ちていった。

　彼女はうめき声一つ上げず、相変わらずうつろに中空を見つめている。まるでマネキン人形だ。理沙の背筋が恐怖に凍った。

「ホントは二人並べて交互に犯そうと思ってたんだけど……君だけでいいや。こっちは貧血っぽくて薄くて正直イマイチだったし。……ねぇ、触ってみて。俺、もうこんなになってる」

　そう言うと、ルイは理沙の手を掴み、自分の股間へと導いた。

（やだ、やだやだやだやだ）

　本当に人間の一部なのだろうか。そう思うくらいそこは、熱く硬かった。

「はっ、ヤバい。飲むとだいたいこうなんだけど、ここまでバキバキになんの初めてかも。リサちゃんの血まじやべーわ。突っ込みながら飲みたい。てか飲む」

　だめだ。このままじゃやられる。これまで守り通してきた初めてが、こんなヤリチンの下衆野郎に。

　涙がこぼれ、頬を伝った。それを見て、ルイは首を傾げる。

「あれ？　力が効ききってない……？　このすごい血と関係あんのかな？　まぁ、後で考えればいっか」

　理沙にはありがたくないことに、ルイはさっさとそう結論付けると、制服に手をかけてきた。

　ラッピングを解くようにリボンを外し、ブラウスのボタンが外される。

　上半身をはだけさせたルイは満足気に頷うなずくと、続いてスカートに手を掛けた。

　丸見えになった下着越しに恥ずかしい場所をなぞられ、理沙は死にたくなる。

「大丈夫、すぐ気持ちよくなるよ。吸血鬼の体はそういう風に出来てるからね」

　下着が下ろされた。直にそこを触られる。

　ルイは器用にも、もう片方の手で自分のズボンの前だけをくつろげて、下着をずらすと性器を露出させてきた。

（ひっ）

　あらわになったルイのものの禍々しさに、理沙は心の中で悲鳴をあげた。

　理沙は処女だ。比較対象なんか知らない。だけど、ルイのそれは、かなり立派な部類に入りそうな気がする。

（やだやだこわい。ハーフだから？）

　こわいのに目が離せない。食い入るように見てしまう。ビキビキと血管が浮いていて、怒っているようにそびえ立つルイのモノ。

　ほんのりと赤く、使い込まれている割にはきれいな色をしているのは白人の血が入っているからだろうか。白い肌との対比がとんでもなくいやらしい。

　大きく張った先端からは、透明な液体がとろりと垂れていて、男の欲を伝えてくる。

　ルイはにやりと笑うと、それを理沙の下腹部に押し付けてきた。

　先端をぐりぐりとなすりつけられて理沙は青ざめる。

　性教育の授業で、先走りにも精子は含まれると習った。

　これはすごくまずい状況だ。

　そう思うのに、体が動かないからなすがままになるしかない。

　ルイは腰を動かし、理沙のあわいに性器を擦こすりつけてきた。そのついでに外陰部の突起を刺激され、体が跳ねる。

「いいね。濡れてきた。一応聞いとくけどリサちゃん経験ある？」

「っ、ありま、せん……」

「そっか。いいね。よかった。俺、リサちゃんのことすごく気に入ったから、処女じゃなかったら相手探して殺しに行ったかもね」

　ルイは嬉しそうに目を細めると、理沙の頭を撫でた。

「ここからは聞かれなくても自由に声を出していいよ。可愛い声が聞きたいな」

「……っあ！　や、やだっ！」

　ルイが口を利いてもいいと許可を出したせいか、急に声が自由に出せるようになった。

「やだ、やだやだやめて。入れないで」

「へぇ、すごいね。やっぱり結構自我が残ってるんだ。嫌がられると萎えるかと思ったけど、これはこれで結構いいね。うん。いつもみたく人形にしたのを抱くよりもずっといいかも」

　こいつはクズだ。わかってはいたけど改めて実感する。

　ルイはふふっと笑うと性器をより強く押し当ててきた。

　つぷ……。

　秘められた部分を、ルイの先端がこじ開けて暴こうとする。

「やだ、むりむり、はいんないっ、やめてぇっ！」

　ぐいぐいと押し込まれ、理沙は恐怖に悲鳴をあげた。



「そうでもないよ。ほら、ちゃんと咥くわえこんでる」

　ルイは理沙の両足を抱えると、大きく足を広げさせて持ち上げて、結合部を見せつけてきた。

　まだ完全には飲み込めていないものの、既に半分以上が理沙の中に入り込んでいる。

（うそ……）

　覚悟していた痛みはほとんど無かった。

　全く痛くない訳ではないが、耐えきれない程でもない。前戯なしの挿入なのに。

　圧迫感はものすごかった。

　ルイのものによって、理沙の隘あい路ろはみちみちと押し広げられていく。

　これ以上はもう無理だと思うのに、少しずつ彼のものが押し込まれるのが見えた。

「やだ、なま……？　だめ！　抜いて！　絶対だめ!!」

「大丈夫だって。種族が違うからか種がないからなのかはわかんないけど、今まで何千回とヤってきて出来たことないから。へーきへーき」

　出来ないからいいってもんじゃない。こんなヤリチンと避妊具なしとか、性病を持っていそうで嫌だ。

「それにさ、処女は直接奪う方が興奮するでしょ？」

　最低だ。こんな下衆野郎に初めてを奪われたなんて。理沙は悔しくて唇を強く噛み締めた。涙が溢あふれて視界が歪ゆがむ。

「だめだよ。血が出てる」

　ルイは理沙を咎めると、理沙の唇に顔を寄せた。

　驚いた拍子に唇が重なった。

　下唇に舌を這わされた。噛んだ事で傷付いた部分から滲む血を、ぺろぺろと舐め取られる。

「っは、血だけじゃなくて唾液もいいね。甘くて美味しい」

　そんな囁きの後、再び唇が重なり、今度はより深く貪られた。

（やだっ！）

　逃げる舌を追われ、絡め取られる。一方で──。

　理沙が唇に気を取られている隙を狙って、ルイの腰が一気に打ち付けられた。

　理沙は衝撃で大きく目を見開く。

「ふふ、全部入ったよ」

　唇を解放したルイは、ぐりぐりと奥を刺激しながら嬉しそうに報告してきた。互いの下生えが触れ合うのが分かる。

「はぁ……何だこれ。入れてるだけでめっちゃ気持ちいい……」

「やだ！　だめ！　早く抜いて！　お願いだから！」

「抜ける訳ないだろ、こんなに気持ちいいのに！」

　ばちゅん！

　ルイは腰を一旦引き抜くと、思い切り奥へ差し込んできた。

　そしてそのままどちゅどちゅと、激しい抜き差しを開始する。

「あ、あ、やだっ！　やっ！」

　入れて、抜いて、入れて、抜いて。

　ルイの腰の動きに合わせ、お尻に陰嚢が当たるのが生々しい。

「こんなにギチギチに締め付けやがって！　感じてんだろ、この淫乱！　ホントに処女かよ」

「やっ、んっ、ふぁ、ああっ……」

　ぐちゅぐちゅと結合部から聞こえる水音に気が遠くなる。襞を先端の膨らんだ部分で強くこすられて、ルイのものを締め付けてしまうのが自分でもわかった。

　初めてなのに気持ちいい。

　襞をこすられるのも、奥を先っぽで小突かれるのも。

　何回も繰り返される性器同士のキス。子宮口と肉棒の先端が何回も触れ合って、お互いの体液を混ぜ合わせている。

　決定的な瞬間はまだでも、絶えず零こぼれていた透明の先走り、アレが理沙の、誰も触れたことのない場所になすりつけられている。

（穢された）

　性器が、体液が、肌と肌の触れ合う部分が。

　共に完全に服を脱いだ訳じゃない。中途半端に脱がされた状態なのがより羞恥を煽る。

　生々しい性臭に混じって柑橘系の爽やかな匂いがした。

　香水か柔軟剤か、そもそもの体臭なのか。わからないけれど、顔がいい男はいい匂いもするらしい。

　触覚も視覚も嗅覚も、五感の大部分がルイに支配されているという現実が理沙は悲しかった。

　自分の全てを侵食されている。

　どうしてこんなことになったんだろう。

「うっ、ぁっ、ふうっ……」

　唇からは、絶えず鼻にかかった嬌声が漏れてしまう。

　きもちいいきもちいいきもちいい。

　自分が自分じゃなくなるみたいだ。

「はっ、お前の中ヤバすぎ。くそっ、もう出るっ……！」

「やっ、抜いて！　中は、中はだめぇっ！」

「無理。こんな気持ちいいのに外出しとかないない。っ、く、出るっ！」

「あっ、やああああああっ！」

　子宮の入り口を滅多打ちにされ、理沙の膣壁は、ルイの欲をぎゅうぎゅうと食い締めた。

　嫌でも中にあるものの形を自覚してしまう。

　弾けそうなくらいにより大きく膨らんだ先端が、子宮口に強く押し当てられ、中をくじるようにうごめいた。

　と、同時にルイは理沙の体を強く抱きしめ、首筋に牙を立ててくる。

　そして、熱く粘ついたものが子宮口に叩きつけられた。

「あっ、あああああ」

　びゅく、びゅく……

　濃厚な精液が、小刻みに中に注ぎ込まれた。

　ルイのものがひくつく度に、白濁が理沙の中に撒き散らされる。

「はっ、射精止まんねー。くそっ、搾り取られるっ……！」

　唇を血で汚し、眉根を寄せたルイの表情は、凄絶な色気を撒き散らしていた。

　ぐりぐり、ぐりぐり。

　ルイは子宮口を先端でこね回し、白濁を最奥にすり込んでいく。

　孕め。そう言われているような気がした。

（出された……）

　理沙の瞳からはとめどなく涙が流れた。

「あー、めっちゃ出た。マジすごいねリサちゃん。もうちょっとこのままで居ようね」

　射精がおさまっても、ルイは理沙を離さなかった。

　理沙の体をぎゅうぎゅうと抱きすくめ、勃ぼっ起きしたままのものを中に居座らせ続ける。外に零すのは許さないとばかりに、時折腰を揺らされた。

「最っ低……」

「そう？　俺は最高の気分」

　ルイはくすくす笑うと、理沙の頭を撫で、髪を梳すいてきた。理沙はその手をパシンと払った。

「えっ、動いた？　なんで……？」

　ルイはいまだ赤い目を、きょとんと丸くする。

「……おかげさまで成体になったからですよ、ルイ先輩」

　理沙は両目を開けると、ルイを強く睨にらんだ。

「何その目。赤いんだけど……？」

　言われなくてもわかる。力がみなぎっているのを感じるから。母のように、ルイのように、自分の瞳も真紅に染まっているはずだ。

「いつまで入ってるんですか、しつっこいなぁ……いい加減出てってくださいよ」

　理沙はどかりとルイの腹を蹴った。ルイの体は後ろに飛ばされ、ずるりと中の性器が抜けるのを感じた。ベッドから落ちない程度に加減してやったのは我ながら優しいと思う。

　ルイのものが抜けた瞬間、残ざん滓しもどろりと出てくるのがわかった。

　ああ、もったいない。

　漂う性臭を、不覚にもいい匂いに感じてしまう。

　理沙は中からあふれ出たものを掬すくい取ると、少しだけ舐めてみた。

（甘い）

　濃厚な生クリームのような味がした。こんな、軽蔑しか覚えない犯罪者のものなのに。

「ねぇ、先輩、人間の中に混じってる人外が、自分だけだと思ってました？」

「えーっと、もしかして、お仲間……？」

「そうですね。妖魔としての種は違いますけど。先輩の『魅了』の魔眼が効かなくなったのは、私の方が強いからですねぇ」

　理沙はクスクスと笑った。

　今までは淡くしか感じ取れなかった魔力の流れがはっきり見える。世界の見え方が一変していた。

　目の前のルイからは、妖魔特有の濃厚な魔力の気配が漂っているが、自分のものはそれよりも強い事もわかる。

「何の種族かわかります？　当ててみてください」

　理沙は目を細めると、蹴り飛ばされたまま呆ぼう然ぜんと座り込むルイのすっかり萎えてしまったものに足を伸ばした。

「あれだけ中はやめて、出すなって言ったのにやっちゃうから。しっかり刻まれちゃいましたねぇ」

「なっ、なんだよこれ！」

　ルイは自身の性器に視線を向け、ぎょっと目を見開いた。

　性器の根元には、黒い蔦のような蔓草状の文様がぐるりと一周浮かび上がっている。

「淫紋。淫魔の下僕の印です……あっ、答え言っちゃいました」

「な、淫魔って、お前処女だったろ？」

「それは幼体だったからですね。でもあんたのせいで処女じゃなくなりましたからねぇ。おかげさまでこうして成体になってしまいました」

　話していると腹が立ってきたので、理沙はルイの性器を蹴った。ルイは下半身を押さえて悶もん絶ぜつする。

「あーあ、予定では黒髪眼鏡の真面目そうなイケメンに優しく奪ってもらって大人になるはずだったのに。あんたのせいで台無しです」

　理沙は一気に吐き捨てた。理想を一瞬で崩された恨みは深い。

「淫魔を成体にした異性は、その淫魔に絶対服従の下僕になっちゃうんですよ。可哀想に。先輩、この先私以外とはできませんよ。私も理想の男を下僕にし損ねちゃったから、お互い様ですけどね」

「なんだよそれ。最悪なんだけど……」

　ルイは青ざめながら乾いた笑みを浮かべた。

「それはこっちのセリフです。あんたみたいなチャラついたドクズのヤリチンなんて趣味じゃないんですよ」

　しかし起こってしまった事はもう取り返しがつかない。淫魔にとっての最初の異性は特別だ。自分を絶対に裏切らない食料となるからだ。絶対服従の印たる淫紋は、男の場合は性器の根元に、女の場合は下腹部の子宮の位置に出現する。

　生理前の理沙の不調は、糧となる異性の精を求める本能の衝動によるものだった。

　吸血鬼が血を飲まなければ生きていけないように、淫魔は異性の精──性行為の際に分泌される体液を摂取しなければ生きていけない。淫魔の性器は男女ともに、異性の愛液ないし精液を糧として吸収するように出来ている。

　幼体の間は野菜や肉といった普通の食べ物だけで生きていけるが、精通もしくは初潮が始まった辺りから、体が異性の体液を求め始める。その衝動は理沙の場合、生理の数日前に最も強くなる。

　理沙の初潮は二年前の冬に始まった。それからは理想の異性を求めて、ひたすら衝動と戦い続けてきた。

　衝動を抑える薬は親戚の産婦人科医が作ったものだ。原料についてはあまり考えないようにしている。

　現代日本の倫理観の中で育った理沙には、薬の服用は原料について深く考えると辛いものがあった。

　そんな思いをしてまでこだわって、最初の男を探していたところだったのに。

　一瞬で台無しにしてくれたこの男には、制裁を食らわしてやらなければ気がすまない。

　吸血鬼なら多少手荒に扱っても壊れることはないだろう。

　しかし──。

　淫魔、吸血鬼、獣人、鬼、不死者……

　この世には、人に混じって様々な人外が隠れ住んでいる。人外達は、自分達を一くくりに妖魔と呼称する。人間に正体が露見した時に、妖やら悪魔やらと呼ばれてきた歴史ゆえに。

　妖魔は人間より強靭な体と異能を持つが、その異能を活用し、人の間に潜んで生きてきた。

　その理由は簡単だ。過去には人の上に立ち、人を家畜化しようとした者がいないでもなかったが、ことごとく狩られて排斥されてきた。

　日本で言えば酒呑童子や玉藻前の伝説などが知られているが、あれらは伝説ではなく事実だ。鬼、そして妖狐と呼ばれた種族の妖魔が引き起こした事件である。

　人間の繁殖力は圧倒的で、いくら異能を備えていても、数と物量で来られたら敵わない。

　それよりも異能を生かし、人の世界に紛れ込みつつ共存するほうが、効率的で豊かな生活が送れると先人は考えたのである。

　だからこそ妖魔たちの結束力は高い。一族ごとにまとまり、人の世界に溶け込むための掟を作ってあちらこちらに紛れている。

　代表的な掟には、人の体液を栄養とする場合は殺さない程度にする、人肉は検体や紛争地域から調達する、一族の許しなく人に正体を明かさない、といったものがある。

（それにしても、よりによって吸血鬼とはね……）

　血液を糧とし、『魅了』の魔眼を持つ吸血鬼は、東欧から発生し、現在はヨーロッパの西側諸国を本拠とする力のある種族だ。

　四、五百年にも及ぶという長い寿命と日光に弱いという性質を持つが、人間の創作に描かれるほど太陽の光が致命的になるわけではない。せいぜい魔力が弱まり夜に比べると動きが鈍るという程度である。

　精を糧とし『催眠』の異能を持つ淫魔もまた西ヨーロッパを本拠としており、種としても吸血鬼に似ているが、決定的な差異がある。

　それは食事の内容と寿命、繁殖の方法だ。

　吸血鬼の主食は人間の血液なのに対して、淫魔は性交渉の際に分泌される体液を糧としている。

　また、吸血鬼は長い寿命を持つ代わりに、繁殖力が極めて低いという特徴を持つ。人との交配も可能だが、『ダンピール』と呼ばれる混血児になると、能力が劣ると言われている。

　対する淫魔の寿命は人間より少し長いくらいで、女性体しか繁殖能力を持たない。そして、交配相手は餌でもある人間だ。同種同士で番っても子は生まれないし、そもそも興味が持てないように出来ている。

　その代わり、淫魔の女性と人間との間に生まれた子供の第一子は、必ず淫魔の特性を持って生まれてくる。第二子以降になると淫魔が生まれる確率は落ちるのだが、吸血鬼ほど種の存続に苦労はしていない。

　子が出来にくい吸血鬼は、一族の結束が、数ある妖魔種の中でも特に強いといわれている。

　淫魔族も一族全体としての力は決して負けてはいないのだが、理沙の実家は、明治時代、曾祖母が留学生としてドイツを訪れていた日本人に一目惚れして駆け落ちしたところから始まっているため、一族内での地位は高くない。

　わざとではない。むしろルイ側に非があるとは言え、吸血鬼を下僕にしてしまった。

　これからの面倒ごとを思い、理沙はこっそりとため息をついた。








中森家へ









「その人、さっさとどっかへやってください」

　乱れた制服を整えながら、理沙はルイに冷たく告げた。

　理沙の視線の先にいるのは、ルイが不要だと言って、床の上に突き落とした女子生徒である。

　彼女はうつろな眼差しのまま、ぼんやりと床の上に転がり続けていた。

「なんでお前に命令されなきゃいけないんだ」

　ルイは自分の立場をまだ理解していないのか反抗的だ。理沙はぎろりとルイを睨むと心の中で念じる。

（従え）

「ってええええ」

　ルイは下半身を押さえると悶絶した。

　理沙の処女を奪う事によって刻み込まれた蔓つる草状の淫紋は、孫悟空の輪っかのようなものである。主の意思のままに、締め付けて苦痛を煽あおったり、性感を高めたりといった使い方が出来る。

　こと下僕に対しては、淫魔の種族としての能力、『催眠』の魔眼を使うよりも、効率的に従属させる事ができる優れものだった。

「私の命令に逆らったらこうなりますよ、先輩。わかったらさっさとやって下さい」

「くっそ……」

「反抗的ですねぇ。まだ逆らいますか？」

「ひっ……！　わかった。やる、今すぐやるから」

　調教のし甲が斐いがありそうな反応である。理沙は心の中でため息をついた。





　　　◆　◆　◆






　ベッドを覆うカーテンから外に出ると、既に夕暮れ時で、保健室の中は窓から差し込む夕日の光で真っ赤に染まっていた。

　薄暗い室内には、うつろな目で床に座り込む養護教諭の坂本の姿がある。

　なるほど、こちらもルイの魔眼で魅了されていたらしい。

　部屋の中央にある応接セットのソファには、見覚えのある荷物が置かれていた。理沙のカバンだ。放課後になっても教室に戻らなかったから、誰かが持ってきてくれたのだろう。

　カバンからスマホを出して確認すると、クラスメイトからのメッセージが入っていた。

　推測は当たっていた。保健室からなかなか戻ってこないから、担任の指示で届けてくれたらしい。メッセージにはその事と、理沙の体調を心配する一文が添えられていた。

　返信のためにスマホを弄っていると、人が動く気配がした。

　目を上げると、ルイの餌になっていた女子生徒が出てこようとしていた。ついでにルイも。乱れていた服装は、どちらもきちんと直されていた。

　さっきまではそんな余裕もなくて気付かなかったが、くるくると巻いた茶色の髪と濃いアイメイクが特徴の派手な印象の女子だった。

　短く改造したスカートから、惜しげも無く太ももを晒さらしており、少し屈むだけで下着が見えそうだ。

　ネイルは校則で禁止されているはずなのに、ピンクに塗られた爪の上にはラインストーンが輝いていた。

　頭も股も見るからに軽そうで、チャラ男にはお似合いである。

「じゃあね、青葉。また明日ね」

　女子生徒は、理沙の傍を素通りすると、明るくルイに挨拶をして保健室を去って行った。

　理沙の姿など見えていないかのような態度である。

「……次は先生だな。ここでずっと仕事してたように『処理』するってことでいいよな？」

「いいんじゃないですか。でもその前にちょっといいですか？　確認しておきたいことがあるので」

「何……？」

「先輩はどこの一族の出身ですか？　故意ではないとは言え下僕にしてしまったので、私も本家に報告しておかなきゃいけないんですよ」

「一族って何？　吸血鬼の家柄みたいなのがあんの？」

　きょとんとしたルイの様子に、理沙は目を見開いた。

「だって俺、孤児みたいなもんだし、自分みたいな存在に会ったの理沙ちゃんが初めてで……実はまだ混乱してるところで……」

　ルイの表情は戸惑っていた。

「淫魔って何？　吸血鬼とはまた違うんだよね？」

「……一見すると似ているように見えますが全く別の種族です。体の丈夫さや寿命、繁殖方法も違いますね」

「へえ……具体的に何が違うの？」

「その説明をすると長くなるので後にしましょう。……さっき孤児みたいなものって言われてましたけど、ご両親の事は何も分からないんですか？　どちらかは確実に吸血鬼のはずですけど」

「俺の母親はパンパン……つっても知らないか。戦後の日本で、進駐軍の白人相手に体売ってた売春婦だ。父親が誰かなんてわかんねーよ。母親は確実に人間だったから、父親が吸血鬼だったのかもな」

　ルイはあまり思い出したくない過去なのか、顔をしかめながら答えた。

（なら、混血の吸血鬼ダンピールの可能性が高い）

　成体への覚醒と同時に、ルイの『魅了』が振り払えた理由に納得が出来た。ダンピールは純血の吸血鬼よりも能力が数段劣ると言われているからだ。

　──それにしても進駐軍とは。

　理沙は日本史の知識を掘り起こす。

　マッカーサー元帥率いるアメリカの進駐軍が日本に滞在したのは、太平洋戦争の終結後から１９５２年のサンフランシスコ講和条約が結ばれるあたりまでだったはずだ。その頃の生まれという事は、現在七十歳付近という計算になる。

「……先輩って実は結構なおじいさんだったんですね」

　長命の吸血鬼の年齢は、見た目とは一致しなくて当たり前ではあるのだが。

「一族の庇護も知識もない状態で、よく生きてこられましたね。幼体の間の血液の調達はどうしてたんですか？」

「子供の間は普通の人間とほとんど変わらない体だったから……初めて人間の血を吸ったのは九歳の時で、その時に『魅了』の力にも目覚めたから……まぁ何とか、てきとーにやってきた」

「適当って具体的にどんな風に生きてきたんですか？」

「それ聞いちゃう？　金持ちそうな家族の中に紛れ込んだり、女の子に貢いでもらったりとか、まぁ色々。家族ごっこはそっこーで飽きたから、基本的には一人暮らしのお姉さんの家に転がり込んでたかなぁ」

　ルイはへらりと笑った。どこまでもブレないふわふわとしたクズっぷりである。

『魅了』の力は使いようによっては洗脳やら暗示やらに活用出来る使い勝手のいい力だ。さぞかしよからぬ事に使ってきたのだろう。なお、淫魔の固有能力の『催眠』も似たような使い方ができる。

「お母さんは今どうされてるんですか？」

「さあ、もう死んでんじゃないの？　ろくでもないババアだったからな。力に目覚めた時にそっこーで家出したからわかんない」

　ルイの言葉に理沙は頭を抑えた。どうしてこんなクズが出来たのかがわかった気がした。

「戸籍は？　その青葉ルイって名前は本名ですか？」

「さあ、どうだと思う？」

「……自分の立場、わかってます？」

　ぎろりと睨むとルイは肩を竦めた。

「ルイは本名だよ。青葉の姓は、昔、目の力を使って適当に潜り込んだ人間の家族のもんだ。戸籍がどうなってるかなんて知らない」

「……一応裏は取らせてもらいますので、本当の名前を教えてください。お母さんの名前も」

「ババアの名前までいんの？」

「調べるのに必要になるかもしれないので」

　再度促すと、ルイはため息をついた。ものすごく嫌そうだ。

「……俺の戸籍上の名前は高たか石いし累るいだ。ババアは高石早さ苗なえ」

「漢字は？」

「高い低いの『高』に石ころの石、累は……」

　ルイは苦虫を噛み潰したような表情で説明をした。母親にはよっぽど嫌な思い出があるようだ。

　もしルイの経歴が事実なら、妖魔の世界での面倒は発生しなさそうだ。

　だが、こんなふわふわとした男を下僕として調教し、今後も付き合わないといけないと思うと憂鬱になる。理沙はくらくらとする頭をリフレッシュする為、大きく深呼吸をした。

「わかりました。もういいので、まずはそこで転がってる坂本先生の処理をちゃちゃっとやっちゃってください。終わったら私の家に行きますよ」

「へ、リサちゃんの家？　今から？」

「ええ。妖魔の事、うちの一族の事、淫魔の下僕としての心得など、いろいろと教える必要がありそうですから。特に下僕としての心得は、みっちりと教えて上げますので覚悟してください」

　じっとりとした目で理沙は『下僕』の部分を強調した。





　　　◆　◆　◆






　学校から理沙の家までは、電車と徒歩で四十分ほどかかる。その道すがら、理沙はルイに妖魔とは何たるか、淫魔と吸血鬼との違い、一族のあり方などを説明した。

　また、その会話の中で、ルイは『魅了』の魔眼こそ使いこなせるものの、魔力の使い方を完全には把握していない事が発覚した。

　魔力は、使いようによっては周囲の妖魔を探知したり、純粋な魔力を放出して攻撃手段とすることもできる便利なものである。

　なるほど、今まで他の妖魔に出くわしたことが無いなどと言う訳だ。今後の自衛のためにも魔力の扱いはある程度教えておかなければいけないだろう。

　魔力探知が出来ないせいで他の妖魔に喧けん嘩かを売られようものなら、こちらにも迷惑がかかる。そう思うと頭がより痛くなった。

「……いっぱい色んな話聞かされて、頭ん中パンクしそう」

「そうですね、先輩頭悪そうですからね」

　げっそりとつぶやくルイに、思わず毒が口をついて出た。

「ひでーな理沙ちゃん。もうちょっと下僕に優しくしてよ」

　自らの下僕宣言に、理沙は目を見張る。

「……下僕になった事、もしかして普通に受け入れてます……？」

　理沙の質問にルイはうーんと唸った。

「そうだなぁ、今まで目の力で女に寄生して生きてきたようなもんだからなぁ……下僕って事は理沙ちゃんに飼われるって事だろ？　命令に逆らえないってのはちょっとやだなぁって思うけど、飼われること自体は悪くないような気がしてたり……？　だって理沙ちゃんかわいーし、血も美味しかったし、あっちの相性も良かったし……」

　ルイから返ってきた軽い答えに、理沙は呆気に取られた。

（後で絶対泣かす）

　心の中で決意する。奪われた乙女の理想への恨みは深いのだ。





　　　◆　◆　◆






　自宅にたどり着いた時には、あたりはもう薄暗くなっていた。

　空は群青色になっており、山ぎわだけが微かに赤みがかって夕焼けのなごりを残している。

「めっちゃ家きれいで大きいね。理沙ちゃん家って結構お金持ち？」

　家を見るなりルイの口から飛び出してきた言葉に、理沙は軽蔑の眼差しを送った。

　煉れん瓦が造りの洋館風の一軒家は、確かに周りの家より一回り以上大きくて立派である。

　外壁に使われている赤煉瓦は、母親がこだわって海外から輸入したという代物だし、建屋から外壁までの間はゆとりを持って設計され、小さな庭もついている。

　風水にこだわって植えられた植栽はきちんと手入れされ、玄関口のカーポートに停まっている中森家の車は国産の高級車だ。

　妖魔は、人間にはない特別な力を持っているので、その力をうまく利用し裕福な生活を送っているものが多い。

　中森家もその例に漏れず、資産家の範はん疇ちゅうに入っているので、ルイの推測はたしかに当たっている。しかし、いきなり人の家の経済状態を勘ぐってこられるのは不快だった。

「人んちに来て一番に出てくるセリフがそれですか。先輩、ブレないゲスさですね」

「え、だってご主人様の家だし。下僕としては気になるよ。理沙ちゃんのお父さんって何してる人？」

「主夫……みたいなものですかね。母は父が外に出るのを許さないので……」

　理沙は言葉を濁した。

「理沙ちゃん家は確かお母さんが淫魔なんだよね。キャリアウーマンなんだ？」

「まあ、そうですね」

「ちなみにお仕事は何を？」

「……ノーコメントです」

「隠されると気になる！　教えてよ」

「しつっこいですね！　人んちの前でゲスな詮索するのはやめてもらえません？　これ以上しつこくするとお仕置きしますよ！」

　睨みつけてきつく注意すると同時に、玄関のドアが開いた。

「理沙、いつまで玄関で立ち話してるの？　近所迷惑だからさっさと中に入ったら？」

　ドアから顔を出したのは、理沙の母親の真ま理りだった。真理はまじまじと理沙を見つめてくる。

「ホントに成体になったのね……そっちの子があんたの『初めて』？」

　真理の視線はルイに移った。値踏みするように全身をじっくりと観察している。

「……なるほどね。相談したい、なんてメールに書いてくる訳だ。その子、種は何なの？」

　淫魔である母には、ルイが人ではない事など一目でわかる事だ。面倒毎の気配を察したのだろう。眉間に皺が寄っている。

「吸血鬼。だけど製造元は認知してないと思う」

「……詳しい事は家の中で聞くわ。とりあえず二人とも入ってくれる？」

　真理は、理沙とルイに家に入るよう促した。





　　　◆　◆　◆






　真理はリビングのソファに理沙とルイを座らせると、お茶の準備をする為にキッチンへと向かった。

「なぁ、あの人が理沙ちゃんのお姉さんじゃなくて母親だよな？　なんていうか、予想外だわ……」

「どういうのを想像してたんです？」

「淫魔なんだろ？　お水の世界のママ的な、もっとこう、男を手玉に取ってそうな熟女みたいなの想像してたから……理沙ちゃんがちょっと年取っただけ、みたいなお姉さんが出てくるとは思わなかった……」

「説明してませんでしたっけ。淫魔は魔力の最盛期で見た目の年齢があまり変わらなくなります。その代わり、寿命が近付くと急に老化していくんですけど」

　淫魔が成体になるのは、初めての性体験を経験してからだが、魔力はそこから緩やかに成長し、十代後半から二十代半ばあたりで最盛期を迎える。なので淫魔の肉体年齢は、一旦その辺りで止まるのだ。

　真理の見た目の年齢は二十代前半、更に清せい楚そなお嬢様風の服装を好んでいるから、熟女を想定していたのなら真逆な存在が現れたといってもいいだろう。

　もっともその性格はお嬢様とは程遠い。真理は理沙の父親にとんでもなく執着している。一途といえば聞こえがいいが、狂気の域に達しているので娘の立場から見てもちょっと怖い。何しろ『催眠』の魔力でがんじがらめに縛って、ほぼこの家の二階で軟禁状態にしているからだ。

　ちなみに真理の最愛の夫であり理沙の父親でもある人は、真理の『初めて』である。淫魔族は基本的に色々な人間を侍らせてハーレムを築く事が多いので、これはある意味珍しかった。

　理沙が理想の『初めて』にこだわっていたのは、この両親の関係が実は大きく影響している。

　真理が父親に向ける感情が異常だというのは認識しているが、『初めて』の異性と添い遂げたというのは乙女としては純粋に羨ましいなと思ったのだ。

（……こいつじゃ駄目ね）

　理沙はルイを横目で見てため息をついた。

　好みのこの字もかすってない。むしろ悪感情しかわかない。いいのは見た目だけである。

「なんか今俺に対して失礼な事考えてない？」

「気のせいじゃないですか？　自意識過剰ですね」

　冷たい応酬を繰り返してると、真理が人数分の紅茶を運んできた。

「結構仲良くやってるみたいね。お母さん、理沙がなかなか成体になろうとしないからちょっと心配してたのよ。でもその分だと安心ね」

「は？　どこが？　お母さん、私好きで成体になったんじゃない。こいつに犯されたからなんだけど」

　かっとなった理沙はまくし立てた。

「えっ……？　どういう事……？」

　真理は怪け訝げんそうに眉をひそめると、理沙に詳しく話すよう促した。





　　　◆　◆　◆






「……ルイ君ってなかなかクズなのねぇ」

　理沙が成体になった経緯とルイの素性を話すと、真理はしげしげとルイを見つめた。

「すいません……」

「随分としおらしいんですね、先輩」

　思わず理沙が突っ込むと、ルイは居心地悪そうに身じろぎした。

「いや、この状況だと謝るしかないでしょ。むしろ俺に謝る以外の発言許されてるかな？」

　ルイが今置かれている状況──。

　調子に乗ってレイプした女の子に反撃されて、親の所に連れてこられた。

　確かにルイの言う通り針の筵だ。彼の場合は自業自得だが。

「ルイ君がクズなら理沙は間抜けね。成体になる前とはいえ、淫魔がレイプされるとか。初めて聞いたわ」

「成体前なんだから仕方ないよね？　しかも体調悪かったし、どうやって抵抗しろって？」

　真理の言葉に理沙は反発した。

　不本意に襲われ尊厳を踏みにじられた娘に対して、母親がかける言葉がこれとは。

　人外で、しかも独特な感性を持つ母親だが、さすがに酷いと思う。

「運が悪かったわね。可哀想だとも思うけど……あんた私に同情されて嬉しい？」

「……それは、別に」

　理沙と真理の親子関係は、良いとも悪いとも言いがたかった。

　物心ついたときから父親のこと以外に無関心だった母親だ。義務として育ててくれたし、それなりに可愛がっても貰ったけど、真理の中での理沙の存在は、父を超える事はついぞなかった。

　また、同族には興味を持てない淫魔の性なのか、理沙の側でもそれで寂しいと思った事もない。

　お互いに無干渉で無関心、というのが中森家の家族の形だ。

「でしょ？　ま、その子をどうしたいのか言ってくれたら、協力はしてあげるわ。今後も『下僕』として傍に置く？　それとも始末する？　お母さんとしては吸血鬼の『下僕』なんてレアだから、適当に都合よく使えばいいと思うけどね。しかもその子、鬱うっ陶とうしい一族のバックもないはぐれものなんでしょ？」

「……言われなくても適当に使う予定だよ。コレをここに連れてきたのは、こいつの生い立ちの裏を取ってもらうためだし」

「そうね。それはちゃんと調べないとね。一族間の揉もめ事になるのはよくないわ。お母さんが本家から叱られちゃう」

　そう言うと真理は肩を竦めた。隣から、「俺の扱いが酷い」とぼやく声が聞こえたが、理沙は黙殺した。

「じゃあ、この話はこれで終わり。その子の詳しい経歴は後でメールで送ってくれたら裏を取っておくわ。ここからは今後のことを話しましょう。理沙、あんた成体になったんだから、この家にはもういられない。それは前々から伝えてきたし、ちゃんとわかってるわよね」

「うん」

　こくりと理沙は頷いた。隣のルイが動揺した気配がする。

「今日のところはホテルを手配するわ。そっちの『下僕』君も一緒でいいのよね」

「いいよ。……手配はしてくれるんだ」

「そりゃするわよ。大事な娘だもの。住む場所も、生活費の面倒も学生の間はちゃんと見てあげる。でも一刻も早く出て行ってね」

「了解、じゃ、荷物をまとめてくる。先輩、来て」

　理沙は戸惑っているルイの腕を引っ張ると、リビングを出た。





　　　◆　◆　◆






　理沙はルイを引っ張ったまま、一階の北側にある自分の部屋へと入った。

　ピンクの小花柄の壁紙に白い家具で統一された可愛らしい印象の部屋の内装は、真理の趣味で理沙の好みではなかった。しかし、ここで過ごすのも今日までだと考えると感慨深くなる。

　理沙は、もっとシックで落ち着いた感じが好みだ。

　新しい家は自分の好きなように飾ろう。そう決めて気持ちを切り替えると、クローゼットの扉を開けた。

　そして、旅行用のキャリーバッグを出すと、当座の着替えと下着を詰めていく。

（服は制服のままでもいっか。どうせ学校行くし……）

　洗濯はホテルでも出来るだろうから、服は三泊できる程度あれば事足りるはずだ。もし不足があれば買い足せばいい。その為のクレジットカードは渡されている。

　これからの段取りを考えながら黙々と荷物を詰めていると、ルイがためらいがちに声をかけてきた。

「えーっと、理沙ちゃん、話が全然見えないんだけど。ホテルって何？　俺も一緒に泊まるの？」

「そうですね。先輩には『下僕』とはなんたるかを、しっかりと覚えてもらわなきゃいけないですから。今日のところは一緒にホテルに泊まってもらいます。明日からは自由にしていいですけど」

「出てけって言われてたよね。理沙ちゃん、この家追い出されちゃうの？」

「成体になりましたからね。母にとって、私は父を奪うかもしれないライバルになっちゃったので、この家にはもう住めません」

　理沙はルイの質問に、努めて淡々と返した。

「……それはなんて言ったらいいか……俺のせい、だよね」

　ルイのいたたまれなさそうな表情に、理沙はわずかに驚いた。

（クズだクズだと思ってたけど、一応人の心らしきものはあるのね）

「レイプした事は許してません。でも出て行くことに関しては気にしなくていいです。元々決まってた事ですし、野生動物の世界と同じですよ」

　理沙はいつかテレビで見た動物のドキュメンタリーを思い出した。

　その番組では、キタキツネの子別れの儀式を扱っていた。大きくなった子ギツネは母親に巣穴を追い出される。淫魔の世界もそれと同じだ。

　淫魔は、自分を中心として、餌となる人間を侍らせたコミュニティを作る生き物だ。淫魔の子供は、幼体の間はそのコミュニティに入れてもらえても、一人前になったら出て行かなければならない。なぜなら淫魔は餌の共有はしない生き物だからだ。

　理沙は、用意した荷物をスーツケースに詰め込むと、ぎゅうぎゅうと抑えながらファスナーを閉めた。

「できました。先輩は一泊くらいならコンビニで下着とか買えば大丈夫ですよね。行きますよ」

「えーっと、当然拒否権はないんだよ、ね……？」

「痛い目にあいたいならどうぞご自由に」

　ちらりと股間に視線を送ると、ルイは軽く肩を竦めた。

「はいはい、わかりましたよ、ご主人様」

　しぶしぶ、といった体でルイは了承した。





　　　◆　◆　◆






　理沙とルイは、連れ立って再びリビングへと戻る。

「お母さん、準備できた」

　ソファに腰掛け、頬杖をついていた真理に声をかけると、小さなメモを渡された。

　メモを開くと、ホテルの名前と住所が書かれている。

「そこ、手配しといたから。住む場所は希望があるのならメールで教えて」

「ありがとう」

「…………」

　心なしか、こちらを見る真理の目は潤んでいた。その反応だけで充分だと思う。

　真理は引き止めない。理沙もそれを望まない。淫魔とはそういう生き物だからだ。

「妖魔の精は人間とは比べ物にならないくらい美味しいらしいわよ。私にはお父さんがいるから試そうとは思わなかったけど。だから、そういう意味ではあんたはラッキーなのかもね。うまくやんなさい」

　母なりの激励の言葉だと思った。理沙の視界がわずかに歪んだ。

「うん、今までありがとう、お母さん」

　それは心からの言葉だった。








幕間　秘密の部屋









　理沙とルイが玄関から出て行く音がした。

　真理は、リビングの窓から、二人が出て行くのを見送ってから、大きく息をつき、二階へと移動した。

　中森邸の二階には、鍵のかかった一つの部屋がある。

　真理は、その部屋の鍵をネックレスに加工し、肌身離さず持っている。その鍵を使うと、真理は部屋の中へと足を踏み入れた。

　ここは、誰にも入らせない秘密の部屋。

　真理と、真理の伴侶たる奏かなでとの。

　入り口には外鍵のみ、室内に窓はあるが、こちらもはめ殺しになっていて、内側から開けることは出来ない。窓には防犯対策を兼ねた頑丈な鉄格子がはめられている。

　室内は十畳ほど、本やパソコン、ＤＶＤやゲーム機など、暇つぶしになりそうなものが整然と置かれた室内で、窓際に置かれたロッキングチェアに腰掛け雑誌を読んでいる人物がいる。

　三十代半ばに見える、穏やかそうな顔をした男性だ。

　実年齢は四十五なのだが、年よりも若く見えるのは、真理が健康状態に気を使い、身だしなみを整えてきたからである。

　彼こそが、真理の夫で理沙の父にあたる人物、中森奏だった。

「奏くん」

　声をかけると、奏は雑誌から目を上げ、真理の方を見ると、柔らかく微笑んだ。

「真理ちゃん、お帰り。どうしたの？」

「奏くん、あのね、私のとても大切な子が、遠くに行っちゃうことになったの」

　真理は奏に近付くと、その場に座り込み、奏の胴に手を回してぎゅっと抱きついた。

「そっか、悲しいね」

　奏は甘えるようにお腹に頬ずりする真理の頭を撫でると、再び雑誌に視線を落とした。

　奏は、我が子である理沙の存在を知らない。真理が教えていないからだ。

　どうして仕事も何もせずにこの部屋で、ひたすら趣味の読書やゲームにふけって一人で過ごしているのか、疑問に思うことも無い。

『催眠』の魔力。淫魔族固有の能力で、真理がそうなるようにしたからだ。

　真理と奏は高校で知り合い、すぐにお互いがお互いを意識し、恋人同士となった。

　真理を淫魔として覚醒させたのは奏だ。しかし奏は、真理の初めてを奪い、淫紋を刻まれたことに気付いた瞬間、真理を化け物と罵ののしって拒絶した。

　騒がれた上に、淫紋で縛ろうとしても手が付けられないくらいに暴れたため、『催眠』の魔力で押さえつけ、洗脳を施すしか無かった。

　真理は深く傷付いた。傷付くと同時に頭の螺ね子じがどこかに飛んだ。何故そうなったのかは自分でも分からない。拒絶がきっかけだったのか、それとも元々そういう気質があったのか。

　奏が好き。奏しか欲しくない。

　その強い思いが原動力となり、真理は奏を囲い込む準備を進めた。

『催眠』の魔力を上手く使って、なるべく自然に見えるように奏を手に入れる。

　始めたらもう戻れなくなった。自分は誰が見ても狂人だ。自分でも頭がおかしいと自覚している。

　何年もかけて慎重にことを進めていった結果、夫となった奏を、真理はこの箱庭に囲うことに成功した。

　今の奏は自分の境遇に何の疑問も抱かない、真理だけの可愛いお人形さんだ。

　飽きたら手放そう。そう思ううちに一体何年が過ぎたのだろう。

　真理が奏を求める気持ちは不思議と色褪あせない。人形と化し、少しずつ老いていく彼を見ても、想いは募っていくばかりである。

　だから、彼はずっとこの部屋に囲われ続ける。きっとどちらかの命が絶えるその日まで。

「あの子達、上手くいくのかな……」

　真理は理沙を想い小さな声で呟いた。

　そして、奏のお腹に額を押し付け、目を閉じた。

　願わくば、自分のようにはならないように。

　真理は心から想った。そして苦笑する。

　自分にも母親らしい気持ちがあったらしい。

　外はもう夜だ。はめ殺しの窓からは、白く輝く三日月が顔を覗かせていた。








思い知らせる









　真理が手配してくれたのは、駅前にある大きなホテルのセミスイートだった。

　上層階の角部屋に位置しており、広々とした室内には、ベッドとは別に、大きなソファとローテーブルが置かれたリビングのような空間が付いている。

　白と青を基調とした室内の内装はとてもお洒落で上品だ。ベッドのシーツや布張りのソファなどもロイヤルブルーと言うのだろうか、濃い青色で統一されていた。

　カーテンが開け放たれた大きな窓からは、美しい夜景が一望できて、町の明かりが地上の星として宝石のようにきらきらと輝いていた。

　これでセミスイートなら、一番高い部屋はどれだけ豪華なのだろう。

「すっげ。やっぱ理沙ちゃんち、金持ちじゃん」

　ホテルマンに案内され、部屋に足を踏み入れるなり、ルイは目をきらきらさせながら室内の探検を始めた。

　理沙は持参したキャリーバッグを床の上に置くと、ソファに沈み込み、ふうっと息をついた。

　二人とも制服姿だったので、不審そうに見てくるホテルのスタッフを誤魔化す必要があった。その工作に魔力をかなり使ったので疲れたのだ。

　成体になってまだ数時間、自分の魔力量を把握していない状態で異能を使ったのはまずかったかもしれない。ルイにやらせるべきだったと理沙は少し後悔した。

「見て見て理沙ちゃん、風呂広いよ。ラブホ並み。後で一緒に入っちゃう？」

　はしゃぐルイの声にイラっとする。

「先輩、自分の立場、わかってます？　わからせるって言いましたよね、私」

　じろりと睨む理沙に対して、ルイは妖艶に笑った。

「わかってるよ、お仕置きしてくれるんでしょ？　一体何してくれんのかなぁ。俺、期待してるよ」

　にんまりと好戦的な笑みを作り、挑発的にこちらの顔を覗き込んでくる。

　腹の底から怒りが湧きあがった。

「……いい度胸です。まずは服を脱ぎましょうか」

　理沙は額に青筋を浮かべてルイに命じた。





　　　◆　◆　◆






　少し前まで処女だったお嬢様のお仕置きなんて、たかが知れている。

　そう思ったルイは、理沙の指示に大人しく従う事にした。

　服を全て脱ぎ捨てたら、二台あるうちの片方のベッドに座らされ、絶対に動くなと命じられる。

　下着まで一気に脱ぐのには抵抗があったが、お嬢様に見せ付けてやるのも一興かと思い、ルイは思い切って脱ぎ捨てた。

　理沙は制服姿のままルイの座るベッドの前に立ち、しげしげと全身を観察してきた。

「ふうん、意外にちゃんと筋肉付いてるんですね。運動なんて全く何もやってなさそうなのに」

「そりゃどうも。特に何もやってないんだけどね。人間じゃないからなのかな？　わかんないけど、自分でも悪くない体だと思ってるよ」

　一見すると細く見えるルイの体だが、脱ぐと実はちゃんと付くべきところに筋肉が付いている。特に何もしていないのだが、割れている腹筋と、力を入れれば盛り上がる上腕二頭筋は密かに気に入っている。

（女子って結構男の筋肉好きだよなぁ……）

　今までに抱いた女の睦言を思い出しながら、ルイは自分の体を観察する理沙を眺めた。

「へえ、ここってこんなに出っ張ってるんですね」

「……っ！」

　不意に喉仏を触られてルイは身を竦ませた。

「ちょ、そこ、おえってなるからやめて」

　理沙の手を制そうとすると、触られてもいないのに、ぐっと性器の根元が締め付けられる感覚があった。

（動くなって言われたからか）

　淫紋で縛られている以上命令には逆らえない。これまでの経緯からわかってはいたけれど、改めて実感し、ルイは身を硬くした。

「そんなとこ触って楽しい？」

「はい。自分にはないですから」

　理沙は目を細めると、指先を喉仏から鎖骨に、更に胸元へと滑らせた。

「割とキレイな色してるんですね、ここ」

　胸の突起を撫でられ体がぴくんと跳ねた。

　白人だったと思われる父譲りの白い肌と、その部分の色は、ルイにとってはコンプレックスだった。

　ルイの肌は、吸血鬼という種族の特性もあいまってか日に弱い。長時間日差しに肌をさらすと真っ赤になってヒリヒリし、軽い火傷を負ったような状態になるため、焼けないように人一倍気を使う必要があった。夏でも長袖で過ごすことが多いので、ルイの肌は常に白い。そしてその白さにやけに映えるピンクベージュのそこは、男の自分にとっては少し恥ずかしかった。女の子についてたら最高の色合いだったのに。

「感じてます？」

「ちが……！　くすぐったくて……」

「ホントに？」

　理沙はそこがお気に召したのか、カリカリと引っ掻かいてきた。身をよじるか振り払うかしたいのに、命令のせいで動けないのがもどかしい。

「やっぱり感じてるじゃないですか。勃たってきましたよ」

　言われてソコに目を向けて、ルイは信じられない思いでソコを見つめた。

（嘘だろ……）

　ソコは、理沙に指摘された通り半勃ちの状態になっている。

「やだな、理沙ちゃん、淫紋に何かしたんじゃないの？」

「してませんよ。ここ、触られるの気持ちいいんだって認めればいいのに」

　フッと馬鹿にされたように笑われて、ルイの頭に大嫌いだった母親の顔がよぎった。

　吸血鬼として目覚めてから、女はルイにとって下の存在だった。餌を兼ねたオナホール。『魅了』の力を使えばどんな女もルイに血を差し出し股を開いた。

　お腹が空くから血を貰う。男の血なんて飲みたくないし、近付くのも気持ち悪いから、ルイが狙うのは若くて可愛い女の子だけだ。ルイにとって女の子の血液は、花や果物のような匂いのするご馳走だった。この匂いには個人差があるけれど、いい匂いというのは共通している。

　殺すのは寝覚めが悪いから、一人から貰う血の量はごく少しずつ、加減していつも飲んできた。面倒だと思う時もあったが、倒れた女を介抱する方がより面倒だった。

　血を頂く時には、露出している肌の中でも柔らかく、また動脈が近い首を狙うのが一番効率がいい。女の子に密着して甘い匂いに包まれると、あっちの方も反応した。だからついでに貞操もいただく。何人食べて来たのかなんて、ルイ自身も覚えていない。

　幸いそんな爛ただれた生活を送っていても性病をもらうことはなかった。病気を持っている人間は匂いでわかる。独特の臭気を発するからだ。

　色々な女性を食い物にしてきたルイにとって、自分に命令してくる女は久々だった。クソババアだった母親以来だ。あの女を思い出すと嫌な記憶が脳裏をよぎった。

　戦後の混乱期、ルイの母、高石早苗は、進駐軍の白人を相手にするパンパンと呼ばれた売春婦として生計を立てていた。

　早苗は元々は良家のお嬢様だったらしく英語が堪能だった。戦争が人生を狂わせたのだと酒を呑んでは恨み言をぶつぶつと呟いていた。

　そんな早苗はルイにとってはヒステリックで最低の母親だった。

　派手で下品な衣装に、これまた下品な赤い紅を引き、男を誘う姿は幼心にも気持ち悪かった。

　お嬢様らしさの片鱗を感じたのは、一度ピアノを弾いている姿を見た時ぐらいだ。

　ルイの父親は、その頃早苗と関係があった誰かだ。当時の早苗はフランス系アメリカ人の軍人をことさら気に入っていて、生まれた子供にその男の名前を付けるくらい熱を上げていた。

　金払いが良かった進駐軍を相手にしていた時は、生活が安定していたので早苗の精神状態も母子の生活もまだまともだった。

　問題が起こったのは進駐軍の引上げ後だ。親子の生活はまたたく間に苦しくなり、それに比例して早苗のルイへの当たりもきつくなっていった。

　赤線──当時、売春が暗黙の了解として黙認されていた地域で体を売る女給として働き始めた早苗は、白人を相手にしていたことを必要以上に客から蔑まれた。そのストレスが向かったのはまだ年端も行かぬ子供だった頃のルイだ。

　懐が暖かい時には気まぐれに優しさが与えられる事はあったが、暴言暴力は日常茶飯事だった。自分の食い扶持くらい自分で稼げと家を追い出されることもしょっちゅうだった。

　日本全体が貧しい時代だったから、生きるためには何でもやった。泥水を啜り草の根を食べ、それでも足りないから人から盗んだ。捕まって痛い目に合わされたことも一度や二度ではない。一番辛かったのは、変態野郎に口にするのもおぞましい目に合わされた事だ。

　その時のことは二度と思い出したくない。

　まだ幼かったルイは、汚らしい男によって、人には言えない部分に後遺症が残るレベルの大怪我を負わされた。

　後に吸血鬼として目覚めたことでその傷は癒えたが、もし普通の子供だったら、その後の人生にも支障をきたしていたような状態の怪我だった。

　そんな酷い目にあったのに、早苗の口から飛び出したのは、タダでその部分の初めてを失った事への罵倒だった。お前の顔なら男色の変態に高値で売れたのに、と。その言い草は一生忘れることはないだろう。

　白人の血が混じったルイは、子供の頃から目元がぱっちりとした愛らしい顔立ちをしていたため、大人から嫌な目付きで見られることが多かった。

　時に早苗は自分と客の行為をルイに見せつけてきた。また、早苗の売春婦仲間に襲われた事もあった。ルイの童貞は精通よりも先に失われた。

　吸血鬼としての覚醒は唐突に訪れた。

　きっかけは、繕いものをしていた早苗が、針で指を突いた事だった。

　白い指先に、玉のように浮かぶ赤い血液を見た瞬間、猛烈に舐めたいと思う吸血衝動が襲いかかってきたのである。

　その時は、気のせいだと衝動を振り払ったが、次は髪を上げ、無防備にうなじをさらす女とすれ違った時、犬歯が疼いた。

　噛み付きたい。噛み付いて、そこから溢れる血をすすりたい。

　女の首を見る度にその思いは募っていき──。

　ルイの童貞を奪った売春婦に再び襲われた時、その衝動は爆発した。ルイが自分が吸血鬼であることに気付いたのはその時だった。『魅了』の瞳に覚醒したのも。

　覚醒と同時にルイは搾取される側から搾取する側へと変わった。弱者から強者へと。ルイは自分に力があることを理解すると、思うがままに女を蹂じゅう躙りんした。今まで自分がされたことを返し、かつ尊厳を穢された鬱憤を晴らすために、何度も、何度も。

　色んな女を抱きまくった。そして思いつく限りの事を試した。時に別の男を参加させたり、使い終わった女を裸のまま人目に触れる場所に放置したり。

　およそ鬼畜と呼ばれる所業も含めて、一通りやったら満足したので、今度は自分の心の趣くまま、享楽的に生きることにした。

　血が欲しくなれば飲んで、性欲が湧けばそのまま抱き、適当な女の家に転がり込む。こうして今のルイが出来上がったのである。

（まさかまた、女の下になる時が来るなんて）

　下手を打った。しかし我ながらクズな生き方をしてきて、いつかしっぺ返しが来ると思っていたから後悔はない。ただ、絶対に屈するものかと自分に言い聞かせた。

「余裕ですね、何よそ見してるんですか？」

　胸の敏感な部分に爪が立てられた。痛みにルイは顔をしかめる。

「よそ見なんかしてないよ。ずっと理沙ちゃんの事考えてたよ」

「嘘くさいなぁ……」

　理沙は目を細めると、するりと脇腹を撫でてきた。

（忘れろ。理沙ちゃんはあいつらとは違う）

　理沙は清潔で可愛くていい匂いがする。果物のような甘くて美味しそうな女の子の匂い。

　生ゴミのような匂いがした場末の娼婦とは、生まれ持ってきたものが違う。

　艶のあるチョコレート色の髪の毛も、大きな黒い目もとても可愛らしい。

　やや長身で手足が長く、日本人離れしたスタイルなのは遠い異国からやってきたという曾祖母の血のおかげだろうか。

　こちらを貶めようとしていても、どこか生まれつきの育ちの良さが隠せていないお嬢様。性交の舞台として選んだ場所も、こんなにも清潔できれいなホテルだ。

　汚らしいボロ屋で、これまた汚い男たちを相手に股を開いていた母親とはあまりにも違う。

　そのお嬢様の悪戯な指先は脇腹から腹筋へ、腹筋の形を確かめるようになぞった後は、へその下へ向かっていった。

「ふふ、下の毛ってここから生えてるんだ、面白いです。先輩の場合、毛の色も薄いんですね」

「楽しそうだけど、そんなんじゃいつまで経っても思い知らされそうにないなぁ」

「ふふ、そうですね。本番はまだまだこれからですよ。夜は長いんですから」

　挑発すると、簡単に乗ってくるところも青くて可愛いらしいものだ。

　さて、ナニをしてくれるのかな、お嬢様。

　隙を見せたらその時は、またあの極上の血を飲んで犯してやる。

　この時のルイには、まだそんな事を考える余裕があった。





　　　◆　◆　◆






　お洒落なシティホテルのロイヤルブルーのベッドの上で、しどけなく座るハーフの美形は大変絵になっていた。

　理沙が与えたささやかな刺激に肌を上気させ、潤む色素の薄い茶色の瞳に、半開きになった薄い唇が気怠い色気を醸している。わずかに乱れた柔らかそうな茶色の髪も、物憂げな空気感を作るのに一役買っていた。

　性格はさておき、見た目だけは文句なしに美しいルイの体を、一通り鑑賞した理沙は、ルイの半勃ち状態の性器に視線を向けた。

　初体験は暴力で、抵抗も許されず奪われたので、明るい光の下でじっくりと異性のソコを見るのはこれが初めてである。

　ルイのものは、白人の血が入っているだけあって、この状態でもなかなかに立派だった。

　もっと赤黒くてグロテスクなのかと思いきや、人種的なものなのか、ヤリチンのくせに奇妙な清潔感があった。根元に刻まれた黒い蔦状の淫紋との対比が卑猥である。

　どうしようもない性格のルイだが、見かけだけは極上品だ。そんな彼が、淫紋によって自分に支配されているという事実は、悪くない気分だった。

（これ、使ってみたらどうなるのかな）

　理沙はソコに手を伸ばし、蔦の文様の部分に触れると、性感が高まるように念じながら魔力を送った。

　直接触れるのは少し抵抗があったが、まだ細かな魔力の操作には慣れていないので仕方がない。

　敏感になれ。でも欲を放つ事はできないように。

　淫紋が淡い金色に光った。かと思うとルイの表情に変化が起きた。

「な、んだ、これっ……！」

「すごいですね。こんなに大きくなるんだ」

　ルイのモノは突然に大きく膨らむと、天井に向かってそびえたった。先端のくびれが鮮明になり、幹にはビキビキと血管が浮く。先端は大きく張ってつやつやと光を照り返し、先っぽの穴からは透明な先走りの液が滲み出た。

　これが自分の中に全て入っていたんだと思うと信じられなかった。その一方で、理沙の中が熱く潤む。

　食べたい。

　自分の中にある淫魔の本能が呼びかけてきて、理沙はごくりと喉を鳴らした。

　舐め取って初めて口にしたときの、生クリームのような味を思い出す。どろりとして、とても甘かった。

　立ち上がった肉棒に引っ張られてか、陰嚢もぱんぱんに張っている。あの中には、さぞかし大量の子種が含まれているに違いない。

　性感の高まりと共に、シトラスに似た香りが立ち込めた。

　ルイからはいい匂いがする。顔がきれいだといい匂いがする物なのだろうか。

　ちょっと腹が立つ。でもとってもいいにおい。

　ベッドに座るルイの首筋、耳の下に鼻を寄せると、柑橘系のその香りはより強くなった。

　ここから漂うのはフェロモンの匂いだと、インターネットかファッション誌の特集記事だったかで見たことがある。

　女の子はここからいい匂いがする人に、本能的に惹ひかれるようにできているとか。

（私が、こいつに惹かれてる……？）

　認めたくない。だけど匂いをかぐのはやめられない。すごくいい匂い。

「理沙ちゃん、そんなにくんくんされたら恥ずかしい……俺シャワー浴びてないよ」

　声をかけられ我に返って、冷水を浴びせかけられたような気がした。

（私、今、何を考えてた……？）

　理沙はルイから身を離し、頭を切り替えようと試みる。

　調教は最初が肝心。今はこいつを思い知らせるのが先だ。

　理沙は平静を装うと、ルイに命じた。

「ねえ、先輩。自分でしてください」

「えっ……？」

「自分でして見せてくださいよ。コレ、男の人って自分でするんでしょ？」

「え、いや……俺、溜たまる前に餌で処理してたから……あんました事、ないかも……？」

「クズらしいお返事ですねぇ……した事なくてもやり方くらいわかるでしょ？　自分が気持ちいいように、このお手手でごしごしこすればいいんですよ」

　理沙はルイの右手を取ると、股間へと導いた。

　ルイは呆然とした表情で、おずおずと怒張したソコに手を添えた。

　骨ばっていて、理沙のものよりも大きな手がそこをゆっくりと握りこむ。しかし、動かす踏ん切りがつかないのか、助けを求めるように理沙を見た。

「こっちに『命令』しましょうか？」

　淫紋を示すと、ルイは悔しげな表情をした。ややあって諦めがついたのか、ゆるゆると手を上下に動かし始めた。





　　　◆　◆　◆






（な……んだ、これ）

　命じられて始めた自慰だったが、意外にも手の感触が気持ち良くて、ルイは愕がく然ぜんとした。

　女を抱く方が圧倒的によかったので、ルイには自慰の経験は数えるほどしかない。興味本位でやってみたことがある程度だ。自慰を助ける道具やローションを試してみた事もあるものの、女の子の体がもたらす快楽の方が圧倒的に気持ちよかった。

　しかし、今は、どうしたことか、以前とは比べ物にならないほどの快感が脳に伝わってくる。

　何が違うんだろう。

　考えて、思い至ったのは理沙と淫紋の存在だ。

　可愛い女の子に見られてるから？　敏感にされてるから？

　気持ちいい。気持ちいい。気持ちいい──。

　更なる快感を求めてルイは上下に動かす手を早めた。

「すごい速さ……摩擦で痛くないんですか？」

　鑑賞者の素朴な疑問に答える余裕は、ルイにはなかった。

　出せない。

　陰嚢がパンパンに膨れ上がり、精液がせり上がって来るのを感じるのに、決定的な瞬間が何故か来ない。

　性器は痛いほどに勃起し、今にも暴発しそうなくらい高まっているのに、先端から零れるのは、透明な液体だけだ。

　先走りはとめどなく透明な涙を流し、亀頭の部分を濡らしている。

　いつもならそろそろ達してもいい頃なのに、出ない。根元でせき止められている。

（淫紋こいつのせいか──）

　ルイはぎり、と歯ぎしりし、犯人である理沙を睨んだ。

　理沙は、ルイの性器を、冷たさすら感じる眼差しでじっと凝視している。

「そんなに見られると、さすがに恥ずかしいんだけどっ……」

「そうですか。でも先輩は、嫌がってる私の服を脱がせてレイプしてきましたよね？」

「あの時は理沙ちゃんだって気持ち良さそうによがって……っあ、ぐっ……！」

　淫紋が根元を容赦なく締め付けてきた。

　痛い。

　引きちぎられそうな激痛に涙が浮かぶ。

「ごめん理沙ちゃん、俺無神経だったっ……！　はんせいっ、反省してるからっ、これ、ゆるめてっ！」

　急所を理沙に握られて、ルイはみっともなく懇願するしかなかった。

　理沙の気が済んだのか、ほんの少しだけ根元が緩んだ。ルイはほっと息をつき、胸を撫で下ろす。

「ほら、さっさと再開する。手を動かしなさい」

　命じられ、ルイはしぶしぶと再び陰茎に手を添えると、理沙の希望に沿うべく上下運動を再開させた。

「ね、そろそろイきたいから、これ、緩めない？」

「えー、駄目ですよ。だってまだ弄り始めて五分しか経ってませんよ。早くないです？」

　早漏。

　理沙の蔑む目はそう言っていた。

「ふつうこんなもんだって。それに俺、この後三発くらいは余裕だし。だからさ、一回出させてよ。精液こっからびゅーびゅーだすとこ、理沙ちゃんも見てみたくない？」

　かつて、好んで射精を見たがっていた女がいた。それを思い出し、ルイは提案してみた。

「それはちょっと興味ありますけど……」

　理沙は考え込むように首をかしげた。でも理沙の中で答えはもう決まっているので、これはただのポーズである。

　言葉をしばし切った後、すいっと目を細め──。

「やっぱり、だぁめ」

　にいっと笑いながら、ルイのソコを指でつついた。

「もうちょっと頑張りましょう！　限界の限界まで我慢したら、きっとすっごく気持ちいいですよ！」

（このクソアマ……！）

　上機嫌で提案する理沙を、ルイは殺意を込めた目で睨んだ。
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　根元を淫紋で戒められ、ひたすら自慰を強要されて、一体何分が経過したのだろう。

「ちょっとこの体勢にも飽きてきましたねぇ……四つん這いになりましょうか！」

　理沙の提案を聞いた瞬間、ルイは耳を疑った。

「四つん這いって、マジで言ってんのかよ」

「マジもマジ、大マジです。ほら、早くして。お尻はこっちに向けてくださいね」

　命令されると逆らえない。ルイはしぶしぶと、わざとゆっくり、その場で姿勢を変えた。

「わあすごい。丸見えです。恥ずかしくないんですか？」

　恥ずかしいに決まっている。こんな場所を誰かに見られるなんて一体いつぶりだろう。

　少し前まで処女だったくせに。要求が思ったよりえげつない。ルイは屈辱で唇を噛み締めた。

（覚えとけよ……）

　絶対後でぶち込んでひいひい言わせてやる。

「こっちもやらしいですねぇ。こんなにぶらぶらさせちゃって。あれ？　ちょっと左右でサイズが違うんですねぇ」

　全裸で後ろ向きに四つん這いになっているという事は、肛門も、陰嚢も、全てを見られているという事だ。それを指摘され、ルイは羞恥で顔を赤く染めた。

　こんな屈辱は吸血鬼として覚醒してからは初めてである。

「ふふ、触っちゃいますよ」

「……っ！」

　理沙の手が唐突に陰嚢に触れてきて、ルイは背筋を震わせた。

「すごーい。うずらの卵みたいなのが入ってますね。わあ、動く」

　そこは男の最大の急所だ。遠慮なく揉み込まれて、本能的な恐怖を覚えた。

「袋って言うのも納得です。ホントに袋になってます」

　精巣がどこまで動くのか、理沙は確かめるようにふにふにと転がしてきた。

「あんまり強く触んないで……」

「痛いんですか？」

「強くされると下っ腹にくるから……」

「へえ……男の人の急所ですもんねぇ」

　少しだけ触り方がソフトになった。でも何が楽しいのか、理沙は楽しげにそこの検分を続ける。

「先輩みたいなイケメンでも、ここはなんか汚らしいんですね。いやらしい」

　ふにふに、ふにふに。

　ルイのそこは、理沙が満足するまで弄り回された。

「次は……」

　理沙が傍を離れた気配がした。荷物をごそごそやりに行ったかと思うと、またすぐに戻ってくる。

　次の瞬間、

「────！」

　尻の穴に違和感を覚えて、ルイは仰け反った。そして勢いよく後ろを振り返る。

　理沙が、ボールペンのペン先で、あろうことか、ルイのそこを突いていた。

「何やってんだ、やめろよ！」

「だって男同士の場合はここを使うんですよね。触ったらどうなるのかなーって、気になって。さすがに素手で触るのは気が引けたので。でももうこのペン、使えませんね。汚いです」

　理沙はぷらぷらと手にしたペンを振って見せてきた。

「手がお留守になってますよ。ほら、動かして」

　理沙は指示を出しながら、再度ソコをぐりぐりと刺激してきた。今度は先程よりも強い力だ。

（入れられるっ……！）

　つぷ……とペン先が潜り込んできた。

　その、瞬間──。

　脳裏に突如野太い男の声がフラッシュバックした。

　──ふざっけんなよ、このクソガキが！
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　それは、まだ無力な子供だった時の記憶だ。

　金が無くて。食べるものも何もなくて。早苗ババアに自分の食い扶持くらいは自分で何とかしろ、とヒステリーを起こされ追い出されて。

　お腹がすいてすいて、どうしようもなかったから、あの男の懐を狙った。

　そいつにしたのは隙があったからだ。

　男は昼間から酒を飲み、千鳥足でふらふら歩いていた。

　だけど、失敗した。

　痩せっぽちで小さかったルイの体は、簡単に怒った男に捕まえられ──

　──へえ、お前よく見たらきれいな顔してるじゃねーか。よし、お前の顔に免じて許してやるよ。

　男はそう言って、ルイを物陰に引きずり込むと、赤ら顔でのしかかって来た。

　汚い男だった。小太りで、無精髭が生えていて、日雇いの肉体労働者なのだろう、体全体が薄汚れていた。

　酒気を帯びた吐息がまともにかかる。それは、鼻がひん曲がりそうなくらいに臭かった。

　酒だけじゃなく、汗、垢、ヤニ、そんなものが全て入り混じったドブみたいな匂いだ。

　汚い裏路地の片隅だった。

　酔っ払いの力でルイがまとっていたボロ服は簡単に引き裂かれ──。

　ルイの尊厳は、いとも簡単に失われた。
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「いや、だああああああああああ」

　つんざくような悲鳴が口からほとばしった。ガタガタと体が震える。

　彼女に対してレイプしたのは自分も同じ、なのに。

「ごめんなさい理沙ちゃん。ごめん、ごめん。謝るから許して。そこだけは駄目。うああああああっ！」

　突然叫び出したルイに、理沙は呆気に取られている。

「何なんですか、急に叫び出したりなんかして……」

　蒼白になって震えるルイはそれどころじゃない様子で、理沙のほうを見ようともしない。

　急に興がそがれた。

　理沙は舌打ちをすると、ルイをいましめる淫紋を解放した。

「あ、ああああああっ！」

　ルイの絶叫と共に、性器の先端から勢いよく白濁がほとばしった。

　びゅるびゅると噴水のように白いものが噴出し、シーツだけでなくルイの思考も白く染めていく。

　頭の中を支配するのは暴力的な快感だ。それと、甘く香る果物のような理沙の匂い。

（理沙ちゃん……）

　その思考を最後に、ルイの意識は闇に沈んでいった。
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　一方の理沙は、気絶したルイを前に呆然とした。

（えっ、何？　嘘でしょ？　これだけで？）

　室内にはむわっとした性臭が立ち込めている。

　淫魔の淫紋の力、やばい。そして淫魔の本能も。

　理沙の鼻は、ルイが吐き出した精液の匂いを、甘い香りとしてとらえていた。

　それはルイ自身の匂いであるシトラス系の香りと混ざり、理沙を強く惹き付ける。

　理沙は、うつ伏せで意識を失ったルイの顔を覗き込んだ。

　ルイの頬には、自身が放った飛ひ沫まつが飛び散っていた。

　理沙はそこにふらふらと引き寄せられ、ペロリとその飛沫を舐めとった。

　甘い。やっぱり生クリームみたいだ。

（何やってんだろ、私）
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　ルイが目覚めると外はもう明るくなっていた。

　見知らぬ白い天井が視界に入ってくる。

（あれ、俺、昨日……）

　記憶を探ってルイは青ざめた。

　いつものように女の子を襲ったら、その子は淫魔で、犯したせいで淫紋を刻まれて、恥ずかしい事を沢山されたという事を、順を追って思い出したのだ。

（ありえないくらい気持ちよかった。けど……）

　もの凄く恥ずかしい。とんでもない醜態も見せてしまった。

「先輩、起きたんですね」




　前方から声をかけられ、ルイはビクリと震えた。

　声の方向を見ると、既に制服をきちんと身につけた中森理沙の姿があった。

「私はルームサービスを頼みますが、先輩も何かいりますか？」

　声をかけてくる理沙は淡々としており、昨日のことをどう思っているのか、表情からうかがい知ることはできなかった。

　冷静な理沙の態度に、ほんの少しだけほっとして、ルイは首を振った。

　淫魔である彼女と違って、吸血鬼であるルイは食事は摂らない。水分補給のために水やお茶は飲むが、食べ物に関しては口にしても飢えが満たされることは無いからだ。栄養にはならない上に欲しくもならない。そのためルイは基本的に水と血液以外のものは口にしない。

「……それより血が飲みたい。理沙ちゃんの血が欲しいな」

　空腹感を覚えていたため、ダメ元でねだってみると理沙は露骨に顔をしかめた。

「嫌です。他の人から貰ってください」

「そっか、残念」

　断られる事は想定内だったので、ルイはあっさりと引いた。

「ご飯を食べたら私は学校に行きます」

「理沙ちゃんは真面目だね」

「あなたみたいにいい加減な生き方はできないので」

　茶化すルイに理沙は冷たい。ルイは軽く首をすくめた。

「学校は俺も行くよ。お腹空いたから」

　もし理沙以外の血を飲むのなら、ある程度味を知ってる子のものがいい。

　非常に香り高く濃厚で美味しかった理沙の血を飲んだ後は、どの血も薄く感じるのは目に見えていたが、断られたのだから仕方がない。

　細かい事は後で考えよう。ルイは思った。

　元々ルイはあまり頭が良くない。深く物事を考えるのは苦手なのだ。
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『下僕』の調教は、成功したとはとても言えない状況だ。

　ホテルから学校に登校した理沙は、教室で授業を受けながら考えていた。

　予定では極限まで焦らして、土下座して懇願するまで放置するはずだったのに、お尻の入口を少し弄ったくらいで叫び出すなんて、何かのトラウマでもあったのだろうか。

（男に無理矢理掘られた？　やだ、そうだったらウケる）

　他人の不幸はなんとやらだ。




　しかし過去に男との経験があるにしても、自分も加害者のくせに、ちょっと触られたくらいであんな反応するなんて、精神的に弱すぎるんじゃないだろうか。

（もう一度放課後に呼び出して、調教し直さなきゃダメだよね……気は進まないけど……）

　ちゃんとした家を真理に借りてもらうまで、ホテル暮らしが続くことになる。しばらくの間同じ部屋で連泊することになっているから、またあそこにルイを連れていくしかない。

　調教計画を立て直し、手間を考えてうんざりとした理沙が机に突っ伏すのと、授業終了を告げるチャイムが鳴るのは同時だった。
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　──一方、その頃のルイは、血を飲もうとして飲めないことに気付き、愕然としていた。

『魅了』の瞳で空き教室に呼び出したのは、この学校で色々試した中で、一番味が好みだった女子生徒だ。

（不味いだけじゃなくて臭い……）

　今までは感じたことがない臭気に吐き気がした。

　いや、この匂いはもともとあったけど、それが当たり前だから気付いてなかった……？

（理沙ちゃんのにはこんな匂いなかった。味だってめちゃくちゃ甘くて濃くて……）

　高級な地鶏を食べた後、ブロイラーの匂いが鼻について、スーパーで普通に売っている鶏肉を食べられなくなったという人の話をどこかで聞いたことがある。それと同じなようなものなのだろうか。

　ルイは青ざめた。

　これはすごくまずい事態な気がする。




　戦後の日本で幼少期をすごしたルイは、飢えがどんなに厳しく辛いものか知っている。

　脳裏に浮かぶのは、早苗と過ごした四畳半一間の薄汚い文化住宅だ。

　ネズミやゴキブリが走り回るぼろぼろの畳の上で、子供の頃のルイはいつも腹を空かせていた。

　空腹が極まり、極限状態に陥ると人は鬼になる。餓鬼とはよく言ったものだ。胃を満たす以外の事が考えられなくなって、ネズミ、虫、木の皮や草の根など、何を口にしてでも飢えをしのごうとするものである。

　窃盗、強奪、時には殺人という罪に手を染めることすらあるのは、飢饉や戦争の歴史が証明している。

　ルイ自身も吸血鬼として覚醒する前、あまりの空腹に耐えかねて何度も盗みに手を染めた。

　お腹が空くという事は、それだけ辛いことだ。

　戦時下の激戦区では共食いが発生したという話も聞いた事がある。

　ルイは今後自分に起きうる事態を想像し、身を震わせた。
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「理沙ちゃん、ちょっといいかな……？」

　授業と授業の合間の休憩時間、お手洗いのために廊下に出ていた理沙を、背後から呼び止めたのは、理沙を悩ませる元凶である青葉ルイこと高石累だった。

　ちなみに昨日の高石累の生い立ちの証言に、嘘偽りがなかったことは既に調べがついている。一族の情報網は優秀なのだ。

　高石累の戸籍は残っていた。高石早苗という人物の、父親の分からない子供として。

　早苗は既に鬼籍に入っていた。どのような生涯だったのかまでは分からないが、戸籍によると四十代で死亡していたので、推して知るべしである。

　高石累の戸籍は、年齢に整合性が取れないため、何らかの形での処理が必要になってくる。それは改めてルイに伝え、相談をする必要があるだろう。しかしそれは今ではない。

「何の用ですか？　ここ、一年のフロアですよ。目立つのは困ります」

　学校でのルイは有名人だ。廊下の同級生達が、ちらちらとこちらを見てくる視線を感じる。理沙の対応は、自然、冷たいものになった。

「何か言われるようなら後から魔力でどうにか出来るから……こっち。付いて来て欲しい」

　ルイは強引だった。理沙の手を掴むと、ぐいぐいと引っ張ってどこかへ連れていこうとする。




　ルイは、特別教室が並ぶ人気のない廊下に理沙を連れてくると、ようやく足を止めた。

「なんなんですか一体……」

　理沙が訝しげに眉をひそめると、ルイはがしっと理沙の両手を掴んできた。

「理沙ちゃん首噛ませて！　お腹空いた……もうむり……」

「血ならよそで調達してと朝に伝えたはずですが？」

「それが不味すぎて飲めなくって……」

　ルイはお腹を抑え、げっそりとした表情で切々と訴えた。

「学校の中でも美味しいと思ってた子の血を飲んでみたけど、薄いし臭いしでとても飲めたもんじゃなかった。何人試しても駄目で……。俺、理沙ちゃんのじゃないと飲めなくなったっぽい……」

「……それは、ご愁傷さま？」

「そういうのはいいから、ちょっとだけでも飲ませて！」

「えっ、嫌です」

「そんな！　このまま理沙ちゃんの血が飲めなかったら俺飢え死にする……なんでもする！　昨日のことなら謝るし、下僕でも何にでもなるから！」

「昨日の今日で態度変わりすぎでは？」

　理沙はルイの態度に困惑していた。

「理沙ちゃんは知らないんだ！　飢えるってのがどんなに辛いのか！　俺は知ってる。倫理感なんて簡単に飛ぶ。子供の頃はそういう時代だったから……。もしこのまま血が飲めなくて、限界がきたら、俺は理沙ちゃんに何をするかわからない。そんな風になりたくないんだ」

「それって脅してます？」

　尋ねると、ルイは弾かれたように顔を上げた。

「違う！」

　ルイの顔は今にも泣き出しそうだった。青ざめ、唇をわななかせ、絞り出すように言葉を紡ぐ。

「昨日は、やれるもんならやってみろよ、なんて言ったけど、後悔してる。理沙ちゃんに後ろ触られて、昔の凄い嫌な事思い出して……」

　がばり、とルイは頭を下げた。

「理沙ちゃんを保健室で襲ってごめんなさい。逆の立場になってどれだけ酷い事したのか分かりました。血が欲しいから謝ってるんじゃないです。俺、自分がどれだけ酷い事したかホントに自覚して……俺もう理沙ちゃんを襲いたくない！　飢えた時にどうなるか分からない自分が怖いよ……」

　ルイの表情は悲痛なものだったが、理沙は今一つ信じきれない気持ちでいた。

「……嘘くさ」

　ぼそりと呟くと、ルイは弾かれたように顔を上げた。

「どうすれば信じてもらえる？　今からでも下僕として誠心誠意仕えればいい？　俺掃除だって料理だって何でもするよ。理沙ちゃんの為に。俺に出来ることは何だってやるから！」

　ルイの声は真剣で必死だったが、理沙の心には響かなかった。

「先輩が飢え死にしようが私には関係の無いことです。淫紋付きの下僕は特別なものではあるけれど、必須でもないんですよ。私にとっては」

　突き放して踵きびすを返そうとした理沙の腕を、ルイは強く掴んで引き止めた。

「見捨てないで……」

　捨てられた犬のような視線。この目は苦手だと思った。

　理沙は心を動かされる自分がいるのを感じて心の中で舌打ちした。

　そのまましばらく視線を絡ませ合い──

「……これからの態度次第でしょうか」

　理沙ははあっとため息をついた。

　予定では泣いて土下座懇願するまで焦らして、さらに放置して絶対服従を誓わせようと思っていたのだが……

　ここで折れてしまうのは甘いだろうか。

（甘いよね……あーあ、私って優しい）

　理沙は、襟の下でスナップ止めになっているリボンを外すと、ブラウスの首元を緩めてルイに差し出した。

「飲んでいいですよ。でも倒れない程度でお願いします」

「……！」

　ルイは、弾かれたように顔を上げた。

「いいの……？」

「気が変わる前に早くして貰えませんか」

　わざと不機嫌な声でそう言うと、ルイは引き寄せられるようにふらふらと理沙に近付き、ゆっくりと理沙の首筋に唇を寄せてきた。

　ちくりと微かな痛みが走り、舌が首筋をおずおずと探ってくる。

　だけど前に飲まれた時とは違って、気持ち悪さは感じなかった。
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　翌朝──。

　前日と同じホテルから登校した理沙は、教室に一歩足を踏み入れると同時に顔を引きつらせた。

「あ、おはよー、理沙ちゃん」

　誰よりも早く理沙に声をかけたのは、我が物顔で理沙の隣の席に腰掛ける下僕だった。

　朝っぱらから見たくないものを見てしまったせいで、爽やかな気分だったのが急速に萎んでいく。

　ちなみに昨日は、これまでの寄生相手である女のところに帰らせたので、一緒に泊まった訳ではない。調教から一夜明けたルイはしおらしくなっていたので、一旦は許してやる事にしたのである。

「何でここにいらっしゃるんでしょうか、青葉先輩」

「先輩？　何言ってんの？　クラスメイトでしょ。それに俺の事はルイって呼んでよ」

　にこにこと笑いながらそう告げるルイの言葉の意味がわからず、理沙は眉根を寄せた。

「そこは高橋くんの席のはずですが」

　昨日までその席に座っていたクラスメイトの名前を上げると、ルイの瞳が赤みを帯びた。

「やだなー、理沙ちゃん、何言ってんの。ここはずっと俺の席だよ」




　理沙は察した。つまりそういうことにしたのだ。『魅了』の力で。

　すとんとそれを理解すると、湧きあがったのは怒りだ。

　理沙はがしっとルイの腕を掴むと、人気のない廊下まで引きずっていく。

「仲いーな、青葉と中森」

「付き合いたてだからって、あんま見せ付けんなよー」

　背後からクラスメイトの冷やかしの声が飛んできた。

「あんた何考えてんのよ！」

　辺りに誰もいない場所までルイを引きずってきた理沙は、開口一番に叱りつけた。

「久々にめっちゃ力使ったから疲れちゃった～。理沙ちゃん。後で飲ませてくれると嬉しいな」

「あんた馬鹿なんじゃないの？　何なのよ、あれは！」

「ふふっ、敬語が取れたね。今日からはクラスメイトで理沙ちゃんは俺と付き合ってるって言う設定にしたから、そのつもりでよろしくね！」

「な……な……」

　理沙は驚きで声が出ない。大きな目を更に丸くし、呆然と目の前の男を見つめた。

「だって他の人間といるの、臭くて耐えれないんだもん。理沙ちゃんが傍にいてくれたらなんとかなりそうなんだけどさー。四六時中傍にいるためには、そういう事にしておくほうが説得力あるから、そうしたんだよ」

　ルイはにこにこと笑っている。

「学校に来るのが苦痛なら来なくてもいいのでは？　あんたこの学校に元々籍なんてないでしょ？」

　それは『調査』の結果わかった事だ。

　ルイは正当な方法ではなく、『魅了』の力でこの学校に入り込んでいた。理由はわざわざ聞かなくてもわかる。血を効率的に狩るためだろう。

　ルイが狙うのは若い女の子の血。それならば高校や大学といったルイの好む年齢層の女の子が通う学校に入り込んだほうが効率がいい。

「やだなー、ちゃんと理沙ちゃんの傍にいないと、変な虫がついたら困るもん」

「変な虫って……」

「理沙ちゃん結構男人気あるよ。普通にかわいーもん。学校中に『魅了』かけまくって俺も知ったんだけどさ。俺のご主人様に、変な男の匂いがついたら絶対血がまずくなるじゃないか」

「…………」

　理沙は頭痛がして、思わず頭を抑えた。

「やっぱ、駄目だった……？　理沙ちゃんの力で元に戻しちゃう……？」

　きゅうん、と幻の犬耳が見えた気がした。

　なぜそこで犬化するのかと、問い詰めてやりたい気分になる。

「……いや、それは面倒そうなので……」

　戻す場合一体どれだけの魔力が必要になるのか、考えるだけでうんざりする。

　理沙は考えた。

　何をしでかすかわからない男だから、傍に置いて監視できるというのは、それはそれでありかもしれない。

「……わかったわよ。ただし必要以上にベタベタしないで」

　ため息をつきながらも、理沙はこの状況を受け入れる事に決めた。

「あ、ついでにさ、理沙ちゃん、実は今までの女のとこ、昨日引き払っちゃったんだ。今日から理沙ちゃんについていきたいなー、なんて」

「…………」

「駄目……だよね、やっぱり」

　しゅんと落ち込むルイに、理沙は舌打ちをした。

「断ったらどうするの」

「力使ってどっか家借りるよ。もう人とは暮らせない」

　理沙はルイの答えにはぁっと息をついた。

「……好きにすれば」

「へ？　いいの？」

　ルイはぽかんと間抜けに目と口を開けた。

「勘違いしないで。私にも非常食は必要だから傍にいる事を許すの。あんたは私の下僕で奴隷なんだから、せいぜい私に尽くしなさい」

「う、うん。こう見えても家事は得意だから……俺、頑張るよ理沙ちゃん！」

　調子に乗ったルイはがばりと抱きついて来ようとしたので、理沙は反射的にひょいと避けた。

　本当は理沙の中ではルイが寄生先を自分に変えようとする事は想定内だった。

　それは、ルイか理沙の血液の味をいたく気に入っていた事が根拠である。人の体液を主食とする妖魔には、最良の『餌』を囲いこもうとする性質がある。

　そして理沙の側もルイを手元に置くつもりだった。

　予定外な上に不本意な形ではあったが、ルイは理沙のものになった。

　自分の『しるし』がついた男が、よその女の所にヒモとして寄生しているというのは何となく気に食わない。これは、ルイに対する好き嫌いの感情とは別の次元にある、淫魔族としての性質によるものだ。

　だけどそれを悟られるのは何となく癪しゃくだったので、理沙はぷいっとルイから顔を背けた。

「家が決まるまではホテル住まいになるから手配はしておく。同居にあたっては私が決めたルールに従うこと。あんたの立場は居候だから、そこは決して忘れないで」

「うぅ……理沙ちゃん相変わらずの塩対応……」

　ぼやくルイを理沙は黙殺する。

「それはそれとして、ついでなので伝えておくわ。今日の放課後はホテルに帰る前に行くところがあるからついて来て」

「いいよいいよ。どこでも付き合っちゃう。どこ行くの？」

「……それは放課後のお楽しみ」

　理沙が誤魔化しながらルイに告げると、ちょうど朝の予鈴が鳴った。

　その日は一日周囲からルイと付き合いたての恋人扱いをされ、四六時中付きまとわれて、理沙はストレスを貯めることになったのだった。
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　放課後、理沙がルイを連れて向かったのは、隣町だった。

　電車に揺られること約三十分、駅から十分ほど歩いた、閑静な住宅街の中に、目的地であるその建物は建っていた。

「婦人科、中森レディースクリニック……？」

　看板を読み上げたルイは顔を引きつらせた。

　まだ真新しい個人病院は、三角屋根が特徴のおとぎ話に出てくる家のような外観だ。

　入り口の前には、様々な色の花が植えられた鉢植えがたくさん並べられ、可愛らしい雰囲気を強調していた。

　鉢植えに混ざってリアルな猫の置物が置かれているのは、この病院の主の趣味である。

「叔父の……母の弟の病院なの」

「理沙ちゃんどっか悪いの？」

「いや、今日はルイの事で色々相談に乗ってもらいに来たの」

「？　？　俺どこも悪くないけど……」

「とりあえず中に入るわよ」

「えーっと、なんか避妊失敗した的な感じでめっちゃ入りにくいんだけど……？　しかも俺ら制服だし……」

「今日は患者さんはいないから。ほら、そこに休診日って書いてあるでしょ」

　理沙はそう言って、鉢植えに囲まれた看板を示した。看板には、診療科と診療日時が書かれている。

「ホントだ。へー、お産はやってない婦人科専門の病院なんだ」

「……昔総合病院で勤務医してた時に色々あったみたい。お産って今は訴訟とか色々大変で、開業する時に扱わないって決めたって言ってた」

　理沙は病院の入り口のドアを押してみた。

　明かりは落ちているが鍵は開いていたので、そのまま中に入っていく。

「理沙ちゃんの叔父さんにこれから会うとか、めっちゃ緊張するなぁ」

「軽い感じのおっさんだからそんな緊張しなくてもいいよ。そうだ、昼休みの復習に叔父に会ったら淫魔か人間か当ててみて。魔力の見方、折角教えたんだから」

『魅了』の力で恋人という事にされたため、理沙はルイと周りに冷やかされるまま一緒に一日中過ごす羽目になってしまった。その時ついでに軽く魔力の使い方講義をやったのである。

　ちょうどいい復習になると思い立ったので、理沙はルイに課題として出してみる事にした。

　入り口を入るとすぐ受付になっており、待合では電気が落ちて薄暗い中、中央に据え付けられた水槽が神秘的な光を放っていた。

　この医院は、不妊外来に特に力を入れている病院である。子供が欲しいのに出来ないという事情から、患者さんにはナーバスになっている人が多い。

　病院の可愛らしい外観も、この水槽も、少しでも気持ちが安らぐようにという叔父の配慮によるものだ。

　水槽の中は、様々な水草が森に見立ててレイアウトされており、メタリックブルーの小さな熱帯魚が群れをなしていた。

　透明なガラスケースの中には、まるで空を魚が泳いでいるような水景が広がっている。業者にメンテナンスを依頼しているだけあって、透明感がありとてもきれいだった。

　受付を抜けると、いくつか並ぶ診察室のうち、一つだけ明かりがついている部屋があった。

「あきくん、いるー？」

　理沙は声をかけてから、その部屋の扉を開けた。

「お、理沙か。やっと来たな」

　そう言って迎えてくれたのは、理沙の叔父、中森晃あき嗣つぐだった。

　晃嗣は、長めに伸ばした髪をセンター分けにし、ヒゲを無精髭風に生やして整えて、ワイルド系中年を気取ったおっさんである。

　だが、そんな見た目の割に、実はシスコンで、理沙の父以外の精を拒否した真理のために、産婦人科医になったという人物だ。

　晃嗣がいたこの部屋は、ごく普通の一般的な診察室だった。産婦人科と言えば誰もが思い浮かべる内診台があるのはまた別室である。

　直前までデスクのパソコンに向かい、何やら仕事をしていた晃嗣は、作業中だったファイルを保存して閉じると、理沙とルイに向き直った。

「二人とも適当に座りな」

　そう勧められたので、理沙は患者用のキャスター付きの椅子に座り、ルイには、脇に置かれていたベッドに腰掛けるよう促した。

　晃嗣はルイをじっくりと見つめる。

「この子が例の？」

「そう。ルイ。ルイ、このおっさんが私の叔父で、主治医でもある中森晃嗣……あきくんだよ」

「中森晃嗣です。よろしく」

「よ、よろしくお願いします」

　ルイは緊張している様子だった。どうもアウェー感を感じているようである。

「ねえ、どっちかわかる？」

　理沙は課題の答えを尋ねてみた。ルイは緊張した面持ちで晃嗣を見つめる。

「妖魔、だよな」

「正解。よく出来ました」

　理沙が褒めたので、ルイはほっとした表情になった。

「そう言えば君は魔力の使い方を知らかったんだって？　……まぁ、街中にいる妖魔なんてそう多くないし、むやみやたらに喧嘩を売ってくるわけでもないけど、知識も庇護もない状態で、よく今まで無事でいられたよね」

　晃嗣は理沙が始めてルイに会ったときと、同じような感想を述べた。

「しかしルイくん、知らなかったとはいえやっちゃったよねー。ってかウケる。こんなイケメンなのに君、理沙に手ぇ出しちゃったせいでちんこに淫紋刻まれちゃってんだよね。想像するとやべーわ」

　ぶは、と吹き出した晃嗣に、ルイはわなわなと震えた。

　怒っているのに喧嘩を売りに行かないのは、少しお利口になったという事だろうか。

　晃嗣の魔力は覚醒したての理沙よりもずっと高い。シスコンな上に常に三人ほどの女性を餌として囲っているので、あまり尊敬できない人物ではあるが。

「ま、挨拶はさておき始めようか。時間が勿もっ体たいないからね。はい、ルイ君これ。ここにおしっこ入れて持ってきてね」

「[image: ]？」

　晃嗣が採尿用の紙コップを差し出すと、さすがに怒りが押さえ切れなかったのか、ルイはドスの効いた声を出した。

「……何でそんなことしないといけないんでしょうか？」

　尋ねる口調は丁寧だったが、怒気が滲んでいる。

「やだな、理沙から聞いてないの？　性病検査だよ性病検査。君相当なヤリチンだったんだって？　さすがにそこ調べとかないと、叔父さんとしては理沙と暮らしていいとは言えないんだよねぇ。後で精液と血液も採らせて貰うから」

　晃嗣に言われ、ルイはぐっと詰まったものの言い返す。

「病気持ちの奴は変な匂いするから接触しないようにしてたんで、多分大丈夫だと思うんですけど」

「多分じゃだめだよね。ちゃんと調べないと。それとね、今日は君が一日に必要とする血液量も調べたいんだよ。あまりに大量だと、理沙がそれを全部賄うのは無理だからね。難しい分をどうするのかは考えないとダメだとは思わない？」

　晃嗣に諭され、ルイは押し黙った。

「検査も同居の条件だからね」

　理沙からも追撃すると、ルイは舌打ちし、紙コップをひったくった。

「検体はトイレの中に置くとこあるから、そこに出しといてね。もし出そうになかったら一回戻っておいで！」

　晃嗣は声をかけたが、相当苛立っているのだろう、ルイは無視して診察室を出ていった。
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　ルイの気配が遠ざかるのを待ち、晃嗣は理沙に向き直った。

「理沙、体調はその後おかしくなってないか？　その……体がだるいとか嫌な夢を見るとか」

　気遣う口調なのがなんだかくすぐったい。

「それが自分でも意外だけど平気。無理矢理された事は当然ムカつくんだけど、その手のフラッシュバックとかＰＴＳＤ的な症状は今のとこ出てない。淫魔の種族的なものもあるのかもね」

　理沙は晃嗣を安心させるため、淡々と答えた。

「そうか……もし報復したいなら言えよ。あきくんが手伝ってやる」

　晃嗣は、ぽんと理沙の頭に手を置いた。

「別にあきくんの力なんて借りなくても、やりたくなったら自分でやるからいいよ」

　理沙は床を蹴り、椅子のキャスターを利用して晃嗣の手から逃げた。

「ねえ、あきくん、そのヒゲ剃らないの？　似合ってないよ」

「えっ、マジで？　でもなぁ、俺も年相応に見えるように苦労してんのよ。だから剃るのはちょっと無理だなぁ」

　淫魔である晃嗣の年齢は、実は二十代半ばあたりで止まっている。

　老けて見えるようにヒゲを生やし、人間社会で不信感をもたれないようにしている、というのは理解できるのだが、理沙としてはヒゲのない晃嗣の顔の方が好きだった。

「誤魔化しきれなくなったらどうすんのよ」

「そりゃ魔力でどうにかするしかないよなぁ」

「じゃあ別に今から魔力使えば良くない？」

「疲れるからやだよ。ヒゲでいけるうちはこれで行くの」

「じゃああきくんじゃなくてあきおじって呼ぼうかな。あきおじー」

「可愛くねー姪だなぁ」

　そう言うと、晃嗣は理沙の髪をぐちゃぐちゃに掻き回してきた。
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「お帰りルイ君。次はこれね」

　診察室に戻ってきたルイに、晃嗣が手渡したのは、表面にＡと大きく書かれた赤い液体が入った透明なパックだった。

「何ですか、これ」

「輸血用の血液製剤。成分だと君に必要な栄養素が足りないかもしれないから、全血製剤にしといた。うちじゃ普段使わないから手に入れるのはちょっと大変だったよ。何型が好みとかあるかな？」

「特に今まで考えたことないです。いい匂いの子がいたら貰うって感じだったので……」

　ルイは困り顔で答えた。

「じゃあ一応全種類渡すから、飲み比べてみて好みの型があったら教えて。後は一日に必要な血の量なんだけど、具体的に何ミリリットル必要かわかるかな？」

「それも考えた事なかったです。一人から取りすぎると殺しちゃうから、一日に五人くらい女の子探して……少しずつ飲んでました。同じ子からは連続で貰わないように気をつけて……。それが何ミリリットルなのかはわからないですね。気にしたことも測ったこともないから」

「それじゃ、何日かかけて、そいつを飲んでもらって調べるしかないね。そもそも飲めるかな？　ちょっと飲んでみてよ」

　晃嗣に促され、ルイは嫌そうな顔をしつつも、パックの封を切り、口を付けた。そして一口含むなり顔を盛大に顰しかめる。

「まっず」

「どう？　ルイ、飲めそう？」

「まずい……けど、直接じゃない分まだ我慢はできるかな。だけどこればっか飲むのは正直きついな……」

　理沙の質問に、ルイは死んだ魚のような目で答えた。

「気の毒だけど、血の全てを理沙からっていうのは医師として許可できない。体重五十キロ以下の人間の女性の場合、二百ミリリットルの献血は年間四回しかできないからね。……まぁ、我々の体はそれよりは相当に頑丈だけど……」

　晃嗣はぼりぼりと頭をかきながら、うーんと考え込んだ。

「……理沙からの血の摂取は三日に一回、五分から始めてみようか。定期的に理沙の健康状態をチェックして、大丈夫そうなら少しずつ増やしていく。何か影響が出るようなら減らす。少しずつ様子を見ながらだね」

「……はい」

　晃嗣の言葉に、ルイはしぶしぶ頷いた。
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　その後は採血、そして精液の採取とルイは嫌々ながら検査に応じた。

「精液採る部屋ってどんなだったの？」

「エロいＤＶＤがあった。それ以上は聞かないで……」

　屈辱を滲ませるルイの顔に、理沙はこっそりと溜りゅう飲いんを下げた。

　晃嗣が混血の吸血鬼ダンピールの体液を研究出来ることにホクホクしていた事は黙っておく事にする。さすがに可哀想だ。

　全ての検査が終わり、病院からホテルへと向かう道すがら、ルイは深くため息をついた。

「俺、耐えられるかなぁ……」

　ルイの肩には、晃嗣に持たされた大量の血液製剤が詰まったクーラーボックスがかかっている。

「できるできないかじゃなく、耐えるしかないですよ、ルイ。私は血を抜かれすぎて貧血で倒れるのも死ぬのも嫌です」

「そりゃ、俺も理沙ちゃん殺すつもりは無いよ。でもさぁ……」

　ルイはクーラーボックスをちらりと見、もう一度ため息をつく。

「それ、そんなに不味かったんですか？」

「生臭い泥って感じ」

「泥を食べた事があるんですか？」

「昔……って思い出させんなよ」

　ルイは顔を顰めた。

（食べたことあるんだ……）

　理沙は深く突っ込まないことにした。

「ねぇ、これ飲む時、理沙ちゃんが飲ませてよ」

「何言ってんですか。馬鹿ですか？」

「いや……本気なんだけど。理沙ちゃんめっちゃいい匂いだし、理沙ちゃんが飲ませてくれたら飲める気がする。こんなまずいの飲み続けなきゃいけない俺って可哀想だと思わない？　お願い！」

　そう言ってルイは理沙を拝んでくる。悪いことに帰宅ラッシュ時の駅前は、行き交う人の数が多い。

　ちらりちらりとこちらを見てくる通行人の視線が痛くて、理沙は盛大に舌打ちした。

「下僕としての働き次第で考えます」

　それが理沙にできる譲歩だった。

　結果的に、理沙は、同居を始めた後、ルイの意外に高かった家事能力の前に屈することになる。
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　家事は得意だと張していたルイだったが、それが事実だった事を理沙が知ったのは、新居のマンションへの引越し当日だった。

　マンションが決まったのは、ホテル暮らしを初めて一週間目の事である。

　真理が理沙の新居として用意してくれたのは、高校から二駅の距離にある、駅近のマンションだった。

　十二階建ての八階なので、リビングからの見晴らしは素晴らしい。六階以上なら虫も出にくいと聞くので、そこでいいか打診された時、理沙は二つ返事で了承した。

　ファミリー向けの物件で、３ＬＤＫの間取りは、二人で暮らすには十分過ぎるほどの広さである。しかもリビングもちゃんと南向きだ。

　新生活を始めるにあたって、必要になる最低限の家具と家電は、真理によって用意されていた。

　理沙がしたことはと言えば、こんなイメージで、と理想とするリビングや寝室の写真をインターネットで探して真理に送っただけである。その画像を元に業者に依頼をかけて搬入したようだ。

　理沙の理想通り、ダークブラウンとアースカラーで統一された落ち着いた空間になっていたので大満足だった。

　ホテルからマンションへ移った際、理沙がやらなければいけなかったのは、私物の荷解きである。

　着替えや漫画、ゲーム機など、実家に置いてあった理沙の私物は、引越し業者によってダンボールに梱包された状態で、リビングに続く和室に積み上げられていた。

　この荷解きの時に、ルイの隠された主婦力が明らかになった。

　てきぱきとダンボールを開封し、中身を片付けていく手際は驚くほど早かった。

　あれよあれよという間に、理沙の私室予定地としていた場所に、荷物はきれいにおさめられていった。

　理沙は部屋の中央に立ち指示を出しただけである。

　しかし、こんなものはまだ序の口で、ルイの持つ本格的な家事能力を見せつけられたのは翌日の朝だった。

　バゲットを使ったハムとレタスのオープンサンドにスクランブルエッグ、グリーンサラダにヨーグルト、そして飲み物はりんごジュース。

　目覚めた理沙がパジャマ姿でリビングに入ると、ダイニングテーブルの上には、どこのカフェですかと聞きたくなるような彩り鮮やかな朝ごはんが用意されていたのである。

「おはよー理沙ちゃん、今お弁当作ってるから、適当に朝ごはん食べてて」

　対面式のカウンターキッチンには、何やら作業中のルイの姿があった。

　ちらりと覗くと、理沙愛用の弁当箱に、ミニトマトやらブロッコリーやらを慎重な手つきで詰めているのが見えた。

　荷解きが終わってから、近所のスーパーに買い物に行っていた事は知っていたが、主婦顔負けの女子力に理沙は呆然とするしかなかった。

「ルイ……家事できるってホントだったんだ……」

「得意って言っただろ？　血ってさ、健康な人のやつじゃないと美味しくないんだよね。だから必然的に身につけたんだよ。やっぱバランス取れたご飯食べてもらわないと」

「なるほど、つまり今までは寄生相手の飼育係をやっていたと」

「ウィンウィンだよ、理沙ちゃん。相手は栄養バランスが取れたご飯食べれて嬉しい。俺も美味しい血が貰えて嬉しい。いくら健康な人でも油っこいご飯を食べた後の血は油っぽくなるからね」

　ルイはそう言いながら、冷蔵庫から取り出した血液製剤を持ち、理沙の前に座った。

　まだ成体になりたての理沙は、人間と同じ食事を必要としている。

　これから徐々に食事量は減っていき、男の精液に置き換わっていく事になるのだが、それはまだまだ先の事だ。だから食事を用意してもらえるのは正直ありがたかった。

（おいしい……）

　悔しいが、ルイの作った朝食は見た目だけではなく味もカフェっぽかった。

（何このドレッシング。お店みたい）

　理沙は思わずサラダを観察してしまう。

「ねえ理沙ちゃん、俺、昨日から役に立ってるよね！」

　血液のパックを持ち、ルイは期待に満ちた目で理沙を見つめてくる。

　尻尾の幻覚が見えた気がした。

　そして理沙はルイに一つ屈したのである。





　　　◆　◆　◆






「ねぇルイ、この格好である必要あるのかな？」

　カフェモーニングを食べた後、ルイは理沙をリビングスペースのソファに連れていき、なんと腕の中に抱えての給餌を要求してきた。まるで赤ちゃんにミルクを飲ませるような姿勢である。

「あるよ！　なるぺく理沙ちゃんの匂いに包まれたい……じゃなきゃこんなまずい血主食にできない……」

「…………」

　情けない表情に、理沙は結局ほだされた。

（何やってんだ私……）

　理沙の腕の中のわがまま赤ちゃんは、よっぽど血液製剤がまずいのか、眉間に皺を寄せてものすごく耐えた表情で中身を飲んでいる。

「そんなにまずい？」

「まずい……けど理沙ちゃんの匂いで誤魔化せばなんとか……」

　そう言ってルイはパックから口を離すと、苦虫を噛み潰したような表情をした。

「これって誰の血かわかんないじゃん。若い人の献血率って低いらしいから、おっさんおばさんの血の確率が高いと思うと……余計うえぇってなる……」

「そういうの、考えない方がいいよ」

　理沙は成体になるまでの間、発作を抑えるために飲んでいた薬を思い出し、遠い目になった。





　　　◆　◆　◆






　最新の電気調理鍋は大変便利である。

　材料を切って調味料と一緒に入れて、スイッチを押すだけで簡単に料理が作れるようにできている。

　煮込み料理を炊飯器で米を炊く感覚で出来るのは画期的だ。火加減を見るために台所に立ち続ける必要がないからだ。

（これでよし、っと）

　ビーフシチューの仕込みを終えたルイは、ふうっと一息ついた。

（やっぱコレいいなぁ。すげー高性能）

　鍋もすごいが、欲しいとルイが言っただけでポンと買い与えてくれる中森家もすごい。

　駅近の３ＬＤＫのマンションは、分譲なら四千万近く、賃貸でも月十五万程度はするのではないだろうか。

　そんな家を、娘が一人立ちするからと言って用意できてしまうのは普通じゃない。

　下僕として忠誠を誓ったからか、理沙は中森家の事を教えてくれた。

　それによると、中森家は江戸時代初期から続く地主の家系で、土地を活用した不動産事業を営んでいるそうだ。

　ドイツ生まれの淫魔である理沙の曾祖母が一目惚れした曾祖父は地主の跡取りで、旧帝国大学を卒業した後、大蔵省（現在の財務省）の官僚としてドイツへの留学生に選ばれた人物だったらしい。

　明治時代か大正時代か……時代背景を考えると、相当なエリートである。

（お嬢様っぽいとは思ってたけど、ホントにいい家の子供だったな……）

　カウンターキッチンからはリビングが一望できる。

　ルイはダイニングテーブルで英語の課題を片付けている理沙の横顔をそっとうかがった。

　いつもワンピースを着ているイメージのある真理と違い、理沙はどちらかと言うとパンツスタイルを好んでいる。特にスキニータイプがお気に入りのようで、今日もスキニーデニムにだぼっとしたニットを合わせていた。

　理沙は時折辞書をパラパラとめくり、首を傾げながらも課題を進めている。

　同じ課題はルイにも出ているのだが、やるつもりはない。ルイは『魅了』の力で学校に潜り込んでいるだけで、正式な生徒ではないからである。

（真面目だなぁ、理沙ちゃんは）

　ルイは休憩の提案をする為、戸棚からティーセットを出した。





　　　◆　◆　◆






（む、今日はビーフシチュー？）

　キッチンから漂ってきたいい香りに、理沙が課題の手を止めると、お盆を持ったルイがこちらにやってくるのが見えた。

「理沙ちゃん、ちょっと休憩したら？」

　ルイに声をかけられた理沙はシャーペンを机に置くと、大きく伸びをした。

　彼が持参したお盆の上には、紅茶とパウンドケーキが乗っていた。

　紅茶は専門店で買った茶葉を砂時計やらティーコジーを駆使して淹れた本格的なもので、ものすごくいい香りがした。

　そして、パウンドケーキもまたルイの手作りだ。

　理沙は、それらをさらっと用意するルイの主婦力に内心で恐れおののいた。

　しかし、マンションへの引越しから一週間が経過した今、この家事能力にはすっかりと依存してしまっている。

　理沙は掃除や洗濯はともかく、料理が得意ではない。作れるのはせいぜいべちゃべちゃの野菜炒めとカレーくらいである。一人だと恐らくコンビニや外食に頼りきった生活になった事だろう。

　この生活に懸念があるとすれば、今後、精の摂取量が上がった時だ。

　真理や晃嗣から聞いた話では、成体になった淫魔の精の必要量は、魔力の成長が落ち着き、肉体年齢が止まるまでどんどん増えていくそうだ。

　それに反比例して普通の食事は必要なくなる。

（そうなったら、こいつのだけじゃ足りなくなるのかな……？）

　理沙はさりげなくルイの下半身に視線を落とした。

　今のところはルイの精を血液を与える時についでに摂取すれば事足りていたが、いずれ理沙の体はもっと多くの精を必要とするようになる。

　理沙は別の男とそういう事をするのを想像し、寒気が走ったので、慌ててその考えを打ち消した。

（あれ？　何か今、私、おかしくなかった？　ルイとじゃなきゃ嫌だって思った……ような？）

　いや、そんな馬鹿な。

　だってルイはクズのヤリチンだ。理沙の血しか飲めないと言って擦り寄ってくる姿は犬っぽくて可愛いと思う事はあるけれど、理沙をレイプした犯罪者でもある。

　家事が得意で甲斐甲斐しく尽くしてくれる彼は、意外に優秀な下僕である。それは理沙も認めるが、倫理観のないクズ野郎だし、いつも軽くてヘラヘラしてる頭空っぽ男だ。でも顔は素晴らしく良くて、だけど……。

　このまま考えているとたどり着きたくない結論に到達する気がして、理沙は思考を頭の中から振り払った。

　足りなくなったら最悪薬がある。出所は考えたくないものだが、それに頼ればいい。

　現に母親はそうしている。母の真理は理沙の父親、奏を、魔力漬けにして監禁するくらいに愛している。奏以外の精は直接摂取したくないと拒否し、まかないきれない分を叔父の産婦人科医、晃嗣が処方した薬で嫌々補っていた。

　理沙はふうっと息をつくと、ルイが持ってきたお茶をずずっと啜った。

　パウンドケーキを齧りながら再び課題に向き直ると、向かいにルイが腰掛け、つまらなさそうに頬に手をかけ机に肘をついた。

「そんな勉強しなくても魔力使えば人生イージーモードじゃん。頑張らなくてもよくない？」

　確かにルイの言うとおり、『魅了』やら『催眠』の魔力があれば、詐欺やら窃盗やらし放題で、実際そうやって生活している連中がいるのも知っている。しかし、理沙はそういう生き方をするつもりは無かった。

　食い詰めて他にどうしようもなくなったらわからないが、今のところ中森家という継ぐべきものがあるからだ。

　理沙はじろりとルイを睨んだ。

「あんたみたいな倫理観飛んでるクズと一緒にしないで。いずれ家の事業を継ぐ事になるから、私はちゃんと勉強して大学に行かなきゃいけないの」

　理沙の言葉は辛辣だ。学校でも家でも一緒に過ごすうちに、自然と敬語は抜けてしまった。ルイは理沙の下僕なので、これでいいのだ。

　代々続く地主の中森家は、一見すると不労所得でのほほんと暮らしている資産家に見えるかもしれないが、うまく立ち回らないと相続の時に恐ろしい金額の税金を持っていかれてしまう。

　相続税が払いきれなかったら土地を切り売りするしかないため、理沙は真理から、大学に行ってできれば経営学か法学を学べと言われていた。

　日本の法律は土地持ちには厳しく出来ているので、地主だからと言って遊んで暮らしていけるほど甘くない。世の中は世知辛いのである。

「ねえ、理沙ちゃん。俺お腹すいたな」

「ふうん、はいどうぞ」

「ちがっ！　それじゃない！」

　食べかけのパウンドケーキをフォークに刺して差し出したが、ルイはぶんぶんと首を振り、物言いたげに見つめてきた。

　理沙は舌打ちすると、立ち上がって台所に向かった。そして冷蔵庫から血液製剤を取り出すが、即座にルイから抗議の声が上がる。

「今日は飲ませてくれる日だよ！」

（覚えてたか）

　理沙はもう一度舌打ちし、血液製剤を冷蔵庫に戻した。

　吸血鬼のルイは人の食事は摂らない。

　食べれない事はないが飢えを満たす効果はなく、嗜好品という程度の扱いである。その代わりの栄養源となるのが血液なのだが、血液製剤を使って調べたところ、一日二～三百ミリリットル程度が必要な事がわかった。

　そして、やはりその量全てを理沙がまかなうのは危険だという結論に至ったので、晃嗣の病院で健康状態をチェックしながら、最適な理沙からの血の提供量を探っているところである。

　正直理沙が毎回噛まれて痛い思いをして血を提供してやる義理はないと思うのだが、血液製剤は相当にまずいらしく、懇願の様子があまりに哀れだったので飲ませてやる事にしたというのが実情だ。

　二日前、晃嗣の病院で行った健康チェックの結果、吸血は三日に一回、時間に関しては前回より伸びて、七分間飲ませてみようという取り決めになっていた。

「たまには忘れてもいいと思うんだけど？」

「忘れるわけないじゃん。理沙ちゃんの血、どんだけ美味しいと思ってんの」

　ルイはぺろりと舌なめずりをすると、理沙の背後にまわり、後ろから抱きしめてきた。

「ね、飲んでいいよね」

　理沙はしぶしぶ立ち上がると、血を飲みやすいように首を傾けた。

　かすかな痛みと共にルイの牙が理沙の皮膚に潜り込む。続いて舌が肌を探る。ペロペロと噛み付いた部分の前後を移動し、きつく吸われる。舐めて、吸って、また舐めて。それを何度も繰り返される。

　普通の人間相手なら、傷とキスマークのような痕が残るこの行為だが、妖魔の回復力は高いので、吸血の時間が終わればすぐに消えてしまう。

　痕跡が残らないことはわかっているので、理沙はルイの好きにさせていた。

　さらりと首筋に触れるルイの髪の感触がくすぐったい。

　常に彼から香るシトラスの匂いが強くなってきた。

　お尻硬いものが押し付けられるのを感じる。

　後ろ手にソレに触れるとルイは熱い吐息を漏らした。

　淫紋に魔力を流し、性感を煽ってやると、お返しとばかりに手の平が胸元に移動してきた。

　胸を揉もうとする不埒な手を、理沙はやんわりと払いのける。

「理沙ちゃんの意地悪。ちょっとくらいいいじゃん」

「駄目。私が触るのはいいけどそっちが触るのは駄目っていつも言ってるよね？　ルイ」

　ルイはむっと膨れると、吸血行為を再開した。

　あと、三分。

　血を飲ませる時間はちゃんと計ることにしている。飲ませすぎるとこちらが倒れかねないからだ。

　理沙はふうっと息をつくと、時計と睨めっこし、時間が来るのをひたすら待つ。

「……はい、もう終わり」

「ちょっとくらいおまけしてくれてもいいのに」

　理沙の首から顔を離したルイは、舌打ち交じりにそう言うとぺろりと唇を舐めた。

　血を飲んだ後のルイは、恐ろしいほどの色気を放つ。

　元々華のある顔立ちの持ち主が、頬を上気させ、艶めいた吐息をもらして蕩けるような眼差しを向けてくるのだ。思わずあてられそうになって、理沙は視線をそらした。

「ね、理沙ちゃん、次は……」

　理沙が股間に触れていた手に、一回り以上大きな手が重ねられた。

　理沙はその手の導きに従って、ルイのズボンを下着ごとずらす。

　部屋着のスウェットを剥ぎ取るのは簡単で、ルイの既に硬くなった性器が中から飛び出してきた。

「良かったですね。病気、何も貰ってなくて」

　念の為受けさせていた性病検査の結果がわかったのも、二日前の健康チェックの時だった。

「今日こそできる？　俺、理沙ちゃんの中に入りたい……」

　ルイは縋り付くような目で理沙にねだってきたが、理沙は首を振ると、ルイの腕の中をするりと抜けて、リビングのソファに移動した。

　そして、ローテーブルを少しずらしてソファに腰掛けるとルイを手招きする。

「こっちで。いつもみたいにここに立って」

　ルイを目の前に立たせると、ルイの股間がちょうど目の前に来た。

「なんて言うんだっけ？」

　あえて意地悪く聞くと、ルイは悔しそうな表情をする。

「げ、下僕の汚らしいちんこを、理沙ちゃんのお口で可愛がってください……っ」

　ルイは悔しげだが従順だ。そうなるように、下僕になりたいと願い出たあの日のうちにしつけたからである。

　精は理沙にとって必要な食料ではあるけれど、こちらから貰いに行くのではなく、あくまでもルイから差し出すようにしておかなければいけない。だって主は理沙の方なのだから。

　理沙の血を飲んで以来、人間の体に臭みを感じるようになったルイは、人間の女も抱けなくなった。

　淫紋を刻まれたあの日から、ルイは食欲も性欲も理沙に縛られてしまったのだ。

　レイプされた理沙としては、可哀想だと思う気持ちよりもざまあみろと思う気持ちの方が実は大きい。

　毎回ルイからねだらせ、屈辱的な命令をすることで、理沙は溜飲を下げていた。

　もちろん今日もそうするつもりだ。

「じゃあ、どうすればいいかはわかるよね？　いつもみたいに自分でして」

　冷たく命じると、ルイは唇を噛みながら自身の性器に手を添わせた。
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　目の前には、女の子の柔らかそうな唇があるのに、自慰を強要され、ルイは屈辱に瞳を潤ませた。

　ぶち込みたい。今までなら無理矢理喉の奥まで突っ込んで、イくまで自分本位に動かして全部飲ませてやるところなのに。

　目の前の彼女は、ルイを懐に入れてくれたのに、ある一定の場所から奥には踏み込ませない。下僕として忠誠を誓ったあと、敬語が抜けた時は嬉しかった。少しずつ遠慮がなくなってきた時も。

　しかし、どうしても入れて貰えない一線がある。そこを越えられないのは、恐らく初めて出会った時、自分が犯した罪のせいだ。

　襲わなければよかったと後悔する一方で、あの時襲っていなければ、理沙という存在を知ることもなかったと思うと、どちらがよかったのかは自分にもわからない。

　保健室で理沙に出会った日から、ルイの世界は大きく変わった。

　彼女というご馳走を口にして、今まで飲んでいた人間の血はヘドロに変わった。今にして思えば、麻薬のようなあの血液と匂いに包まれた瞬間、ルイは理沙に魅了され、縛られたのだ。

　淫魔にとって、『初めて』は特別。

　あの時彼女は確かにそう言った。刻まれた蔦の形の淫紋は屈辱をもたらすが、同時に理沙の『特別』であることの悦びももたらす。

「理沙ちゃん、理沙ちゃん、も、出そっ……」

　必死に右手を動かし、ルイは理沙を溶けた目で見つめた。

　頭が沸騰しそうなほど興奮している。被虐を悦ぶ性癖なんて自分にはなかったはずなのに。

　冷静な眼差しでルイの痴態を観察していた理沙がおもむろに動いた。

　ピンク色のぷっくりとした唇が、極限まで勃起したルイの性器に押し当てられた。そして口付けたまま、上目遣いに微笑まれる。小悪魔のような挑発的な笑み。

「……っ！」

　反則だ。いつも不機嫌にしているか、冷たい表情しか見せないくせに。

　理沙は目を閉じると、何度か角度を変え、亀頭に口付けた。続いてピンクの唇がかすかに開く。なまめかしい赤い舌が中から覗いた。

　先端に、涙のように浮く透明な先走りが舐め取られた。痺れるような快感が走り、ルイは体全体を震わせた。

　理沙の指先が根元の淫紋に触れた。魔力を流し込まれ、ルイは悲鳴を上げる。

「ぁ、いく、出るっ……！」

　ぱくりと先端が理沙に食べられた。そのままちゅっと軽く吸い上げられ、同時に極限に達した性感が弾けた。

　せり上がった陰嚢から勢いよく精液が尿道をかけ上り、びゅるびゅると噴き出した。

　と、同時に吸いあげが強くなり、ごくりと飲み込まれた。

　出してやった。

　どちらかと言うと搾り取られたのだが、理沙の口内を自分のもので汚してやったと思うと妙な達成感があった。淫紋に支配されているのはルイの方なのに、この時だけは主と従が入れ替わったような錯覚を覚える。

　ルイはそっと理沙の頭を撫でた。

　射精が終わったあとも、尿道に残るものまで吸い取られる。

　ちゅ……とささやかな音を立ててから唇が離れ、笑みを形作った。

「ご馳走様」

　ああ、終わった。終わってしまった。

　理沙は飲んではくれるけど、いつも同じ手順を踏むからどこか機械的だ。

『飲んでください』とルイに言わせてから自慰をさせ、淫紋で高ぶらせて、射精の直前にだけ軽く唇の刺激がもらえる。

　そのやり方は必要だから飲んでいるだけ、という態度を明らかに示していて、ルイは密かに傷付いていた。傷付くなんて言う資格も自分には無いのだろうけど。

　ルイはその場で腰を落とすと、ソファに座る理沙に目線を合わせ、懇願した。

「理沙ちゃんに入れたい」

「今日はもうおしまい。満足しちゃった」

　くしゃりとルイの頭を撫で、理沙はソファから立ち上がると、ダイニングテーブルに広げっぱなしだった課題を片付け、自分の部屋へと戻ってしまった。

　同居の時の取り決めで、その部屋にルイは入れない。

　今日もまた、させてくれなかった。

　満たされない欲がルイの体の中で熾おき火びのように燻くすぶり続けている。

　ルイは恨みがましい目で理沙が消えたドアを見つめた。








文化祭









　理沙とルイが通う学校は、近々文化祭を控えている。

　理沙のクラスは執事＆メイド喫茶をやる事になっていて、その準備に大わらわだった。

　元々この学校の制服は、男子は黒のブレザーで、女子はワンピースである。なので衣装はその制服をベースに、男子用には短いカフェエプロンを、女子用にはフリフリのエプロンとヘッドドレスを作って、執事とメイドっぽく装う、という事に決まった。

　エプロンの作成は、手芸をこよなく愛するクラスメイトの指示の元女子を中心に行う。

　そんな訳で理沙は放課後、クラスの女の子達と一緒にミシンを借りるために家庭科室にこもっていた。

　この時期家庭科室は争奪戦になるが、予約をすればクラス単位で借りられるようになっている。

　といっても理沙は不器用なのでミシンで真っ直ぐ縫うことしか出来ない。そのため、主に男子用のカフェエプロンを担当していた。

「ねぇねぇ、理沙ちゃん、どういうきっかけで青葉くんと付き合う事になったの？」

　唐突に尋ねてきたのは、隣で作業していたクラスメイトの三宅杏里だった。

　杏里は理沙とは一番仲のいい友達でもある。

「ずっと気になってたんだけど、理沙ちゃん最近ずっと青葉くんとべったりでしょ？　お邪魔したら悪いなって思って聞けなかったんだよね」

（それはルイが周りの人間の匂いが耐えられないって言うから……）

　確かに昼休憩を含めた休み時間も放課後も、理沙にはルイがべったり張り付いている。

　言われてみれば彼が一年生の教室に現れてから、女友達と過ごす時間は奪い去られていた。

「あっ、それ私も知りたい！　ねぇ、告白はどっちから？　どうやって青葉みたいなイケメン捕まえたの？」

　杏里の言葉を皮切りに、わっと別の女子達が押し寄せた。

　思春期の女子というものは、恋バナが大好物な実に迷惑な生き物である。

（ルイめ……）

　女子に質問攻めにされ、理沙の怒りが向いたのは、元凶であるルイだった。

　そのルイはここにはいない。男子は大道具担当なのだ。

「告白はルイの方から……」

　そういう事で口裏を合わせるように後で言いつけなければ。

　理沙が小声で答えると、キャーと歓声が沸いた。

「ねぇ、なんて言われたの？」

「何って普通に好きだから付き合ってって……」

「いいよねぇ青葉くん。あんなにイケメンなのに理沙ちゃん一筋なんだもん」

「ずっーと好きな子がいるからって色んな子の告白断ってたよね。それって理沙の事だったんだよねぇ」

　女子達の雑談に理沙は内心複雑な気持ちになった。

　どの面下げて、と思うのだが、今のルイの学校での立ち位置は『女癖の悪いヤリチンの青葉先輩』ではない。

『理沙一筋の一途で誠実な同級生』という事になっている。そのようにルイが魅了の力で学校中に暗示をかけていた。

　女子生徒の間でルイの評価は、顔が良くてスポーツ万能な理想的な彼氏という事になっている。

　学業優秀という属性を付けなかったのは謙虚と褒めるべきだろうか。

　ルイは運度神経がいいが、それは吸血鬼の身体能力が高いからだ。

　女子の評価の高い相手と付き合う場合、やっかまれたり、略奪を狙う肉食女子が現れそうなものだが、それすらも魅了の力でルイは抑えてしまった。

　今のルイと理沙は、恐ろしい事に学校全体から公認され温かい目で見守られているカップルという事になっている。

　これを覆そうと思ったら相当な魔力を消費する。理沙は面倒すぎてそのまま放置することに決めた。もはや諦めの境地である。

「ねぇ、今どこまで進んだの？　キスはもうした？」

　興味津々に尋ねられて理沙はうぐ、と詰まった。

「ハグは？　えっちもした？」

「し、してない！」

「えー、意外。青葉くんってハーフだから手早そうなのに」

　レイプとはいえ既に経験済みだなんて口が裂けても言えなくて、ふつふつと怒りがこみあげてきた。

（全部ルイのせいだ）

　理沙は今日帰ったらルイに八つ当たりする事に決めた。

「おーい女子、買い出し行くけどなんかいる物ある？」

　きゃあきゃあ騒いでいるところにご本人が登場するのは、噂をすれば何とやらいうことわざの法則によるものだろうか。

「青葉くん、買い出しってどこ行くの？」

「そこのショッピングモール。こっちで使うベニヤ板がちょっと足んなくて。カガセンが車出してくれるって」

　カガセンとは担任教師のあだ名である。苗字が加賀だからカガセンと呼ばれている。

「こっちは特に必要なものは無いかなぁ」

　ルイに応対しているのは、このエプロン作りの司令塔をつとめる手芸大好き女子の春はる川かわだ。

「そっか。じゃあ皆、買い出し行くのに『理沙ちゃん、借りるね』」

　ルイの瞳が赤く光った。

　すると、春川をはじめ、家庭科室にいる女子全員が快く理沙を送り出す言葉を口々に発し始めた。

「彼氏とプチデートだね。行ってらっしゃい」

「カガセンが邪魔だねぇ」

「熱々で羨ましいよー。夫婦だね」

　冷やかされつつ家庭科室を出た理沙は、ルイに肘鉄を入れた。

「いてっ！」

「何で私がついてかなきゃいけないのよ。しかも能力まで使って連れ出すなんて」

「だってカガセンの車とか加齢臭で臭そう」

　確かにそろそろ匂いそうな年代の先生だが、酷い言い草である。

「なら買い出しは別の人に行ってもらえばいいんじゃないの？」

「やだよ。だって大工仕事とか俺のキャラじゃねーし。それなら理沙ちゃんとお出かけする方がいい」

　相変わらず思考回路がクズだ。ルイの発言に理沙は頭痛を覚えた。

「教室の匂いもやばいんだよ。理沙ちゃんいないと無理。男ばっかの空間とか死ぬ」

「なら先に帰ってればよかったのに」

　真面目に文化祭準備を手伝ったように誤魔化すことなんて、魅了の異能持ちのルイには簡単なことのはずだ。

「ダメだよ。だって理沙ちゃんこういう行事サボらないんだもん。夜遅くなるでしょ。一人歩きは危ない」

「変質者くらい自分で撃退できますけど？」

　しかも理沙の魔力はルイより高いのだ。同じ妖魔ならともかく、人間相手に遅れをとるなんてありえない。

「気分的にヤダ。理沙ちゃんは俺の大事なご主人様だから俺が守るの」

　そう言いながらルイは理沙の体に唐突に抱き着いてきた。そしてそのまますうっと息を吸い込む。

「いい匂い……」

「ふざけんな変態」

「ぐぇっ」

　理沙はルイのお腹を遠慮なく殴った。

　理沙も妖魔だから身体能力は普通の人間よりも高いので、ルイは悶絶する。

　しかし、ルイは混血の吸血鬼ダンピールだから多少手荒に扱っても問題は無いはずだ。

「こうなるのは分かってるのに何で懲りないの？」

「愛情表現し続けてたら絆されないかなって」

「馬鹿なの？」

　理沙は冷たく睨むとぷいっとルイから顔を背け、担任が待っているであろう駐車場へと向かった。

「待ってよ理沙ちゃん」

　パタパタとルイが追いかけてくる気配があったが理沙は無視した。
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　担任の加賀は四十代の男性教師である。

　お腹に夢と脂肪が詰まった体型と喫煙者特有のくすんだ肌色から、絶対こいつは臭いと思ったルイだが、案の定車の中は耐え難い匂いがした。

　理沙を知ってからルイは理沙以外の匂いが全般的にダメになった。

　若い女の子はそれでも比較的マシなのだが、最悪なのは老人だ。

　特に重い病気を患う人間は、生臭いような体臭に死臭が混ざり、猛烈な匂いを発する。

（カガセンたぶん何か病気持ってんな……）

　タバコの匂いと加齢臭に混ざる甘酸っぱいような匂いは糖尿だろうか。加賀は肝機能に問題がある人間特有の匂いを発していた。

「ルイ、そんなに臭うの？」

「ヤバい。大人しく教室にいた方が良かったかも」

　鼻をハンカチで覆い後部座席に体を沈めたルイに、理沙が声をかけてきた。

「馬鹿なんじゃないの」

　ホント、馬鹿。

　呆れ返りながらも理沙は後部座席の窓を五センチほど開けてくれた。

　運転する加賀は後ろのやり取りに気付いていない。そういう暗示をかけてある。

　本当は文化祭準備を中抜けして、車の中で理沙に甘える予定だったのに。

「理沙ちゃん、引っ付いてもいい？」

「……好きにすれば」

　嫌そうな顔をしながらも許してくれる理沙はなんだかんだいっても優しいと思う。

　シートベルトを外し、思い切って理沙の膝に頭を預けてみる。怒られるかな、と思ったが拒否はされなくて、ルイは嬉しくなった。

　理沙に引っ付くと周りの悪臭が浄化される。

　甘くてみずみずしい女の子特有の匂いに包まれて、ルイはほっと息をついた。

「あんた何で学校通うの？　前は食事の為だったんだろうけど、今は通う意味ってないよね」

　確かに理沙の指摘通り、学校に潜伏していた理由は食料漁りの為だった。

　ルイは若い女の血が特に好きだった。年齢で言えば十五歳から二十五歳くらいの女性。これくらいの年代の女の子は精神的にも不安定で魅了の魔眼も効きやすい。あまり年齢が上がると魅了を使う時に力を余分に消費するから、いくら好みの顔と匂いでも面倒臭くて避けていた。

　人間の血が飲めなくなり、理沙の血と血液製剤で空腹をしのいでいる今は、確かに食べるために学校に潜伏する理由はなくなった。しかしそれでもルイが学校に通うのは、別の理由が出来たからだ。

「理沙ちゃんはわかってないな」

「何がよ」

　馬鹿にされたと感じたのか、理沙はじろりとルイを睨んできた。

「俺がまだ学校に通い続けてるのは、理沙ちゃんに変な虫がつかないよう監視するためだよ」

「…………」

「怒った？」

「……別に」

　理沙が何を考えているのか、その表情からは伺えない。ただ、否定も拒否もされなかったことにルイは心の中で安堵した。

　人外の匂いなら平気な訳じゃない。それをルイは中森家を訪問して知った。

　晃嗣は男だから論外として、真理には人間の雄の匂いが付いていて、それが凄く不快だった。

　理沙は淫魔だ。精を食事として必要としているが、自分以外の男のものを摂取することを想像すると、気分がものすごく悪くなった。

　理沙に別の男の匂いがついたら、自分はどうなってしまうのだろう。

　昏い気持ちが湧き上がる。嫌だ。許せない。

　唯一のご馳走が飲めなくなったらどうしよう、という不安以上に、猛烈に腹立たしく感じる自分がいる。

　これは独占欲だ。理沙と暮らし始めて、ルイは少しずつ自覚し始めていた。

　理沙のルイの扱いは下僕だ。でも傍に置いてくれて、時々優しい。

　手に入りそうで入りそうにない距離感が、男が本能的に持っている狩猟本能を煽ってくる。

　だけど理沙はルイの唯一絶対の武器である魅了の魔眼が効かない存在だ。どうすれば彼女が手に入るのだろう。

　こんな気持ちを抱くのは生まれて初めてで、ルイは自分で自分の心の動きに困惑した。
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　文化祭の当日がやってきた。

　理沙の通う学校は割と有名な進学校なので、生徒に配られる招待券は結構人気がある。生徒一人につき呼べるのは五名までという決まりがあり、理沙も他校に進学した友達に頼まれて招待券を横流ししていた。

　校内は他校の生徒や生徒の父兄で活気に溢れている。

　理沙のクラスの執事＆メイド喫茶は、何故かルイがものすごく乗り気で接客しているため、女のお客さんで盛況だった。

「凄いね青葉くん。理沙ちゃん嫉妬しちゃう？」

「いや、そんな事はないけど……」

「わぁ、余裕だぁ。そだね、ラブラブだもんね」

　話しかけてきたクラスメイトは勝手に自己完結して納得している。理沙は乾いた笑いを浮かべた。

　途中、かつてのルイを知る他校の生徒がやってきて驚いた声を出していたが、即座に能力を使って黙らせていた。

（何考えてんだか……）

　理沙は女性客に笑顔を振りまくルイが薄気味悪くて目を逸らした。
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　執事＆メイド喫茶はシフト制で接客と裏方に別れ、お昼も時間をずらしてとることになっているのだが、理沙は当然のようにルイと同じシフトにされた。

　周りからも生温かい目でそれを許されているのだから、理沙の心境としては複雑である。

　文化祭は二日に渡って行われる。一日目の今日は、午前中は接客、午後は自由行動、二日目は午前中から昼の二時頃まで自由行動で、午後から裏方というシフトになっていた。

　理沙もルイも部活には入っていない為、自由行動の時間が沢山ある。

「理沙ちゃん、ご飯いこ」

　お昼休憩の時間になり、さも当然という顔でルイが理沙を誘いに来た。

　この学校では、校舎内の模擬店は火気厳禁だ。

　理沙のクラスではクッキーやパンといった火を使わずに提供できる軽食と飲み物を出している。

　校庭では焼きそばやお好み焼きといった温かいものを扱う模擬店が出ているのだが、ジャンクなものを理沙が口にするのを嫌ったルイによって今日もお弁当が作られていた。

「こういう日くらいは模擬店で食べたいんだけど」

「血が不味くなるからだめ。今日はいつもより早起きして頑張ったから我慢して」

　今日のお弁当を持っているのはルイだ。

　中身はお楽しみと言われまだ見せてもらっていない。

「天気いいから外でいいよね」

「どこでもいい」

　ルイの提案に適当に返事をすると中庭に連れていかれた。だが、ベンチは既に埋まっており、上級生らしいグループは芝生にレジャーシートを引いて昼休憩をとっている。

「混んでるじゃない」

「ちゃんとシート持ってきてるから」

　ルイはそう言って、ランチバッグの中からレジャーシートを取り出した。

「何でそんなもの持ってんの？」

「ここ五年くらいこの学校にいたから。文化祭の日はどこも混むんだよね」

「なるほど」

　理沙は納得すると、有難くルイの敷いたレジャーシートの上に座った。

「そんなにこの学校が気に入ってたの？」

「いや、そうでもない。そろそろ飽きてきてたから次はどこに行こうかなって考えてた。だから理沙ちゃんに会えたのはラッキーだったかな」

「ラッキー？　下僕にされたのに？」

「ラッキーだよ。今まで生きてきて一番美味しい血に巡り会ったんだもん」

　首筋をじっと見つめられ、理沙は反射的に手で隠した。

「今日はあげる日じゃないよ！」

「わかってるよ」

　むぅっと膨れながらもルイは理沙の為にお弁当を広げた。

　確かに早起きして頑張ったと豪語するだけあって、いつもより品数が多くて気合いが入っている。

　花の飾り切りがされた人にん参じんやら蒲鉾かまぼこやらが炊き込みご飯の上に乗っていて、彩りも綺麗な行楽弁当という出来ばえだった。

　食事をとるのは理沙だけで、ルイは途中で買ったペットボトルの水を飲むのみだ。

　自分が食べる訳じゃないのによくこれだけ作れるなと思う。

「そう言えば今日教室でやたら気合い入ってたけど、何か企んでるの？」

「企むって酷いな。俺が目立てば理沙ちゃん狙いの男は来なくなると思っただけなのに」

　くだらない理由だった。ルイが言うほど理沙はもてないのに。理沙に他人の匂いがつくのが相当に許せないようだ。

「気にするって事は、もしかして理沙ちゃん嫉妬した？」

「そんな訳ないでしょ。馬鹿なの？」

　期待に満ちた眼差しが鬱陶しくて、理沙は即座に切り捨てた。

　ルイは理沙を囲い込もうとする。なのに鬱陶しいと思わないのが自分でも不思議だった。むしろ必死に理沙にしがみつく下僕の姿は面白い。

　出会い方こそ最悪だったが、案外使える駄犬を拾ったのかもしれない。なんて考えながら、理沙はお弁当を口に運んだ。

　ルイとは味覚が近いようで、彼の作るものはどれも理沙の口に合った。まるで餌付けされているみたいだが、そんな所もルイに対する感情の変化を呼び起こしていると思われる。

　それが何だか癪で、理沙はなるべくルイの前では表情を変えないように心がけていた。

（でも……）

　理沙は考える。

　今日は特別に何かご褒美をあげてもいいかもしれない。下僕を従わせるには鞭だけではなく飴も必要だろうから。





　　　◆　◆　◆






　真理からスマホのメッセージアプリに連絡が来たのはその日の夜、ルイに血液製剤を給餌していた時の事だった。

　ご褒美代わりに文化祭の時と同じメイドの格好を要求されたが、それだけで大喜びするのだから簡単な男である。

　──来月の第二日曜日、京都で百鬼夜行があるから今年はあんたも出なさい。

　その文面を見た瞬間、理沙の頭の中によぎったのは面倒だな、という気持ちだった。

「理沙ちゃん、どうかした？」

「……なんでもない」

　理沙は反射的に取り繕った。

　百鬼夜行──それは、五年に一度執り行われる妖魔達の会合である。








百鬼夜行









　ＲＰＧに出てくるラスボス魔王の神殿みたい。

　関東郊外から在来線と新幹線を乗り継いで約三時間半、京都駅に降り立った理沙は駅舎を見た瞬間そう思った。

　京都駅の構内は、壁も床も、全体的に黒くてつやつやとした大理石っぽい素材で出来ていて、その黒さがゲームのラストダンジョンを連想させる。

　この駅舎の建築当初は、その近代的な見た目が古都の玄関口らしくないということで、大変な物議を醸したという。実物を目にして、理沙はなんとなく納得した。

「うわ、外人さん多いな。京都ってこんな混んでたっけ？」

　ルイが言うとおり、駅の構内は大きなキャリーバッグを引いた旅行者で溢れている。

　ちょうど紅葉の行楽シーズンというのもあるのだろう。日本人だけでなく、白人、黒人、アジア系からアラブ圏っぽい布で頭を覆った人まで、様々な人種の人々が行き交っている。

「あら、ルイ君は京都に来たことがあるのね」

　尋ねたのは真理だ。理沙はルイと真理と共に、学校を休んでここ、京都にやって来ていた。

「はい。二十年位前に。二十年も経つと随分変わりますね。在来線側は見覚えあるんですけど、こっちの新幹線側ってこんなにきれいじゃなかったですよね？　それに観光客も昔はこんなに居なかったような……」

　そう言うとルイはきょろきょろと辺りを見回した。

「そうねぇ、最近は凄い勢いで外国から来る人が増えたって言うから……今は全然違う街になっちゃったみたいね」

　人の群れを見つめる真理の目は、昔を懐かしむものだった。

　真理に言わせると、外れのほうはそうでもないのだが、街中は外国人向けの貸衣装屋や土産物屋が大量に増えていて、古き良き街並みの風情が失われつつある気がするそうだ。その辺りの感覚は、昔を知らない理沙にはよくわからない。
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　──来月の第三日曜日、京都で百鬼夜行があるから今年はあんたも出なさい。

　真理からの連絡を受けて、理沙はこの京都にやって来た。

　百鬼夜行というのは、日本で行われる妖魔達の情報交換を兼ねた会合のことである。妖魔の中には人里を嫌い、山奥やら離島やらに引きこもって過ごしている連中も少なくないので、五年に一度くらいの頻度で行われている。

　人間の伝承にある妖怪の集会の名を、そのまま会合の名前に使う事を考え出した先人は、洒落の効いた人物だったのだろう。

　ちなみに、ヨーロッパ圏で行われる会合については、魔宴サバトやら、魔女の夜ヴァルプルギスナハトといった名で呼ばれているようだ。

　基本的に日本で行われる百鬼夜行に参加するのは日本に住む妖魔達なのだが、海外からの参加者が訪れることもたまにある。

　今までは真理だけが出席していたのだが、成体となったため、顔繋ぎのために理沙も参加した方がいい、という事で、真理から連絡がきたのである。

　理沙は親族とルイ以外の妖魔を知らない。

　妖魔はとても数が少ないので、普通に生活している限り滅多にすれ違う事もないのだ。

　淫魔族はまだマシな方だが、吸血鬼や人魚など、長命で知られる種族は子供がなかなか出来ないため、緩慢な滅びに向かっていると言われている。

　だから理沙は面倒だなと思う一方で少し緊張していた。

　ルイはただのおまけである。別に置いてきても良かった……いや、むしろ置いてきたかったところだが、飢え死にする、との本人の主張のため一緒に京都に訪れることになった。

　ただ、百鬼夜行の間は旅館で大人しくしておいてもらう予定だ。一族の枠から外れた吸血鬼であるルイが、百鬼夜行に参加した妖魔経由で万一血族に出くわしたら確実に面倒なことになるからである。

　数多く存在する妖魔の中でも、吸血鬼は血族を非常に大事にすることで有名なのだ。

　観光の外出も我慢してもらう予定である。妖魔が京都に集まっている今、どこに誰の目があるか分からないからだ。

　現代に生きる妖魔の数は決して多くない。とはいえ七十歳を超えるルイが、今まで他の妖魔に出会ったことがないというのは、なかなかに凄い確率だ。しかし、そもそもルイは魔力の扱い方をちゃんと理解していなかったので、案外本人が気付いてなかっただけで、すれ違ってはいたのかもしれない。

　ちなみに今は理沙が教えたので、ルイもすれ違う人が人間なのか妖魔なのかは簡単に見分けられるようになっている。魔力は多かれ少なかれ誰もが持っているものだが、妖魔のそれは人間とは明らかに濃度と密度が違うのだ。

　今回真理が手配した宿は、鞍馬にある温泉旅館だった。百鬼夜行の会場は北山なので少し離れているが、温泉があれば宿で快適に過ごせるだろうという真理の配慮によるものと思われる。

「鞍馬は電車で行こうと思うと結構遠回りなのよね……観光客が増えて滅茶苦茶混んでるって言うし。タクシーにしましょうか」

　スポンサーの鶴の一声で、宿までの道程は決まった。
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　出てきたのは早朝だったのに、途中でレストランや土産物屋に寄り道したので、旅館に着いたときには既に二時を回っていた。

　宿の部屋は、理沙とルイは同室で、真理は一人部屋である。

　ここまで来る道すがら、真理は監禁中の父、奏の様子をスマートフォンで頻繁に確認していた。

　どうやら自宅に監視カメラを設置しているようだ。

　その姿は自分の母ながら気持ち悪かったので、この部屋割りに不満はなかった。ルイとの同室は同棲状態なので今更である。

「おお、すっげーいい眺め」

　宿に着いたルイは、荷物を投げ出すと窓際へと駆け寄った。

　鞍馬山中に位置する隠れ家的な温泉宿は、有名なリゾートホテルグループの経営だ。

　なかなかお値段が張る宿だけあって、部屋は新しくてきれいだし、窓の外に広がる紅葉を中心とした日本庭園も絶景である。

「あー、疲れた。やっぱ真理さん一緒だと、色々気ぃ使う……」

　景色を一通り堪能したルイは、早速畳の上に寝転がり、手足を伸ばした。

　理沙は座椅子に腰掛け、お茶でも淹れようかと座卓の上に用意されていた急須に手を伸ばす。するとルイが、こちらを上目遣いでうかがってきた。

「ねぇ、理沙ちゃん、俺、理沙ちゃんが帰ってくるまでここで大人しくしてるからさ、今から飲ませて欲しいな」

「今日はあげる日じゃないでしょ」

「だって留守番しなきゃいけないんでしょ。理沙ちゃんが飲ませてくれたら大人しくできそうなんだけどなー。寂しくてうっかり出かけちゃうかもなー」

「つまらない脅し方しないでくんない？　ほんっとにルイは何だかんだ理由をつけて、人から血を抜き取ろうとするね」

「だって美味しいんだもん。それにさ、飲ませてくれる予定の日は明日だけど、ちゃんと飲ませてくれる？　疲れたからヤダって言わない？」

「…………」

　百鬼夜行は今晩だ。日付が変わる前には宿に戻ってくる予定だが、明日は確実に寝不足になっていると思われる。

　ルイの指摘通り拒否するかもしれない。理沙はそっと目をそらした。

「理沙ちゃんに明日断られたら、俺、くそまずいあの輸血パックを二日連続で飲む事になるんだよ……。可哀想だと思わない？」

「思わない。それはルイの都合だもん」

「ひどい！　理沙ちゃん、俺下僕として結構頑張ってると思うんだけど！　そろそろちょっとくらい優しくなってくれてもいいと思うんだ……」

　捨て犬のまなざしで見つめられて理沙は内心でたじろいだ。

　確かにルイは頑張っている。高い主婦スキルで快適に暮らせるように尽くしてもらった事で、理沙のルイに対する心証は、良い方向に変わりつつある。最後の一線を許す事はまだ出来ないでいるけれど。

　精の摂取は口からよりも性器からのほうが圧倒的に効率がいいらしい。しかし理沙は、同居を始めて二ヶ月が経った今でも、その部分をルイに許せないでいた。

　まだ『初めて』の時の事が許せない。許せばルイは付け上がるかも。別に口からでも今は充分足りている。理由は沢山思い浮かぶ。

（ううん、それだけじゃない）

　理沙は、ルイとの『初めて』が気持ちよかったのが怖かった。もしもう一度して、この男に溺れてしまったらどうしよう。主人と下僕。この関係がもし崩れてしまったら。

　色々な思いがないまぜとなり、理沙はルイとの交わりを拒否していた。

　はああ、と大きく息をつくと、理沙はルイに向き直った。

「飲んでいいよ」

「えっ、マジ!?」

　現金なもので、ルイはがばりと起き上がると、もの凄い勢いで理沙に接近してきた。

「待って！　せめて温泉に入ってからにして！」

　理沙は近寄られた分のけぞりながら返事をした。
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　鞍馬温泉の泉質は硫化水素泉だが、硫黄の成分は薄いのか、独特の匂いはほとんどしない無色透明のお湯だった。

　だから湯上りの理沙からは、彼女が本来持つ甘い香りだけが漂ってくる。

　温泉の美肌効果のおかげか、さりげなく腕に触れると、しっとりとした感触がルイに伝わってきた。

「飲むよ、理沙ちゃん」

　自分から白い首筋をさらした理沙に、ルイは断りを入れてから唇を寄せた。

　軽く口づけをしてから牙を突き立てる。

　途端に甘い味と香りが、口の中一杯に広がった。

　いつもながら甘くて美味しい。どうして理沙の血だけこんなにいい匂いがして美味しいのだろう。

　ルイが知る人外は、理沙以外には真理と晃嗣だけ。男の晃嗣は論外としても、真理の血が欲しいとは思えない。理沙の父親にあたる人物の匂いを常にまとっているせいだ。

　他の妖魔はどうなんだろう。

　今日これから理沙が行く百鬼夜行。そこに行けば、理沙以外の美味しい妖魔に出会えるのだろうか？

　そうは思ったものの、ルイは、面倒ごとに巻き込まれるのはごめんだなと思い直した。

　吸血鬼は長命な種族だ。ルイの父親は、まだ生きている可能性が高い。

　理沙も真理も、その父親の血縁にルイの存在が見つかると面倒な事になると言う。

　ルイは、今の理沙との蜜月のような生活が気に入っていた。それが崩れてしまうかもしれないのはごめんだった。

　理沙のために家事で尽くして、その代わりに血をもらって、性欲も口で処理してもらう。

　毎日血がもらえるわけではないけれど、血液製剤を理沙に飲ませてもらうのも授乳されているようで悪くない。ちょっと自分でもどうかと感じるので誰にも言えないが、理沙の母性を感じるし、甘えている気分になるのもなかなか良い。その手の性癖はなかったはずなのに、新たな扉を開いた気がする。

　パックの人血と理沙の血の差は味だけじゃない。下半身の反応だ。理沙の血を口にするとすぐに体がたかぶって、発散したくてたまらなくなる。

　ルイは首筋から流れる血を舐め取りながら、ちらりと浴衣の合わせ目を見た。

　浴衣の下に、Ｔシャツを着込まれてるのが恨めしい。もう寒いから仕方がない事だけど、これがなければ形のいい胸が簡単に見られたのに。

　初めてを奪った時の記憶を探る。

　理沙の胸は標準サイズだが、形が良くてとてもキレイだった。

　透けるような白い乳房に、ピンクベージュの小さな先端。そこは少し刺激するだけで赤く尖っていた。

　思い出しただけで、下半身に集まる熱量がぐんと上がる。

　抱きたい。押し倒して無理矢理突っ込んで、ぐちゃぐちゃに掻き回して、奥の奥に男の欲をぶちまけたい。

　だけどそれは許されない。ルイは忌々しい蔦模様の淫紋で縛られている。これさえなければ。

　──いや、淫紋がなかったとしても、彼女の意思は無視できない。したくないという想いが今の自分の中には存在する。

　願うなら、許されて抱きたい。叶わないのはわかっているけれど。

　ルイは溶けた眼差しを理沙に向け、首筋をきつく吸い上げながらそっと体を押してみた。

「こら、ルイ」

　不埒な思いを見抜かれたのか、すぐに叱られた。だけどルイはやめられない。

　理沙の体にのしかかり、押し倒すと、張り詰めた性器を彼女の下肢に押し付けた。

　上にはＴシャツを着ていても、下はお互い下着のみだ。簡単に裾ははだけてしまう。

　下着の薄い布越しに、ソコで理沙の太ももの柔らかい感触を味わう。

　性器の先端部分が当たる場所は、先走りで湿っている気がした。

「ハウス、ルイ」

　低い声と共に淫紋が発動した。

　ルイはそこを締め付ける痛みに顔をしかめると、しぶしぶ理沙から身を離した。

「理沙ちゃんの意地悪。俺は犬じゃない」

「駄犬の分際で何言ってんだか」

　理沙はチョコレート色の長い髪をかきあげると、ルイを睨んできた。

「悪い子だからもうおしまい」

　するりとルイの傍をすり抜ける理沙に、ルイは慌てて追いすがる。

「待って！　こっちは？　理沙ちゃんもいるよね？　飲んどいたほうがいいんじゃないの？」

　勃起したままの性器を示すと、理沙は舌打ちした。

「時間、あんまりないからすぐ出して」

　ルイの下着が理沙によって遠慮会釈なくひん剥かれた。

「え？　ちょ、理沙ちゃ……あああああぁっ！」

　そこに理沙が口付けると同時に、淫紋に魔力が流される。

　途端に襲いかかる強烈な快感と射精感。

　ルイは抵抗する術なく、気が付いたら理沙の口に精を放っていた。

　暗闇の中、ルイの荒い息遣いだけが室内に響く。

　こくんと理沙が精を嚥えん下げする音が聞こえた。

「ごちそうさま」

　そして理沙の体温がルイの傍を離れてしまう。

「理沙ちゃん、ひどい……雑……」

「悪さしてきたルイが悪い」

　相変わらずの塩対応に、ルイはがっくりと項垂れた。

　欲は発散出来たけど、これは違う。

　単に出すだけじゃなくて、その過程も重要なのに。

「ああ、もうこんな時間。着替えなきゃ！」

　残酷な女王様はルイの方を見てくれない。理沙は慌てた様子でクローゼットに駆け寄ると、到着と同時にハンガーに掛けておいたフォーマルドレスを手に取った。
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　百鬼夜行の会場の北山である。鞍馬の旅館からは、またもタクシーで行く事になった。地図上は近く見えても、公共交通機関を使うと、かなり遠回りする必要があるからだ。

　また、正装での参加が暗黙の了解となっているため、真理も理沙も結婚式に出席する時のようなドレスアップした格好である。混雑する電車やバスを乗り継ぐのは純粋に嫌だった。

「大丈夫なの？　ルイ君、拗すねてたみたいだけど、喧嘩でもした？」

　タクシーの中で、真理が理沙に尋ねてきた。

「別に……」

　恐らく雑に精を搾ったからだ。それを思い出すと、少しだけ罪悪感が湧き上がって心が疼いた。

「ま、でも案外うまくやってんのね。安心した」

「それなりにはね」

　からかうように言われ、理沙は居心地が悪かった。

　真理はそんな理沙にくすりと笑うと、スマホを取り出し何やら操作を始めた。

　どうせ父親のチェックだろう。気持ち悪い母親の姿をあまり見たくなくて、理沙は外の景色を眺める事にした。

　ルイに刻まれた淫紋は、理沙と常に繋がっている。どこにいるのか、なんとなくの感情などを知らせてくれる優れものである。それによると、ルイは今のところ宿で大人しくしているようだ。

　鞍馬は紅葉の名所だけあって、宿からの眺めは最高だったから、退屈はしていないはずだ。

　本音を言えば理沙も一日宿でのんびりしたい。宿の露天風呂がとても素晴らしかったので、ふやけるまで浸かってだらだらしたい気分である。

　百鬼夜行の主催は、力のある妖魔が持ち回りで担う事になっている。日本における名門と呼ばれる妖魔の一族は、鬼、妖狐、天狗、人魚の四族だが、今年の主催は京都に本拠を置く鬼の一族だと真理から聞いた。平安時代の伝承にある、大江山の鬼──酒呑童子を祖とする由緒正しい家柄なのだそうだ。
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　やがてタクシーは、北山の山中に建てられた立派な和風の豪邸の前に停まった。

　辺りは既に薄暗く、門扉の灯りがなんとも雅な風情である。

　門の前には鬼の当主が出迎えの為に立っていた。

　鬼という字面から、厳つい人物を予想していた理沙だったが、当主はどちらかというと線が細くて穏やかそうな男性だった。しなやかでかつ芯が強そうな男性で、とらえどころのない印象が柳の木を連想させる。年齢は人間に換算すると三十代半ばくらいだろうか。黒の紋付羽織袴が良く似合う和風の紳士だった。

「お久し振りです、真理さん。そちらがお嬢様ですか？」

「ええ、交野さん。娘の理沙です。理沙、挨拶して」

「初めまして。中森理沙です」

「交かた野の透ゆき久ひさです。よろしくね、理沙さん」

　交野氏と真理は古くからの知り合いらしい。理沙は真理に倣い、ぺこりとお辞儀した。

　会場として案内されたのは、交野家の庭園だった。

　ちょうど紅葉の季節という事で、観楓会を兼ねた趣向らしい。

　さすがは豪邸、旅館以上に広く、見事な日本庭園だった。北山の自然が借景として取り入れられており、木々が織り成す紅のコントラストがため息が出るほど美しい。

　薄暗がりの中、紅葉の紅を際立たせるため灯されているのは白い鬼火だ。

　ろうそくの様に揺らめいて、幻想的な雰囲気を作るのに一役買っている。

　何よりも理沙の目を捉えたのは、池に映る紅葉だった。

　水みな面もが鏡となり、池の中にもう一つの世界があるように錯覚させる。吸い込まれそうな美しさに理沙は目を奪われた。

「すごい……」

「交野家はアホみたいに金持ちだからね。見とれてないで来なさい、理沙」

　真理は理沙を引っ張ると、談笑する妖魔たちの輪に向かった。

　真理から何人かの妖魔を紹介され、ふっと一息ついた時だった。

「今日は吸血鬼王ロワ・ド・ヴァンピールが招かれているとか……」

　理沙の耳が、すれ違いざまにそんな囁きを拾った。それは真理も同じだったようだ。

　真理はピタリと足を止めると、理沙にこっそりと囁いた。

「隅の方に行きましょう。目立たない方がいい」

　吸血鬼王ロワ・ド・ヴァンピール。名前だけは聞いたことがある。フランスの古き吸血鬼一族の当主の異名だ。本名は確か、ジャン・ユーグ・ド・ノアイユ。

　齢三百歳を超える吸血鬼で、美形が多い妖魔族の中でも一際目立つ存在だとか。

「なんでそんな大物が……」

　ざわめきが広がったのは理沙が呟いた時だった。

　妖魔達の波がモーセの十戒の海のように割れ、その中心をダークブロンドの男が歩いてくる。隣にいるのは主催者の交野透久で、背後には、いかにも仕事ができそうな、秘書っぽい茶髪の眼鏡の男性が陰のようにつき従っていた。

　彼が吸血鬼王ロワ・ド・ヴァンピールだ。誰に教えられるでもなく理沙は察した。

　ハリウッド俳優のような華のある男性だった。見た目は人間換算で四十代くらいで、苦みばしった大人の色気をふんだんに振りまいている。水晶のような青い瞳が美しかった。

『魅了』の魔眼を解放し、赤く染まった姿はどんな風なんだろう。思わず見たいと考えてしまい、慌てて理沙は自分の考えを打ち消した。

　彼に『魅了』されたら、恐らく自分は自分を失ってしまう。王が内包する魔力量は、理沙が見てきたどんな妖魔よりも濃厚で深い。

（強い。こわい）

　でも目が離せない。理沙は息をするのも忘れてジャンに魅入られていた。

「どうして日本に？」

「観光に来たところを交野の当主が捕まえたとか」

　そんなひそひそ声が周りから聞こえてくる。

　ジャンは、庭園の中心で透久と談笑している。

　その目がふいに、何かを探すように動いた気がした。
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　真理が知り合いらしい妖狐のマダムに捕まって、長い噂話に付き合わされているのを遠巻きに聞いている時だった。

「おい、お前、淫魔なんだってな」

　小学校高学年くらいの男子が理沙に話しかけてきた。

　交野透久をそのまま小さくした顔立ちのお子様だった。ほぼ間違いなく鬼の一族の子供だろう。

　いかにも生意気そうなお坊ちゃまだが、ホストの関係者を無碍にする訳にはいかない。

「そうだけど、なにかご用かな？」

「おい、子供扱いすんなよ、これでももう中一なんだからな！　お前とそんな歳変わんねーよ」

「そ、そうなんだ……」

「お前今チビって思っただろ！　まだまだ成長期なんだからな！　これからまだ伸びるんだ！」

（の、予定ね……）

　理沙はあえて口には出さず心の中で突っ込んだ。

　このお年頃の男の子に身長の話題はやめておいた方が無難である。

「で、どちら様でしょうか？　私に何のご用？」

「人に名前を聞くなら自分から名乗れよな」

　実に生意気な糞ガキ様である。

　理沙は内心イラついたが、顔には出さないよう理性で制御した。

「中森理沙よ。ドイツのシャート家に所属する淫魔です。よろしくね」

　一応本家の名前を出しておく。シャート家はヨーロッパでは有名な淫魔の一族だ。

「俺は交野尊たける。当主の交野透久は俺の伯父なんだ」

　ふんぞり返って名乗る少年は、やはり鬼の一員だった。

「お前、淫魔って事は、男のセーエキ食ってんだろ？　俺のも食わしてやろうか」

　予想通りの糞ガキだった。

　ニヤニヤといやらしい目で笑いながら、こちらを見てくるその姿は、小さなスケベオヤジである。

（このエロガキ……）

　弱小種族のお子様なら、即座に教育的指導を入れているところだ。

　この手のからかいは絶対にある。理沙は真理から事前に通告されていた。

　酔っ払ったおじさんに絡まれるのは覚悟していたのだが、まさかこんなお子様からセクハラを受けるとは思わなかった。

「間に合っているので大丈夫です。用がそれだけなら失礼しますね」

　にっこり笑うと、理沙は尊から距離を取ろうとした。しかし尊は、がしっと理沙の腕を捕まえてしまう。

「まだ何か？」

（げっ、掴まれた。気持ち悪っ）

「に、庭を！　せっかく来たんだから、この俺が家の庭を案内してやる！　滅茶苦茶広いからな！　裏庭には銀杏があって、そっちも滅茶苦茶キレイなんだぞ！」

「せっかくのお誘いですが結構です。母からあまり傍を離れないようにと言われておりますので」

　即座に断ると、尊は顔を真っ赤にし、ぐぬぬぬぬと詰まった。

　出会い頭にセクハラしてきたクソガキに、ホイホイついて行く訳がない。

　一体何がしたいのやらと、理沙は冷たい目で尊を見た。

「こらこら尊、お姉さんを困らせちゃいけないよ」

　助け舟を出してくれたのは、交野透久氏だった。それは助かったのだが、隣には、ジャン・ユーグ・ド・ノアイユを連れている。秘書っぽい茶髪のお兄さんも一緒だ。理沙はぴしりと固まった。

「可愛いお嬢さんですね、初めまして」

「は、初めまして。日本語がお上手ですね」

　ジャンに声をかけられ、理沙は緊張しながらも挨拶を返した。するとジャンは穏やかに微笑む。

「無駄に長生きしてるからね、勉強したんだ」

　ジャンの日本語はすごく流暢だった。ネイティブと言っても遜色ないレベルである。

「ジャン、こちらはシャート家にご縁のあるお嬢さんだよ。中森理沙さんって言うんだ。可愛い子だろ？　理沙さん、この男はジャン。私の古い友人でね」

「は、はい。存じ上げています。吸血鬼王ロワ・ド・ヴァンピールは有名な方ですから」

　緊張しながら答えると、ジャンはにこにこと手を差し出してきた。

　チャンスだ。理沙は尊に取られたままの手を引き戻すと、ジャンの握手に応えた。

「吸血鬼王ロワ・ド・ヴァンピールって呼ばれるのはあまり好きでは無いので……どうかジャンと呼んでください。可愛いお嬢さん」

「は、はい、ジャン、さん……」

　格好いい。けど怖い。吸血鬼王ロワ・ド・ヴァンピールが内包する大きな魔力が、妖魔としての理沙に備わる本能的な畏怖を呼び覚ます。

　手汗、かいてないだろうか。

　冷や汗をかきながら理沙はジャンの手を握った。

「尊、綺麗なお姉さんが気になるのはわかるけど、誘うならもっとスマートにやらないとダメだよ。ごめんね理沙さん。甥が迷惑をかけたね」

「いえ……迷惑なんて思ってませんから。気にかけていただいてありがとうございます。では、あの、母が待ってますので」

　ぺこりとお礼をすると、理沙はそそくさと彼らの前から下がった。

　尊とジャンからの視線を感じたが、妖魔の波に紛れ、真理のもとに向かう。真理は既に妖狐の奥様から解放されていた。

「あんたね、どうして吸血鬼王ロワ・ド・ヴァンピールと握手なんてしてるのよ！　ルイ君の事があるんだから、吸血鬼には関わらないように、隅の方に居るように言ったでしょ！」

「私悪くない。あのお子様が絡んできたから……！」

　理沙と真理はひそひそ声で応酬した。

　今のやり取りでどっと疲労が押し寄せてきた。
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　日付が変わる頃、疲れきった顔で宿に戻った理沙を、ルイは目を丸くして出迎えた。

「どしたの理沙ちゃん、何かやな事でもあった？」

　先に寝てていいとあらかじめ伝えておいたのだが、ルイは暇つぶしに持参した携帯ゲーム機で遊んで待っていたようだ。

「フランスの吸血鬼の王様がいて……挨拶しただけででものすごく疲れた……」

「吸血鬼の王様？」

「ノアイユ家っていう古くて強い血筋があって、そこの当主なんだけど、まさか出くわすとはね……ルイの事があるから、出来たら会いたくなかった」

「そいつ、俺と関係ありそうな感じだった？」

　ルイの質問に、理沙はふるふると首を振った。

「わかんない。挨拶しただけだし。吸血鬼の一族はノアイユ家だけじゃないしね……ただ、凄く強い妖魔で、見ただけでＨＰ削られる感じ……」

「ふーん」

　ルイは、同じ吸血鬼の話題なのに、特に興味なさそうだった。

　何が何でも肉親に会いたい、と言われるよりはいいのだが……ルイは自分のルーツには興味がないのだろえか。

　駄目だ。疲労で頭が上手く働かない。

「……温泉入ってくる。上がったら寝る……」

　理沙ははあっと息をつくと、ルイに断った。

「上がってきたらマッサージしてあげようか？　あっちもこっちも全身念入りに」

「は？　いらないよ。ばかなの？」

　軽口を叩くルイをじろりと睨むと、理沙は温泉に入る準備をするべく立ち上がった。
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　温泉から上がった理沙は、部屋に戻る途中で体調の異変に気付いた。

（あれ……これって……）

　頭が痛くてお腹がしくしくする。

　生理前の、あの症状に似ているような気がした。

　実は理沙の生理は成体してから来ていなかった。

　ちょっとしたストレスで遅れるのはよくある事だ。成体したのが体に大きな負担を掛けているのかもしれない。

　もう少しだけ様子を見て、あまりにも来ないようなら仕方ないので晃嗣に相談しようかな、と思っていたのだが……。

（環境が変わると来るっていうよね……うわぁ……）

　何もこんな旅先で、しかも疲れている時に来なくてもいいのに。

　理沙はますます憂鬱な気持ちになった。予備のナプキンはあるが、本当に始まったら足りないので買い足さなければならない。それに。

（精が欲しい……でもやだな。言い辛い）

　この頭痛とお腹の不快感は、恐らく飢餓によるものだ。

　男の精を摂取しないとおさまらない性質の。

　しかしルイからは昨日血液を与えるついでに飲んだばかりだ。理沙から欲しいと言うのは、プライドが許さない。

　念の為、晃嗣から処方されている薬は常備している。理沙はその薬に頼る事を決めた。

「理沙ちゃんどしたの？」

　部屋に戻ってから、薬を取り出した理沙を、ルイが目敏く見咎めた。

「そんなに体調悪い？　その薬、何？」

「ただの頭痛薬。ちょっと疲れたみたいだから」

　適当に言い訳して、カプセルになっているその薬を口に含もうとする。

　すると、その手をルイががしりと止めた。

「変な匂いがする。その薬」

「は？　何言ってんのよ？　何の匂いもしないよ？　気のせいじゃない？」

　ぎくりとしながらも、理沙は平然を装う。

「男の匂いがする。もの凄く嫌な匂いだ。理沙ちゃん、俺と会う前は、精が必要になったとき、特製の『薬』で我慢してたって前に言ってた。それ、その薬なんじゃないの？」

　ルイの瞳が赤く変色した。強い怒りがこちらに向けられているのを感じる。

「精が欲しいなら俺に言えばいいのに。そんな薬に頼んないで」

　どん、とルイは理沙を畳に押し倒すと、理沙の体の上に馬乗りになり、浴衣の裾から下着を下げ、性器を露出させてきた。

「俺、毎日でも出せるよ。だからいるなら俺のを飲んでよ……そんな変な薬飲むとかいやだ」

　理沙の目の前に勃ち上がりかけた肉棒を突きつけ、ルイはみっともなく懇願してきた。

「別に誰の精を飲もうが私の勝手でしょ？　なんでルイのだけにしなきゃいけないの」

「俺がやだからだよ！　理沙ちゃんが飲むのは俺の精液だけがいい。俺は理沙ちゃんの血しか欲しくないから、理沙ちゃんも俺の精だけ飲んでればいいんだ。ねぇ、お願い。俺のにするって言って？　俺のだけ飲んでよ」

　目の前で性器を握り、ルイは理沙に自慰を見せ付けてきた。

　至近距離にある肉棒は、痛そうなくらいに勃起し、先端からは透明な雫を涙のように零している。

　飲んで飲んでと必死に懇願してくるルイの姿は哀れで滑稽だった。

（ばかみたい）

　でも、かわいい。

　そして、淫魔である理沙の嗅覚は、そこの匂いをいい香りとして捉えていた。

（美味しそう）

　飢餓状態の体が、早くそれを寄越せと訴えてくる。

　甘くて濃厚な生クリームのようなルイの精液。

　自分から言うのは死ぬほど嫌だったけど、こんな風に情けなく向こうから差し出してくるのなら、飲んでやってもいいと思えた。

　理沙が上、ルイが下。その位置関係は崩れないからだ。

　心の中でそう結論付けると、理沙はルイの性器に顔を近づけた。
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　ルイは信じられない気持ちで、自分のモノを口に含む理沙の顔を凝視していた。

　性器をぱくんとくわえ、一生懸命舌を動かして、気持ちいい所を探ってくる。

　たどたどしい動きはもどかしいくらいなのだが、視覚の暴力が凄い。

　遅くに帰ってきて疲れているだろうに。

　口をすぼめて上下に動かしたり、先端のくびれたところを舌で突いたり、歯を当ててしまわないよう、一生懸命口をあけて、ルイを高まらせようと奉仕してくる。

「それじゃイけないから……手、使って……？」

　怒られるだろうか？

　ドキドキしながらもルイは、理沙の手を、口に含みきれない部分と、後ろの陰嚢に導いた。

「俺がいつも一人でするときみたいに擦って……そう、こっちにも触って欲しい」

　気持ちいい。すごく気持ちいい。

　いつもむしろ尊大に、淫紋を発動させて最短の手間で搾り取ってくる女王様が、一体何の心境の変化があったんだろう。

　わからないけれど、気持ちいいし、最高にいい気分だった。

「ねえ、俺も動いていい？」

　ねだってみたら、理沙はこくりと頷いた。

　許しがでるや否や、ルイは自分も腰を振った。あまり奥まで突っ込んで嘔え吐づいたら可哀想だから、理沙の様子をしっかりと観察し、気遣いながら、ここまでなら許されるという範囲を見極め、自分が気持ちいいように腰を動かす。

「んぅっ……ん、ん、ふぅっ……」

　犯している。理沙の口を。

　久々に女を自分の思い通りにする感覚に、ルイは高揚した。

　苦しいのだろうか。時折理沙が立てる、鼻にかかったような声が心地いい。

　みるみるうちに高まる射精感が勿体無く感じる。

　限界まで引き伸ばしたい。だって簡単に出してしまったら勿体無い。

　ルイは堪える。思い切り大量に、理沙の中にぶちまけてやるために。

　堪えながら必死に腰を振る。

「ん、うぐ……、んーっ……！」

　苦しいのだろうか。理沙は顔をゆがめるが拒否はしてこない。

　淫紋を作動させるとか、噛み付くとか、嫌ならいくらでもやめさせる手段はもっているのに。

　受け入れてくれている。そう思うともうたまらなかった。

　そうしているうちに本当の限界が訪れ──。

　ルイは性器を許される口腔内の一番奥まで押し込めると、昂ぶりを解放した。

　大量の精子が陰嚢から輸精管を通り、性器の先端から理沙の中に勢い良く噴き出す。

（だした……）

　理沙の唇を征服した満足感が、ルイの中で膨れ上がる。

　びゅく、びゅくと、性器が痙けい攣れんするたびに射精感が湧き上がり精液がほとばしる。

　全てを吐き出しきるまでにかかった時間は、いつもよりも長い気がした。

　予想外のタイミングだったのだろう。口を解放すると、理沙はけほけほとむせた。

　飲み込みきれなかった精液が、濡れた唇の端から零れている。

「ごめん、大丈夫？」

　慌ててルイは謝ると、指先で零れた精液をぬぐってやった。

「淫紋、使わなかったから突然で……びっくりしただけだから平気」

　理沙はそう言うと、ルイの指先の白濁を、ぺろりと美味しそうな表情で舐め取った。ちらりと覗く赤い舌に視線が釘付けになる。

「理沙ちゃん……」

　感極まって声をかけると、理沙はぷいとそっぽを向いた。

「たまにはこういうのもいいかなと思っただけ。昨日、ちゃんとしてあげなかったし……勘違いしないで」

　釘を刺してくる姿が暴力的に可愛らしかった。ここで調子に乗ると怒られるのは目に見えているので、ルイはこくり頷くだけにとどめた。
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　朝の陽射しに目覚めた理沙は、ベッドの中で大きく伸びをした。

　疲れるばかりだった京都旅行から戻り、昨夜は夢も見ないくらいぐっすり眠った。

　時計を見ると既に朝の九時を回っていて、一瞬焦るが、日曜日だった事を思い出してほっと息をつく。

　そうだ。だから今朝はスマホのアラームも鳴らなかったのだ。

　目覚めは爽快だった。百鬼夜行に参加した直後の不調が嘘のように体が軽い。

　ルイのものを貰ったからかと考えると、恥ずかしさに顔が熱くなった。

　薬よりも即効性があるような気がするのは、ルイが人間ではないからだろうか。

　混血の吸血鬼ダンピールである彼のものには、濃密な魔力が含まれている。

　真理によると、妖魔の精は人間とは比べ物にならないくらいに質がいいらしい。

　だけど、成体になりたてで、まだ成長期の理沙の体は普通の食事も必要とする。

　きゅる、とお腹が食べ物を求めて鳴った。

　ルイはもう起きているだろうか。

　目覚めていたら忠犬として理沙の為に食事を作っているはずだ。

　理沙は身を起こすと、リビングへと向かった。

　音が聞こえる。多分これは台所の水道を使う音だ。

　リビングのドアを開けると、食べ物のいい匂いが漂ってきた。味噌汁と魚の焼ける匂い。今日の朝ごはんは和食のようだ。

「理沙ちゃん」

　対面式のカウンターキッチンに立っていたルイが、目を見開いてこちらを見た。そして、ふらふらとこちらに近付いてくる。

「理沙ちゃんからすごくいい匂いがする。いつもいい匂いだけど今日はいつもよりすごい……」

　ルイは理沙の目の前までやってくると、鼻をひくつかせた。

　そしてそのままくんくんと遠慮なく理沙の匂いを嗅いでくる。

（こいつ──）

　理沙はいきなりのルイの態度に怒りを募らせた。

　一発殴るか、と手を振り上げた時だった。

　ざ、とルイは顔を真っ赤に染めて後ずさった。

「ご、ごめん理沙ちゃん。俺、しばらく理沙ちゃんに近付かない方がいいと思う！」

「は？」

「家主の理沙ちゃんに居候の俺がこんな事お願いするのはおかしいと思うんだけど……できたらしばらくの間、自分の部屋で過ごして貰えないかな……？　ホントは俺が北側の物置部屋にこもるか出ていくかした方がいいのかもだけど……」

　このマンションは３ＬＤＫで、北側に二部屋、南側はリビングダイニングに和室がついていて、和室の襖ふすまを外せば広い一室になるような造りになっている。

　北側の一部屋は理沙の私室、もう一部屋は物置として使っていて、ルイは南側の和室で寝起きして貰っていた。

　南側と北側の部屋の間には廊下があり、途中にお風呂とトイレ、そして物置がある。北側の部屋にこもってしまえば南側の様子は一切わからない構造になっていた。

　この部屋割りにしたのは、理沙のプライバシーを守るためだ。

「ルイ、突然何を……」

「近付くな！」

　怒鳴られて理沙はびくりと身をすくませた。しかし続いて湧き上がったのは怒りだ。

　なぜ下僕のルイに突然こんな事を言われなければならないのか。

　睨みつけると、ルイは思い切り理沙から目を逸らした。

「ご、ごめん、でも駄目なんだ。理沙ちゃんたぶんアレだよね？　女の子が毎月なるやつ……」

　理沙は呆気に取られた。

　言われてみれば旅館でその兆候を感じて、ルイのものを飲んで──。

　あれから二日が経過しているので、始まっている可能性がある。

「血の匂いがすごくて……理沙ちゃんと一緒にいたら、俺、理性飛ぶかも。だから……」

　ルイの言葉に理沙の体もかあっと熱くなった。

「は、ばかっ！」

　罵倒だけすると踵を返し、リビングを飛び出す。

「後でご飯は部屋まで持っていくから！」

　後ろからそんな声が聞こえてきたが、理沙は恥ずかしくてそれ所ではなかった。

　部屋に戻る途中、トイレで確認すると、確かにルイの指摘通り月のものが始まっていた。





　　　◆　◆　◆






「生理の理沙ちゃん、ヤバい」

　ルイはうつむいて小さな声で呟くと、頭を抑えながらリビングの窓を開け放った。

　この濃厚な甘い匂いを追い出さなければ、理性が飛んで今にも理沙を襲いに行ってしまいそうだ。

　これから約一週間、この香りをまとう理沙と生活するのかと思うと頭がくらくらする。

　本当なら出て行って、どこか他所で生活するべきだと思うのに、ここを離れるのは嫌だった。

　理沙の傍に居たい。理沙から離れたくない。

　だって理沙はあんなに綺麗で可愛くていい匂いがするのだ。ちゃんと見張っておかないとよその男に取られるかもしれない。

　季節は晩秋。まもなく師走だ。ベランダからは冷たい空気が入ってきて、火ほ照てる体と頭を冷やしてくれた。

　あの匂いの中でなら、不味い人間の血でも飲めそうだ。

　でも駄目だ。自分の胃よりも先に理沙のお腹を満たしてあげなくては。

　ルイはのろのろと台所に移動すると、理沙の為に作った食事をお盆に載せる作業を始めた。





　　　◆　◆　◆






　人の気配と共に、部屋の外から控えめなノックの音が聞こえてきた。

「開けなくていい……っていうか、開けないで欲しい。さっきも言ったけど、たぶん俺、今の理沙ちゃんに近付いたらおかしくなるから。ご飯ここに置いとくね」

　ルイの声とともに、かちゃん、と何かが置かれる音がした。たぶん食事を乗せたお盆か何かだ。

「食べ終わったら和室の襖の傍にでも置いといて。ほんとに今は顔合わせない方がいいと思う」

「ルイのご飯はどうするの？　今日は飲ませてあげる日だよね？」

　理沙はドア越しに声をかけた。すると、いらないという返事が返ってきた。

「輸血パックでいい。理沙ちゃんの残り香の中でなら飲めると思う」

（残り香って……）

　微妙に変態っぽい言い草に呆あきれると同時に、しくりと心が痛んだ。

「理沙ちゃんはお腹痛くなってない？　鎮痛剤が必要なら買ってくるから言って」

「別に平気」

「そっか。でもお腹冷やさないようにしてね。じゃあ、俺戻るから」

「…………」

　ルイの癖に。クズの癖にやけに紳士的だ。

　理沙の初めてを奪った時のルイなら問答無用で襲ってきそうなものなのに。

　理沙はどこか途方にくれた顔でドアを見つめた。





　　　◆　◆　◆






　いい匂いがする。

　甘い桃に似た果物の香りに上質なワインの香りが混ざったような匂い。

　この匂いは……

　和室の布団で眠っていたルイは、あまりにもいい香りに目を覚ました。

　半覚醒の状態の霞む視界に、こちらを覗き込む誰かの顔が見える。

（理沙ちゃん……？）

　長い髪とほっそりとした体つきの女の子。

　この家にいて、こんなにいい香りを放つ相手なんて一人しかいない。

　理沙の瞳は鮮やかな真紅に染まっていた。そして夜行性の動物のように光っている。

「起きちゃったんだ、ルイ」

　理沙はその場にしゃがみこむと、ルイの傍に座り込んだ。

「理沙ちゃん、一体何を……」

「下僕を従えるには飴と鞭が必要でしょ？　この二日間ルイはいい子だったから、飴をあげようかなって」

「ダメだよ……俺、こんな匂い嗅いだら理沙ちゃんの事襲っちゃう」

「襲える？」

　質問され、ルイは自分の体が金縛りにあったように動かせない事に気付いた。

（なんで……）

　そう思うと同時にある可能性が閃いた。

「もしかして力、使ってる……？」

　ルイの言葉に理沙は笑みの形に目を細めた。

「襲われるのは嫌だから。生理の間だけね」

　いつもの黒くて大きな瞳が、赤く染まると妖艶だった。

　ルイは種族的な特性によるものか夜目が効くが、夜の闇の中では視界は灰色がかったものになる。それがとても残念だった。

「どうして今？　昼間に声掛けてくれたら良かったのに」

「『催眠』の力は眠ってる時の方が効きやすいから。起きて、ルイ」

　理沙の瞳が妖しく光った。そしてルイの体が勝手に動き出す。

　まるであやつり人形になったように、ルイは布団から身を起こしていた。

　理沙は上に着ていたモコモコのパーカーを脱ぐと、布団に座るルイの上に膝立ちで座り、白い首筋を差し出してくる。

「飲んでいいよ。ただしちょっとだけね」

　ルイは引き寄せられるように理沙の首筋に顔を埋めた。牙を突き立てると、途端に口の中一杯に甘い味が広がった。

（ちょっと薄い……？）

　月経の間は貧血になる子もいるって言うから、理沙の血もそうなっているのだろうか。

　でも充分甘くて美味しい。いつもの濃厚なのも美味しいけど、これはこれであっさりしていて悪くない。

　理沙の手が髪を梳いてきてそれが気持ちいい。

　お腹が満たされると段々眠くなってきた。

　嫌だ。まだ眠りたくないのに。

「お休み、ルイ。また三日後の夜にね」

　ルイの意識は理沙の首筋に埋めたまま遠のいていく。

　ルイは必死に睡魔に抗おうとするが、結局勝てず──眠りの世界へと引き込まれていった。

「これは夢よ。目覚めたら忘れなさい」

　最後にそんな理沙の囁きが聞こえた気がした。





　　　◆　◆　◆






　首筋に顔を埋めたまま再び眠ってしまったルイの体を引き離し、布団に横たえた理沙は、はあっとため息をついた。

　自分は何をやっているんだろう。『催眠』の魔眼の能力まで使って。

　甲斐甲斐しく家事をして、理沙の食事を三食きっちり作るくせに、接触をとことん避けるルイが可哀想で同情しただけだ。

　生理が始まって一夜開けた月曜日、ルイは学校も休むという徹底ぶりだった。

　そんな下僕の献身にちょっとだけご褒美を、そう思って……でも襲われたら嫌だから能力を使うことにしたのだ。

　返り討ちにする自信はあるけれど、他人を痛めつけるのは好きじゃない。

　眠っているルイはいつもより幼く見えた。

　その顔を一瞥してから理沙は和室を後にした。
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　その『時』は唐突に訪れた。

　理沙の通う高校は、全員が何かの委員会に所属する事になっており、理沙は緑化委員会に所属している。

　緑化委員会の仕事は、学校内の植栽の管理だ。

　日々の水やりに花壇の花の植え替え、ビオトープの整備等を行っている。

　学期初めの委員会決めは争奪戦だ。誰しも面倒な事はやりたくない。一番人気がないのは担任の雑用係と化しており、やたらと仕事が多い学級委員と、体育の授業の時に前に出て準備体操の号令をかけなくてはいけない体育委員で、逆に人気なのは美化委員と図書委員だ。

　なるべく楽な委員に所属したいが、こだわりすぎるあまりにあぶれた結果、学級委員と体育委員になるのだけは避けたいという考えの理沙は、早々にほどほどの忙しさである緑化委員に立候補して滑り込んだ。

　夏休みや冬休みも水やりの当番があり、顔を出さなければいけないのは面倒だが、土いじりは嫌いではない。

　その日は、花壇の装いを秋冬の花に変える為、緑化委員全員に招集がかかっていた。

　理沙の月のものは既に終わって、ルイは学校に復帰していたが、今日は食材の買い出しをしたいとかで先に帰宅している。

　指先を土で汚しながら、理沙はこのところの寒さで枯れてしまった夏の草花を、ビオラやマーガレットといった秋冬の花の苗に入れ替える作業をしていた。

「中森ちゃん、青葉と仲良くていいね。羨ましい」

　話しかけてきたのは、同級生の委員会仲間の女子生徒だった。

「ホント、あんな彼氏理想だよー。めっちゃかっこいいし優しいし」

　ルイの洗脳は学校中に及んでいる為、どこに行ってもからかわれる。

　同級生達の羨望の眼差しに、理沙は乾いた笑みを浮かべた。

　──その時だった。

　ルイとの繋がりが、唐突に絶たれた。

（──え、何、なんで？）

　理沙は目を見張って動きを止めた。

「中森ちゃん、どうかした？」

　静止したまま動かなくなった理沙を、不審に思った同級生が声をかけてくる。

「え？　中森ちゃん、何、その目──」

　思うより先に魔力が噴き出していた。淫魔の種族能力、『催眠』の魔眼が発現する。理沙の瞳は恐らく真紅に染まっている。

（私はここにいた。いない事には誰も気付かない）

　念じると、周囲にいた同級生達の瞳から光が消えた。彼女は理沙から目をそらし、そのまま植え替えの作業に戻る。

　理沙はそれを確認してから立ち上がって走りだす。魔力を振りまき、作業中の緑化委員の仲間や先輩達が、理沙の不在に気付かないように暗示をかけながら。

　水道で手に付いた泥を洗い流すのももどかしかった。

　爪の間に細かな砂が入り込み、なかなか取れない。

　理沙は舌打ちすると、汚れを完全に落とす事は諦めて、教室へと全力疾走し、自分の席へと戻る。通学用の鞄の中に荷物を乱暴に突っ込むと、次に向かうのは駅だ。

　直前までルイの反応があった、二人で住むマンションに帰るために。

　早く。一秒でも早く。

　帰宅の道すがら、気ばかりが急く。

　淫魔の『初めて』の証、淫紋は、そう簡単に消えるものじゃない。

　相手が死ぬか、かけた本人が死ぬか、はたまた去勢または子宮を摘出し、淫紋部分を体から切り離すか。

　ルイの身に何があったのか、それだけが気がかりだった。

　電車がマンションの最寄り駅に着いた。電車のドアが開くと同時に、理沙は駆け出す。

　そうして辿り着いた自宅のマンションのエントランスで、理沙は口元を押さえた。

　濃密な魔力の気配がする。その魔力は禍々しく、黒く渦巻いている。

　何かが、いる。とてつもなく強い妖魔が。

　その気配は、理沙の部屋に近付くにつれ、大きくなっていく。

（この魔力、どこかで──）

　理沙の脳裏に百鬼夜行で出会った妖魔たちの顔が浮かぶ。そして、気付いた。

（吸血鬼王ロワ・ド・ヴァンピール）

　何故か来日していたフランスの名家の当主。王ロワの異名を持つだけはある、威厳と風格を持つ、古く貴き血の吸血鬼、ジャン・ユーグ・ド・ノアイユ。

（なんで？　私、別に何か話したわけじゃない）

　ただ会場で出会い、少し挨拶をしただけだ。

　ルイはノアイユの縁者だった？　だから彼がここに来た？　でもなんで？　どこでルイの存在が知られたんだろう。元々目をつけられていた？　そんな、まさか。

　呆然と立ち尽くしていると、マンションのドアが内側から開いた。

「お帰りなさい。中森理沙さん。待ってたよ」

　ドアを開け、嫣えん然ぜんと微笑みながら声をかけてきたのは、吸血鬼王ロワ・ド・ヴァンピール、ジャン・ユーグ・ド・ノアイユ。

　ダークブロンドの美貌の男が、そこに待ち構えていた。





　　　◆　◆　◆






　目の前の男から感じる強い魔力の威圧感に、理沙は圧倒されていた。

（怖い）

　吸血鬼王ロワ・ド・ヴァンピールは、一見すると優しげな笑みを浮かべているのだが、よく見るとその目は笑っていない。あの時に見た、水晶のような青い瞳とは違う。魔力を帯びた紅蓮の瞳。

　血のように鮮やかな紅い瞳には、燃え盛る炎のような怒りの感情が宿っていた。それはまるで、全てを焼き尽くす煉獄の火だ。

「ふぅん、見た目はどことなく面影があるね。フリーダ嬢に。君は曾孫に当たるんだったかな？」

　魔王の口から飛び出した曾祖母の名前に、理沙はぞくりと肌を粟立てた。

　知られている。この男に。調べられた。でも、何故。

「そんなに警戒しないで。君にはある意味感謝してるんだよ。中森理沙ちゃん。ここで立って話すのもなんだから、部屋の中に行こうか」

（行こうかってここ、私の家なんですけど）

　発言する勇気は理沙には無かった。おずおずと、促されるままにジャンの後ろを追いかけ、リビングへと向かう。

「ルイ！」

　リビングに入った理沙は、ソファに座るルイに気付き、駆け寄ろうとするがジャンに制止される。

「うちの可愛い子供に、それ以上近付かないで貰えるかな」

　ぐったりとソファに身を預ける様子に背筋が凍る。しかし、かすかに胸が規則正しく上下しているのに気付き、理沙は胸を撫で下ろした。

　ルイは生きている。恐らく眠っているだけだ。

「驚いたよ。たまたま訪れたこの国に、血族の匂いが付いた妖魔がいたから。交野の招待を受けて本当に良かった。我が一族に新たな子供が生まれるなんて、百五十年ぶりくらいだからねぇ……」

　ジャンはソファで眠るルイに近付くと、その頬を優しく撫でた。真紅の瞳はまるで愛おしいものを見るように細められている。

（血族……？　ルイはやはりノアイユ家の吸血鬼だったの？）

　言われてみれば、ジャンとルイの魔力の質は近い気がする。そして匂いも。

　ジャンから香るのも柑橘系の匂いだ。しかしその匂いは、ルイのものよりもより濃密で、苦い。

「驚いたかい？　僕は鼻が利くんだよ。慌てて君の事を調べてね」

　そう言ってジャンはくつくつと笑うと、理沙にかける魔力の圧を強めた。

　純粋に放出された魔力は暴力となる。

　大量に解放された魔力は風を引き起こし、理沙に襲いかかってきた。理沙は反射的に体を庇う。

「調査したらすぐにこの子の存在がわかったよ。極東の島国で遊んでいた時に撒いた種が、まさか実を結んでいるとは僕も思わなかった。でもね、逢いに来てみたら、不快なものがまとわりついているじゃないか」

　圧が一気に上がる。咄嗟にこちらも手から魔力を放って対抗しようとするが間に合わない。理沙はジャンの放つ魔力を受け止めきれず、後ろへと吹っ飛ばされた。

「ぐっ……！」

　背中をしたたかに打ち付け、理沙は床に崩れ落ちた。

「かはっ……」

　上手く息ができない。

　ジャンの魔力をまともに食らった右腕は感覚がなかった。ちらりと見ると、手の平は火傷したあとのように爛れていた。

　圧倒的な魔力差に、理沙は打ちのめされる。

（なんなのこの魔力。力の差がありすぎる……！）

　理沙の魔力を百とすると、ルイは七十ほど、この男は三百を軽く超えているのではないだろうか。

　淫魔は決して弱い妖魔ではないのだが、王と呼ばれる吸血鬼との力の差を目の当たりにし、理沙は恐怖に震えた。

「淫紋って言うんだよね。君達淫魔が初めて契った異性に付ける印。君達の関係は調べさせてもらったよ。よくもうちの可愛い子を奴隷扱いしてくれたね」

　種だけ撒いて放置した奴が何言ってんだ、淫紋がついたのは、そもそもルイに無理矢理レイプされたからだ。

　反論したい事は山ほどあるが、理沙は痛みと恐れで声を出せなかった。

「不快な印は僕が剥がしたからね、この子はもう自由だ。だけどね、それだけじゃ僕の気持ちは収まらないんだよ」

　ジャンは酷薄に笑うと全身の魔力を集中させた。

（ひっ……）

　本能的に死の恐怖を覚え、理沙は顔を逸らせて歯を食いしばった。その時──。

「やめろっ！」

　短い声とともに、ドシンという重たい音が聞こえた。覚悟していた衝撃は来ない。それどころか、魔力の圧が霧散した気配すらあった。

　理沙はそろりとジャンの方を伺った。

　ルイだ。いつの間にか目を覚ましたルイが、ソファからジャンの腰に掴みかかり、理沙を助けてくれたのだ。

「人の話聞けよこのクソ親父！　俺に淫紋がついたのは理沙ちゃんのせいじゃないって言っただろ！　俺が全部悪いの！」

「可哀想に。淫魔は催眠術が得意だからね……洗脳されてるんだね。お父さんがちゃんと解除してあげるからね」

「違うって言ってるだろ！　いい加減にしろ！」

　ルイはジャンの胸倉を掴んだかと思うと頭突きをぶちかました。そして瞳を紅に染め、全身から怒りの魔力を迸らせる。

「よくも理沙ちゃんを……ぜってー許さねぇ……」

　地の底を這うようなルイの怒りの声に、ジャンはこてんと首を傾げた。

「うーん……えーっと、あれ？　精神汚染系の魔力の気配はない……??」

「死ねよこのド腐れ外道──！」

　ドン、という音とともにルイの魔力がジャンに炸裂した。ジャンはなんなく受け止めたものの、衝撃波がリビングの壁に傷を付けたのが見えた。

　既に室内は、吸血鬼王ロワ・ド・ヴァンピールが理沙に放った魔力でずたぼろだ。

　一体誰が掃除するんだろう。

　理沙はズキズキと痛む体を宥めながらぼんやりと考えた。
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　時はほんの少しだけ遡る。

　委員会の活動がある理沙より一足先に、ルイは帰宅の途についていた。家の中にある食材が乏しいので、買い物に行きたかったからだ。

（昨日は肉だったから今日は魚……でもそろそろ冷凍の鶏肉使わないとなぁ。理沙ちゃんどっちかと言うと肉食系だから、チキンステーキにするか……）

　思考は主婦のそれである。しかしルイは今の理沙に尽くす生活が結構気に入っていた。

　魔力量が違うので、理沙には『魅了』の魔眼が効かない上に、淫紋で縛られる立場である。

　しかし理沙は、必要以上にその能力を振りかざしては来ない。自身が持つ『催眠』の力を使えばルイの意志を奪うこともできるのに、自由にさせてくれている。

　それはルイにとっては不思議で、とても心地よかった。

　家事をするのは血と衣食住の対価。精に関してはウィンウィン。繋がりは歪いびつなのに対等のような錯覚を覚えるのは何故なのだろう。

（好きだなぁ、理沙ちゃん）

　彼女の存在が、尊くて愛おしい。

　あえて告げようとは思わない。淫紋という繋がりがあり、今のところ自分が彼女が必要とする精を満たす唯一の存在だからだ。

　でも、いつか。

　もう少し時間が経ったら気持ちを伝える事ができるだろうか──。

「ちょっと、いいかな？」

　ぼんやりと考え事をしていたルイは、それが自分にかけられた声だという事に気付くのが一瞬遅れた。

「聞こえてない？　青葉ルイ……いや、高石累君」

　名を呼ばれ、はっと目を上げると、目の前にはやたらとド派手な外人がいた。

　身長百七十八センチのルイよりもこぶし一つ分大きい長身は、スタイルがよく、ダークスーツにワインレッドのカラーシャツを合わせ、センスよく着崩している。

　髪はやや長めのダークブロンドで、顔にかかる長い前髪が物憂げな印象だ。

　そんな外人が、サングラスをかけた姿で目の前にいるのだ。反射的に頭に浮かんだ単語は『お忍びのハリウッド俳優』だった。しかもこの男、明らかに気配が人間ではない。

　こんなに接近されるまで気付かないなんてうかつだった。こいつは妖魔だ。しかも、相当に強い。

　ルイは警戒態勢を取り、じり、と後ずさった。

「あぁ、取って食うつもりはないから逃げないでもらえるかな。ただ僕は君と話したいだけだよ」

「……なんで俺の名前を？」

「調べたからね」

　外人はさらりとそう言うと、サングラスをずらした。水晶のような青い瞳があらわになり、端正な顔立ちの全容が見える。

　大人の色気にあふれた四十代前後の白人男性。その姿に、ルイは見覚えがあった。

　ルイの母、高石早苗は、一枚の写真を後生大事に持っていた。そこに写っていたのは一人の進駐軍の兵士だ。

「ルイ・ヴァレーズ少尉……？」

「ん？　僕の名前はジャンだよ。ジャン・ユーグ・ド・ノアイユ。……いや、待てよ。何か覚えのある名前だな…………」

　ジャンと名乗った目の前の男は、うーんと中空を見つめ思案した。ややあって、記憶を思い出したのか、ぽんと手を叩く。

「思い出した！　この国で兵隊さんごっこして遊んでた時に名乗ってた名前だ！　もう七十年くらい前になるのかなぁ。あの頃この国はアメリカの占領下だったから、アメリカ兵になりきったら好き勝手して遊べたんだよね」

　ジャンはすっきりとした表情になると、ルイの体を頭からつま先まで感慨深そうに見つめた。

　一方のルイは、混乱していた。ルイ・ヴァレーズは、進駐軍の兵士専門の街娼だった時代の母の早苗が、特に気に入っていた兵士の名だ。ルイの名はその兵士からとったもので、早苗はルイの事をルイ・ヴァレーズの子供だと信じきっていた。

　どうしてその彼が、現代の日本に、当時の姿のまま存在するのか……

「そっか、君はその時に出来た子なんだね。なるほど、僕の子だからこんなに魔力が私に近いのか……」

（僕の子？）

　どういう意味だ。ジャンの言葉がうまく頭の中に入ってこない。

「ごめんね。僕達吸血鬼は子が出来にくいから。まさかこんな極東の国の女の子が僕の子を産んでくれてたなんて思いもよらなくて気付かなかったんだ。きっと苦労したんだろうね。可哀想に。これからはノアイユ一門の子供として、僕が守ってあげるからね」

　うんうんと頷くと、ジャンはルイの頭を撫でてきた。

（父親……？）

　ようやくジャンの言葉を咀嚼したルイは、呆然と父を名乗る男の顔を見た。

　言われて見れば、顔立ちも、魔力の質も、どこか似ている様な気がする。

　ルイの出生を確認する時、理沙は、両親どちらかは必ず吸血鬼だと言っていた。と、言う事は、こいつの妖魔としての種は吸血鬼で──。

（そう言えば、理沙ちゃんが京都で会ったって言う吸血鬼、こいつと同じ名前じゃなかったか？）

　ルイははっと目を見張った。

「淫魔の女の子から気配をたどって来たから嫌な予感はしてたんだけど……やっぱりね。不快な気配がする。淫紋、付けられてるよね」

　ジャンはルイの手を取ると、いきなり魔力を流し込んできた。

　他者の魔力を流し込まれるという不快感に、ルイは鳥肌を立てた。慌てて掴まれている手を引き剥がそうとするが、ジャンは容赦なく自分の魔力を送り込んでくる。

「何すんだよ。やめろ！」

「我慢するんだ。お父さんがルイ君を解放してあげるからね」

「待てよ。解放なんていらない。だって悪いのは俺だ！　だから──っぐ！」

　体内に送り込まれる魔力の量が増した。それは体に刻み込まれた、理沙の魔力を強引に引き剥がし、取り除こうと働く。体内を他者の魔力が這い回る不快感がルイをさいなむ。

　やがてそれは、限界に達し──。

　ルイは意識を失った。

　──次に気が付いた時、視界に入ってきたのは、マンションのリビングで、理沙がジャンに痛めつけられる姿だった。








和解と受容









　ルイは、ジャンの攻撃を受けて傷付いた理沙を、慎重な手付きで自室のベッドへと運んでくれた。

　リビングはずたぼろで、とても落ち着いて過ごせる環境ではなくなってしまったからである。

　部屋の外、マンションの廊下の方から、強い魔力の反応を感じたのは、ルイの手によって、優しく毛布をかけられた時だった。

　何事かと思う間もなく、その反応は部屋の中へと侵入してきた。

「見つけましたよ！　この脳筋クソ王が！」

　息を切らせて部屋の中に飛び込んできたのは、眼鏡をかけた茶髪の男性である。

　そのエリートサラリーマン風の姿には見覚えがあった。なぜなら実は理沙の好みのど真ん中の男性だったからだ。外国人でちょっと顔立ちが派手すぎるが、いかにも堅実で真面目そうだ。年は二十代後半くらいで、ダークスーツが良く似合っている。

　そんな彼は、京都の交野邸で、ジャンに陰のように付き従っていたあの秘書風の男性だ。

　男性は、ぼろぼろの状態でベッドに横たわる理沙を見ると、

「ああああああ、手遅れだった」

　その場にがくりと崩れ落ちた。
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「この度は当家の主が、早とちりでこのような狼藉を働き申し訳ございませんでした」

　男性は、アシル・ユグノーと名乗った。秘書っぽいと感じたとおり、ジャンの私的な秘書と家令アンタンダントを兼ねたような役割を果たしている人物だった。

　家令アンタンダントと言われてもピンと来なかった理沙に、ジャンが日本人がイメージするところの執事で、邸の管理人だと教えてくれた。

　勿論彼も人間ではない。ノアイユ家の分家筋に当たると言う吸血鬼……正確には父親が人間の混血の吸血鬼ダンピールだそうである。

「ごめんね、おじさん後先考えずに飛び出しちゃって……まさかうちの子がこんなクズ野郎に育ってるとは思わなくて……部屋はちゃんとおじさんが責任を持って直すからね」

　ルイが理沙の下僕になった経緯を一から聞いた吸血鬼王ロワ・ド・ヴァンピールは、アシルに頭を抑えられ、強制的に土下座をさせられている。理沙はその姿に頬をひきつらせた。

「あの……誤解が解けたのなら、それでいいので……部屋の弁償はもちろんしてもらいますけど……」

　許さないと言いたい所だが、この人たちとの魔力差がありすぎて怖くて言えない。

「理沙ちゃん、手の怪我、手当てしないと」

　ルイが心配そうに声をかけてくる。

「いや、もう大丈夫。塞がりかけてるから」

　妖魔の回復力はとても高い。成体になる前とは比べ物にならない速度で傷が治っていくのを理沙は感じていた。強かに打ち付けたはずの背中ももう痛まないし、爛れた手を見ると、きれいな皮膚が再生してきている。理沙はその手をルイに見せた。

「ホントだ。ちゃんときれいに治りそうだね。傷跡でも残ったらどうしようかと……」

　ルイは理沙の手を撫で、安心したようだった。理沙は空いている手で思わずルイの頭を撫でていた。

「うう、ホントにごめんね、理沙ちゃん。できればこれからも息子と仲良くしてくれるとおじさん嬉しいんだけど……」

（おじさん……吸血鬼王ロワ・ド・ヴァンピールが、おじさん……）

　見た目四十代はおじさんの範疇ではあるのだが、非常に妖艶な美形に言われると違和感しか覚えない。

「えーっと、ノアイユ卿」

「そんな他人行儀な呼び方しなくていいよ！　前に京都で会った時にも言ったよね？　息子のガールフレンドなんだし、できたらジャンって呼んで欲しいな」

「いや、でも、そんな。吸血鬼王ロワ・ド・ヴァンピールをファーストネームで呼ぶなんて恐れ多くて」

「ダメだよ！　僕はただ長く生きてるだけのおじさんだから。是非ジャンと呼んで欲しい」

　譲ってくれない気配である。理沙は諦める事にした。

「では、あの、ジャンさん。その、今後の事なんですが。その前に、少しお聞きしたい事があって」

「なになに、何だい？　何でも聞いて」

「えっと、吸血鬼の方々はお食事をどうされているんでしょう。実はルイが、私の血しか受け付けないと言うんです。人間の血は臭くてまずいって。一度妖魔の血を口にしちゃうと、人間の血は飲めなくなってしまうものなんでしょうか？　でも私、今までにそんな話聞いたことなくて」

「うん？　そんな事はないはずだよ？」

　そう言ってジャンは不思議そうに首を傾げた。

「ジャン様、僭越ながら申し上げます。一族の枠から外れて成長されたルイ様は赤子と同じです。もしかしたら、血液の飲み方をご存じないのではないでしょうか？」

　これまで沈黙を守っていたアシルが、見かねたのか割り込んできた。

　ジャンは思い当たる事があったのか、あ、っと目を見開いた。

「そういうことか！　ルイ、人間の血を貰う時はね、飲む前に自分の魔力を通さないといけないんだよ」

「魔力を、通す……？」

　ルイが眉をひそめながら呟くと、ジャンは痛ましいものを見る目をした。

「我々吸血鬼に必要な栄養素は、血液中に含まれるタンパク質と、魔力とが結合したものなんだ。だから同じ妖魔の血なら原液でもたぶん飲めるんだけど、人間の血を貰う場合は足りない魔力を自分のもので補わないといけない。味も吸収率も悪いから沢山飲まなきゃいけなかったろ？　そもそも我々は、伴侶として選んだ者から血を貰えば充分生きていけるように出来ている。理沙ちゃんは淫魔族だから、そこに更に君の魔力を通せば人間の血液以上の極上の糧になるだろうね」

「え……」

「更に魔力を通すという行為には、伴侶の老化を遅らせるという効果もある。我々は他の種よりも長い年月を生きるから、これは神様が我々に与えてくれたギフトだと思っている。君はさぞかし苦労したんだろうね。可哀想に……」

「そ……んなの、知らない……」

「……全ては君を取りこぼした僕のせいだ。吸血鬼は子供が出来にくいとは言え、関係した女の子のその後はちゃんと追跡しておくべきだった」

「は？　今更謝られたって遅せぇよ！　どうせ母親が娼婦だったから放置したんだろ！　お前だってクズじゃねーか！」

　ルイはそう叫ぶと、触れようとしたジャンの手を叩いた。

「あの時の僕は長年の伴侶を亡くして荒れてて……なんてただの言い訳だね。ルイ、君の怒りは正当なものだ」

　理沙と繋いだままになっていたルイの手は、小刻み震えていた。理沙は思わずその手を強く握った。

「で、でもさ、ルイ！」

　理沙は思い切って、親子の会話に割って入った。

「結果的には良かったんじゃないかな！　肉親は見つかったし、もうお互いに縛られなくて済むようになったよね」

「え？」

「ルイの淫紋は消えた。食料事情も解決。ならもう一緒にいなくても大丈夫になったんだよ」

「何、言ってんの？　理沙ちゃん……」

　理沙は努めて淡々と告げる。

「私もいい加減うんざりしてたんだよね。好みじゃない人に淫紋ついちゃって……私の血がなかったら飢え死にするなんていうから、お情けで傍に置いてあげてただけ。いい機会だと思うよ。折角こうしてお父さんが迎えに来てくれたんだから。ルイはお父さんと吸血鬼の一族のところに行く方がいいと思う」

　静かに理沙がそう告げると、ルイの瞳が揺れた。

「理沙ちゃん、俺の事そんな風に思ってたの……？」

「あんな始まり方で、どうしてそんなにショックを受けてるの？　そっちのが私は不思議なんだけど」

　ぐ、とルイは言葉に詰まり、悔しげに下唇を噛んだ。

（ああ、そんな事したら痕になっちゃう）

　理沙はぼんやりとそんなルイの様子を見つめた。

　傷付いているルイに、酷な事を言っているのは承知している。でも、親族が現れたのだから、彼はそこに行く方がいい。吸血鬼には、理沙の知らない種の特性がまだあるかもしれないのだから。

「精は、どうすんだよ……」

「え？」

「理沙ちゃん、俺がいなくなったら精はどうすんだよ！　よその男から貰うの？　そんなの嫌だ。俺のだけにして！　本番出来なくてもいい。もう血が欲しいなんて言わない！　家事だってこれまで通りする！　だから俺の事追い出さないで！　理沙ちゃんの傍に置いて！　俺、理沙ちゃんの事好きなんだ！　だから離れたくない！　捨てないで……」

　突然叫び出したルイに理沙は呆気に取られた。

「えーっと、ルイ、いきなり何を……？」

「いきなりじゃない。ずっと思ってた。理沙ちゃん好き。好き好き好き。好きだから絶対離れない。よその男の精液飲むとか許さない。何がなんでも妨害するから」

　理沙の手をぎゅうぎゅうと握りしめるルイの目は据わっていた。突然の好き好き宣言に理沙は困惑し、思考が停止する。

「なんて言うか……ものすごく甘酸っぱいね。おじさん達ちょっと出てるね……？」

　しまった。ジャンとアシルがいるのを忘れていた。

　ジャン達は生温い目をルイと理沙に向けると、二人そろって部屋を出ていった。

（待って、行かないで！）

　理沙はその背中を視線で追いかけるが、面白くないとばかりにルイが間に割って入ってきた。

「理沙ちゃん……俺といるの、そんなに嫌だった……？」

（うっ……）

　また、例の捨て犬の目だ。理沙はたじろいだ。

　お前なんか嫌いだ。ジャンと出ていけ。

　そう言うべきだと思っているのに。

「嫌い……じゃ、ない……」

　言えなかった。

　始まりは強姦で、印象なんて最悪だったはずなのに。

（こんな目で見てくるから）

　極上の見た目の男が、献身的に尽くしてくれる上に見捨てられたら死ぬなんてすがってきたら、絆されてしまう女の子は自分だけでは無いはずだ。

　だけどまだ、ルイのように素直な気持ちは言えそうにない。

「ルイの馬鹿……」

　そう言うのが精一杯だった。
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　理沙はルイと共に、その日のうちにノアイユ家が手配したホテルへと移った。

　手配してくれたのはアシルだ。仕事が早く、理沙とルイが想いを伝え合っている間に、既にホテルを押さえてくれていた。

　これから二人は、ジャンが壊したリビングの修繕が終わるまで、再びホテル暮らしをする事になる。

　ルイは理沙と共にいる事を選び、ジャンもそれを認めてくれた為、二人の生活はこれまで通りという事になりそうだ。

　尚、ジャンはルイを連れ帰るのを諦めた代わりに、しばらく日本に滞在し、ルイとの親子関係を構築するのだと張り切っていた。ついでに吸血鬼としての力の特性などもルイに教えてくれるという事だ。

　はた迷惑な吸血鬼王ロワ・ド・ヴァンピールとの付き合いは、まだまだ続きそうである。

　事の顛末は、流石に真理への報告が必要になるだろう。

　真理経由でドイツの本家、シャート家に、一応話を通しておく必要があるからだ。

　父と引き篭もりたい真理からは、ちくちく文句を言われそうで、今から理沙は気が重かった。

（面倒な事考えるのは明日にしよう……今日はもう疲れた）

　どうにか気力でシャワーを浴びた後、理沙はベッドに突っ伏した。アシルが手配してくれたのは、ホテルでも最高級の、ロイヤルスイートルームという奴だった。

　部屋はとにかく広い。本当にホテルなのかと疑いたくなる広さである。

　ダイニングにリビング、ベッドルームも二つあって、バスルームやトイレも、どこの金持ちの豪邸かと言いたくなるくらいきらびやかだった。

　大抵の力ある妖魔は資産家なのだが、ノアイユ家は妖魔の中でもトップクラスに位置するハイソサエティなお家柄だった筈だ。

　かつては伯爵位を持つ貴族で、今は大地主として大きな農場を経営しているという話である。高級ワインを生産する有名なワイナリーも所有しているとか。

　同じ地主でも中森家とは規模とスケールが違う。

　マンションの修繕費の話し合いは、真理とノアイユ家の間ですることになるのだろうが、がっつり吹っかけてもらおうと理沙は心に決めた。

「あの、理沙ちゃん……ちょっといいかな……？」

　リビングのソファに腰掛け、やさぐれる理沙に、ルイが躊躇ためらいがちに声をかけてきた。

「何？」

「あの、さ……血、貰ってもいいかな。今日、いろいろあって、実は飲みそびれてて……」

「あー……うん、いいよ。今日は元々あげる日だったし……」

「あ、ありがと。あの……じゃあさ、ジャンのおっさんが言ってた奴も、試してもいい？」

「魔力を通すって奴？」

「うん。そうすることで、どんな血でも、より自分に適した血になるから、飲む量も頻度もそんなに必要なくなって、一人の血液でも充分満足できるんだって。勿論それだけじゃなくて、理沙ちゃんの老化を遅らせる効果もあるって言うから、美容にもいいと思うんだ」

「そんな色々言い訳しなくてもいいよ。どうやるの？　やり方もちゃんと習った？」

「う、うん。じゃあちょっと、手、借りるね」

　ルイは緊張の面持ちで理沙の左手を取ると、自分の右手と手の平同士を合わせてきた。

「流すよ」

　ルイが宣言すると、じわりと手の平から、温かい何かが入ってくる感触があった。

「嫌な感じとか、違和感とかあったら教えて。すぐやめるから」

　理沙はこくんと頷いた。

　大丈夫だ。温かいものが体の中を巡る感覚は、むしろ気持ちいい。

　ルイはとろんとした目で、うっとりと呟いた。

「やばい、めっちゃいい匂い。理沙ちゃんは前からいい匂いだけど、なんていうか、よりすごい」

　どろりと溶けた目が理沙を捉える。駄々漏れになった色気にあてられて、体全体が熱を帯びた。

「飲んでいい？　てか飲むよ。もう我慢できない」

　合わせるだけだった手の平が、がっしりと掴まれる。指と指とが絡まりあった、俗に言う恋人繋ぎと言う形だ。

　ルイは魔力を流し込むのはそのままに、理沙の首筋に噛み付いてきた。

「んっ！」

　快感に体全体がピクンと跳ねた。首筋をルイの舌が這い回る。

　加減が出来なくなったのか、流し込まれる魔力量が増えた。

「あ……あっ……」

　侵食される。体の内側からルイの魔力に。

　不快ではないのだが、体中が熱くて、なんだか変な気持ちになってくる。

「ぁ、……すご……吸収率が全然違うって、こういう事なんだ」

　ルイは首筋から唇を離し、とろけた眼差しでうっとりと囁いた。そして理沙の空いている右手を取ると、既に硬く勃ちあがっている場所に導いた。

「こっちも、いい……？　理沙ちゃんの血がやばすぎて、おさまんない……っ」

　切羽詰まったルイの様子が可愛くて、理沙はふわりと微笑んだ。

「いいよ。今日はこっちで、してもいい」

　理沙はルイのそこから手を離すと、自分の下腹部、子宮のあるあたりに触れた。

「ほん、とに……？　だって今まで、ずっと嫌がってたのに……？」

　理沙はこくりと頷いた。今のルイなら受け入れてもいい。そう思えたのだ。

　自分の一番深い場所で、この男を食べてみたい。

　淫魔の本性が囁いてくる。熱に浮かされた体は、更なる熱を求めていた。

　ルイの目つきが変わる。獰猛な肉食獣のそれになる。

　性急にキングサイズのベッドが置かれた主寝室に連れ込まれた。

　ベッドに理沙を押し倒すや否や、ルイは理沙の衣服に手をかけた。お互いシャワーを浴びた後。Ｔシャツにスウェットという部屋着姿である。

　理沙の胸も、下半身も、恋人にしか見せない部分が一瞬であらわにされた。

　もどかしげに自分の服も脱ぎ捨てると、ルイは理沙に覆いかぶさってくる。

　大きく足を広げられ、女の部分を丸見えにされる。

「でんき、消して」

「だめ。今日は全部見る」

　ルイは爛らん々らんとした目で、食い入るようにソコを見つめながら、まずは指先を伸ばしてきた。

「濡れてる」

　嬉しそうに舌なめずりをすると、既に溢れて来たものを指で確かめるように掬い取った。

　そして、ソコが充分に潤っているのを確認すると、つぷり、と指を差し入れてくる。

「狭……痛くない？」

　理沙はこくりと頷いた。

　恥ずかしい。生まれたままの姿を、初めて異性の前にさらしている。

「理沙ちゃんのここ、凄い。狭くてうねうねしてて、ぐいぐい俺の指食べてくね。入れたらめっちゃ気持ち良さそう……早く入れたい」

　はあはあと荒い息をつきながら、ルイは指をゆるゆると動かした。中を探るように抜き差しを繰り返しつつ、次の指を入り口に添えてくる。

　圧迫感が増した。指が増やされたのだ。

　身を硬くした理沙を慰めるように、ルイは親指を陰核に添えてきた。

　優しく弄られ体が跳ねる。きゅう、と膣に入るルイの指を食い締めてしまう。

「すげ……」

　呟くと、ルイは理沙の唇を奪ってきた。同時に腰を押し付け、硬いものを理沙のふとももにこすり付けてくる。そして、膣に突きこまれた指の動きが乱暴になった。

　二本の手をばらばらに動かし、理沙のいい所を探ってくる。お腹側の一点をかすめた時、理沙の体が大きく跳ねた。

「見つけた」

　ルイはにやりと笑うと、そこばかりを重点的に攻めてきた。指を折り曲げて伸ばし、折り曲げて伸ばし、指の腹を使ってリズミカルにトントンと、何度も何度も刺激してくる。

「やだ、やだっ、ルイ、やめて。へん、へんになる。へんになるから、やだぁ！」

　尿意のような感覚がこみ上げ、理沙は身を捩って逃げようとした。でもルイはそれを許してくれない。

「大丈夫。我慢しないで。そしたらもっと気持ちよくなるから。変になっていいんだよ。どんな風になった理沙ちゃんも俺は受け入れるから」

　この馬鹿。やめて。変態。

　そう言いたいのに、理沙の口から零れるのは悲鳴のような喘あえぎ声だ。

（だめ。だめだめ、もう無理……っ！）

　尿意が限界に到達し──。

　ぷしゃあ、と何かが下半身から勢いよく飛び出した。

「や……わたし、漏ら……」

「違う。潮だよ。理沙ちゃんエロすぎ」

　ふわっと心の底から嬉しそうに笑うと、ルイは理沙が出したものを見せてきた。

　それは透明で、何の匂いもしないさらさらとした液体だった。

「もう俺我慢できない。入れたい。入れるね」

　そう言うと、ルイは自分の性器を性急にそこに押し当ててきた。

　ルイの先端と、理沙の入り口がキスをする。

「あ……なま……？」

「駄目？　理沙ちゃんもお腹空いてるでしょ？」

「こども、が……。あ、できにくい……？」

「うん。ジャンのおっさんにも聞いたけど、一生できない可能性もあるって。それくらい確率低いらしいけど……やっぱ、駄目かな？」

　ルイの質問に、理沙はふるふると頭を振った。

　もし出来てもいいと思った。お互いに魔力があるから、きっと学生生活もどうにかなる。

「いいよ。いれて」

　許しを与えると同時に、強く突き込まれた。快感が頭の中でぱちぱちと弾ける。

「あ、やばっ……！」

　奥まで到達するのと同時に、どくどくと、注ぎ込まれるのがわかった。

「嘘だろ……入れただけで……」

　全てを出し切ったルイは、まだ中にそれをおさめたまま、呆然と呟いた。

「あ……これが、ルイの精……」

　一方の理沙は、とろりと溶けた眼差しでルイの精液を中で受け止めていた。

　気持ちいい。

　ルイの魔力を帯びた濃厚な白濁が。

　もっと欲しい。

　きゅう、とそこが収縮し、まだ硬度を保ったままのルイを食い締めた。
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「ごめん、理沙ちゃん。いつもはもうちょい持つんだけど……」

　ルイは理沙の中に自分のものをおさめたまま、申し訳なさそうに眉を下げた。情けない表情に、理沙の母性本能が刺激される。

「でも、まだ、出来るよね……？」

　硬いままのそこを挑発するように食い締めると、ルイの瞳に獰猛な色が戻った。

「いいの？」

　質問にこくりと頷くと、がしりと腰をつかまれた。

　ごりゅ、と最奥が穿たれる。

　まずい、と思うよりも前に、遠慮なく中が踏み荒らされた。

「は、やば。いつもはこんな早く復活とかないんだけど、理沙ちゃんの中、気持ちよすぎ……」

　ルイは舌なめずりをすると、激しく腰を動かし始めた。

「あ、あ、あ、やっ……、ひんっ、気持ちいっ……！」

　先ほど出したばかりのルイの精液が、胎内全体に塗り込められているかと思うと、あまりのいやらしさに目眩がする。

「っ、ふ、あ……あ……あっ……！」

　大きなルイのものの先端は、簡単に理沙の子宮口に到達し、執拗なまでにそこをぐりぐりと刺激してくる。

　かと思うと前後する腰の動きが大きくなり、先ほど探り当てられた性感帯から最奥にかけて、先端の膨らんだ部分を使ってかきむしる。

　淫魔の性なのか、乱暴に扱われても理沙の体はそれを快感として受け入れてしまう。

　あまりの気持ちよさにくらくらする。

　理沙の隘路はきゅうきゅうと収縮し、中を蹂躙する肉棒を食い締めて歓待し、男の更なる獣欲を煽った。

「……っ、ルイ、もっとぉ」

　蕩けた脳が命じるままにおねだりすると、ルイはがつがつと腰を振った。

　ぱんぱんに膨らんだ陰嚢がお尻に当たる感覚がある。下の毛同士が触れ合い、根元まで押し込まれ、奥の奥まで犯されている事を実感する。

　いい匂いがする。ルイは理沙の匂いをいい匂いというけれど、理沙もルイの匂いが好きだ。

　シトラス系の爽やかな匂い。それが濃厚に香り、嗅覚もルイで埋め尽くされる。いや、犯されてるのは嗅覚だけじゃない。五感の全てだ。

　蕩ける顔が、粗い息遣いと水音を立てる下肢が、全身に感じるルイの肌の感触が、そして、つい今しがた強引に奪われた唇が。

　全部、ルイでいっぱいだ。

（キス、しながら、気持ちい……）

　上も下もルイと繋がって、舌と性器の動きが連動し、両方から理沙を侵食する。

　理沙の舌をルイの舌が追いかけ、捕まえ、吸い上げる。そして下ではぐちゅぐちゅと穿ち突き上げる。

「ん、ん、ふ、んあっ、あああっ……」

　セックス、すごい。気持ちよすぎて馬鹿になる。もっともっと乱暴に、そして沢山突いて滅茶苦茶にして欲しい。

「出る、あっ、また出るっ……！」

　かすれたささやきと共に、性器の一番先が、子宮口に押し付けられた。全身をきつく抱き締められ、体の中も外も余すところなく密着する。

（あ……）

　出てる。

　中のものがぶるりと震え、粘り気のある白濁をどぷりと吐き出すのがわかった。

　どぷり、どぷり。

　痙攣の度に精液が排泄され、胎内がべったりと汚されるのを感じる。

（穢されちゃった）

　でも、それが嬉しい。

　理沙の中はルイを歓迎し、精液を奥へ奥へと誘い込む。

　体が急速に満たされていく。理沙は淫魔。その本性が、精液に含まれるルイの魔力を吸い上げ歓喜する。

　ああ、経口からの摂取とは全然違う。これを知ったらもう戻れない。

　理沙はどろりと濁った目でうっそりと微笑んだ。

「もっと、して」
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　理沙は淫魔。

　それをルイは痛いほど実感していた。

　昼は淑女、夜は娼婦。

　昔から男の理想を体現する言葉だが、今の理沙にも当てはまっている。

　普段の理沙は、親世代受けが良さそうな、『清楚なお嬢様』だ。

　艶やかなチョコレート色のセミロングの髪に、ぱっちりとした大きな黒い目。

　学校ではきちんとプレスされた制服を気崩すことなく着用し、スカートは膝丈の規定を守っている。

　私服はどちらかと言うとマニッシュで、スキニーデニムを好む理沙だが、身につけている服はどれも縫製がしっかりとした仕立てがいいもので、食事の取り方やちょっとした仕草などからも育ちの良さが感じられる。

　そんなお嬢様が、ルイの下で淫蕩に喘いでいる。

　大きく足を開き、性器もお尻の穴も、全てを無防備にルイにさらし、滅茶苦茶な突きこみを受け入れている。

　理沙の膣は、ルイの性器を貪欲に飲み込んで歓迎する。内襞はルイのものに媚びて絡み付き、奥へ奥へと咥え込んで子種をねだる。濡れて、熱くて柔らかいのに締め付けはきつくて、自分の形に広がっているのだと思うと、征服欲が煽られる。

「んっ、あっ、ルイ、もっと……んああぁっ！」

　ルイに合わせて腰をくねらせ喘ぐ理沙はとてもきれいでいやらしい。

　何よりもルイの心を捉えて離さないのは、黒目がちの大きな瞳だ。いつもどこか醒めていて冷静な瞳が、熱情に潤んでいる。蕩けるような眼差しが、欲情をルイに伝えてくる。

　理沙のこんな瞳を見るのは初めてだ。

　心も、体も、全てを赦された証に思えて、たまらなくなり、ルイは理沙の体に腰を強く押し付けた。

　魔力を通した女は自分の専用品になる。そう教えてくれたのはジャンだけど、その言葉は真実だった。

　ほっそりとした肢体にはルイの魔力が隅々まで宿り、元々の匂いにルイの匂いが混ざったものが甘く香る。

　ルイの律動に合わせ、形のいい綺麗な乳房が誘うように揺れている。

　ルイはたまらずそこにむしゃぶりつくと、牙を突き立てていた。甘い香りが鼻腔一杯に広がる。

　ずっと美味しい美味しいと思っていた理沙の血だけど、ルイの魔力を通した彼女の血は、それを超える至高の甘露に変化している。血を口にしたことで、これ以上大きくならないと思っていた自分のものが、更に体積を増すのを感じた。

（俺のだ）

　この女は。自分だけのもの。

　より深く染めるためにルイは体の触れ合った部分から、再び魔力を送った。

「あっ……ああああああっ……！」

　理沙の体が跳ねる。度を過ぎた快楽に涙を浮かべ身体をよじる。膣が強く収縮した。

「っ……、また出るっ、イくよ理沙ちゃんっ！」

　ルイは襞の蠕ぜん動どうに誘われて、自分のものを強く理沙の子宮口に押し付けた。子宮口と先端がディープキスをするように突き上げ、精液を叩き込む。

　尿道を勢い良く駆け上がり、先端から噴き出した精液は、理沙の中を白く穢していく。

　もうこれで理沙の中に出すのは三回目だ。どろりとした濃厚な精液は、理沙の中にべっとりと糊のように貼り付いていることだろう。

　彼女は淫魔。異性の体液から精を取り込み生きる人外。

　ルイの吐き出したものは、いずれ彼女の細胞を形作る。そう考えたらたまらなかった。

　孕め。

　願いながらルイはまだ硬度を保ったままの肉棒をぐりぐりと理沙の最奥に押し付けた。

　子宮口から子宮へ、彼女の胎内全てがルイの子種で真っ白に染まればいいのに。

　吸血鬼は繁殖力がとても低い生き物なので、ルイの種が実を結ぶ確率はとても低い。

　このまま共に居ても、ルイは理沙に子供を抱かせてあげることは出来ないかもしれない。

　それでも傍にいて欲しいと、理沙に精を注ぐのは自分だけであって欲しいとルイは願った。





　　　◆　◆　◆






　理沙は、カーテン越しに入る日差しがまぶしくて覚醒した。

　目を開けると、至近距離にルイの顔があり、ぎょっとする。

（そっか、私、昨日……）

　ルイに全てを許し、何度も交わった事を思い出し赤面する。身じろぎすると、何かが胎内から抜ける感覚があった。絡み合う下肢どうしに、繋がったまま眠っていた事を察し、かあっと体全体が熱くなる。

　栓の役割を果たしていたルイの男根が抜けた事で、とぷりと中から吸収しきれなかった精が溢れてきた。

　なんて卑猥なんだろう。

　沢山出されて、出された後も中をそれでぐりぐりされて塗りたくられ、最後は入り口を塞がれたまま長い時間眠っていただなんて。

　それだけじゃない。全身に、ルイが注ぎ込んだ魔力の残滓がまだ残っている。

　体中余すことなく彼にマーキングされたんだ。そう思うと、心の底から悦びがわきあがって来る。

（私、ルイの事、好きなんだ）

　すとんとその事実が納得できた。

　まだ眠るルイは、いつもよりもあどけなく見えて可愛らしかった。

　体の中の魔力が、これまでにないほど満ちている。大量に注がれたルイの精のおかげで満たされたのだ。

　成体になってからの自分が飢餓状態だったことを理沙は始めて理解した。

　知識として知ってはいたが、口からとは吸収の効率が違う。そして何よりもあの快楽。

　もう知らなかった時には戻れない。

　理沙はルイの栗色の髪に触れると、優しく梳いた。

（好きって言ってくれた）

　好きだから絶対離れないって。

　わたしも、すきだよ。

　理沙は眠るルイの耳元に囁いた。

　すると次の瞬間、がしりと全身を抱きすくめられた。

「理沙ちゃん、今俺の事好きって言ったよね」

「な、え、あ……お、起きて……!?」

「だって理沙ちゃんから俺に触るとか珍しいから。何してくれるのかなーって。そしたら理沙ちゃんから好きって言ってくれた！」

　ルイは大変に上機嫌である。

　にこにこと笑ったかと思うと、急に頬を赤く染め、

「りょ、両想いって事でいいんだよね」

　お前はどこの乙女かと言いたくなる仕草と表情をした。

「あー、はい。まぁ、そういう事になる、の、かな？」

「なるんだよ！　どうしよ、超嬉しい！　今日から理沙ちゃんは俺の本物の恋人だね！」

「えっと、あ、はい……」

「なんでそんな冷めた感じなの!?　でもそう言うところも好き！　大好き！」

　ぎゅうぎゅうと抱きしめられ、理沙は目を白黒させる。

　でも、悪い気はしなかった。むしろ、なんていうか、甘酸っぱくてむず痒がゆいような、そんな気持ち。

　理沙もぎゅ、とルイを抱きしめ返した。








エピローグ









　天気は、快晴。上空には雲ひとつない青空が広がっており、絶好のフライト日和だ。

　理沙はルイと真理と共に、羽田空港を訪れていた。

　ルイの父である吸血鬼王ロワ・ド・ヴァンピール、ジャン・ユーグ・ド・ノアイユが、本業の事業でトラブルが起こり、一度フランスに帰国する事になったので、その見送りに来たのである。

　そのジャンは、アシルをお供に、土産物屋を物色し、なぜかご当地もののジャンクなお菓子を大量に買い漁っている。

「迷惑なおっさんだったわ……」

　二人の吸血鬼たちを見る真理の眼差しは非常に冷たい。

　理沙のリビングが破壊されたことで、ノアイユ家との話し合いに駆り出され、奏との時間を邪魔されたのがよっぽど腹に据えかねているのだろう。

　ちなみにぼろぼろにされたリビングは、今では綺麗に修繕されている。話し合いを頑張ってくれた真理のお陰で、建具や家具は元あったものよりもいいものを入れてもらったので、結果として理沙に不満はない。

「なんだかんだであんたらうまく行ったのね。良かったじゃない」

　ずっと手を繋いでいる理沙とルイを見た真理は、冷やかすように言った。

　理沙はそれにうまく答えられない。赤面してそっぽを向くと、理沙の手を握るルイの手が強くなった。

　ジャンとアシルから、吸血鬼としての種族の特性を踏まえた上での魔力の使い方を学んだルイは、今ではなんと妖魔としては理沙より強くなってしまった。混血の吸血鬼ダンピールとは言えさすがはジャンの血筋である。眠っていた潜在能力はかなりのものだったらしい。

　理沙の魔力はまだ発展途上のため、成長しきれば並べると信じたいところだ。

　魔力の上下関係が逆転したにも関わらず、ルイと理沙の関係は変わらなかった。

　その気になれば『魅了』することもできるだろうに、相変わらずルイは同居生活の中で家事を引き受けてくれているし、恋人同士として血と精の交歓を行う。

　何故なのか、あらたまって聞く事はできないでいるが、その関係がとても尊くて愛おしい。

　ルイは血液製剤を必要としなくなった。

　そして理沙の血液の摂取頻度も減った。恋人同士として触れ合う時に、少し首を噛んで舐める程度で満たされるようになったらしい。

　そして、食事が変わったのは理沙もだ。

　今の理沙は既に普通の食事を必要としない。嗜好品として口にする事はあるが、ルイに愛される事で食欲が満たされる体に変わってしまった。そして少しだけ胸とお尻が大きくなった。淫魔としての最盛期に向かって急速に成長しつつある、というのが晃嗣の見立てである。

　ぼんやりとジャンを観察していると、大量に購入したお土産を抱える彼のもとに、見覚えのある紳士が近付いて、声をかけるのが見えた。

（交野さん？）

　京都で出会った鬼の当主、交野透久だった。今日はスーツ姿で、それがまた彼が持つ和風の雰囲気に良く似合っていた。

「どしたの理沙ちゃん、知り合い？」

　視線を透久に固定させた理沙を不審に思ったのか、ルイが声をかけてくる。すると、向こうの方も理沙に気付いたようだ。

　ジャン達と共に、透久もこちらに近付いてくる。

「お久しぶりですね、シャート家のお嬢様。ジャンが帰国すると小耳に挟みましてね。ちょうど所用でこちらに来ていたので、見送りに押しかけたんですよ」

　透久が柔和に話しかけてきた。

「そうだったんですか。京都ではお世話になりました」

「いえ、その節は甥の尊が迷惑をかけて申し訳なかったです。どうもあいつ、きれいなお姉さんを見かけてのぼせ上がってしまったようで……それで幼稚な態度を取ってしまったとか。きつく叱っておいたので、どうか嫌わないでやってください」

「嫌うなんてそんな……気にしてませんので」

　小学生くらいの男の子が、気になる子についやってしまうアレだと言われても、許せるかは別問題だ。

　しかし有力者でもある保護者がこう出てきては、とても苦情申し立てはできない雰囲気である。理沙は大人の対応で流すことにした。

「へぇ、尊がねぇ。血は争えないって事かな！」

「……ジャン、その話はやめてもらえないかな」

　透久は、気まずそうに真理をちらりと見ると、ジャンを制止した。

「え……？　お母さん……？」

「昔の話よ。交野さん、その節は大変迷惑でした」

　むすっとした表情で話し掛ける真理に、透久は笑顔のまま固まってしまった。

　理沙はぽかんと口と目を開けて、真理と透久を交互に見る。

　京都では、そんな気配はかけらも感じなかったのに。交野邸に到着した時、普通に挨拶をしただけで、後は特に会話も何もしていなかったはずだ。

　真理は昔から父の奏一筋だ。ということは、透久が横恋慕したということだろうか。

　気にはなるが、詳しい事情を聞くのはやめておいた方がよさそうだ。真理の機嫌を損ねるのは目に見えている。

「ま、若い頃は皆いろいろあったって事だね。理沙ちゃん、ルイはわが子ながらクズだから……もし今後いい人が現れて、捨てたくなったら遠慮なく捨てていいからね？」

　ジャンが余計な事を言い出した。隣のルイの機嫌が急降下した気配がする。

「捨てません。私もルイがその……好きなので。ノアイユ家に返してあげられなくてごめんなさい」

　ジャンが冷やかすように口笛を吹いた。ルイの機嫌があっさりと上向いたのが見なくても気配でわかる。

「そんな事気にしなくてもいいよ。ルイが理沙ちゃんを伴侶に決めたのなら、伴侶と一緒にいるのが一番の幸せだから。それに……長年放っておいた僕には、何が何でも連れて帰るとは言えないからね」

　ジャンは優しく笑うと、理沙とルイをまとめて抱きしめてきた。

「離せよこのクソ親父。てか理沙ちゃんに触んな！」

　ジャンはルイの苦情を無視し、ぎゅうぎゅうと力を込めてくる。

　真理、透久、アシルの三人から、生温い視線を向けられているのを感じた。





　　　◆　◆　◆






　羽田の上空に広がる真っ青な空に、ジャンとアシルが搭乗したエールフランス機が飛び立った。

　純白にトリコロールのペイントがされた尾翼が鮮やかなコントラストを描き、目的地のパリに向かって飛んでいく。

　ジャンが搭乗前にルイにかけた言葉は『Au revoirまたね』。再会を約束して彼らは帰国の途についた。

　いつか、近いうちに彼の地を訪れる日が来る予感がし──理沙は、空を仰ぐルイの横顔をこっそりと見つめた。








淫魔姫ははぐれ吸血鬼を支配する
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